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第一章 緒 論

實験動物 ラ故意二人型菌或 ハ牛型菌テ接種 シ結

核 二罹患セ シメ或ル種 ノ治療的塵置テ加へ其 ノ

病竈 ノ攣化ラ比較 シテ論ズル事ハ其 ノ根抵 二於

テ既二大 ナル不自然 ノ存 スル所 ナリ。結核 二罹

患 セシムル爲二便宜上行ハル ・所 ノ皮下注射或

ハ静脈内注入又或 ハ腹腔内注射ニヨル菌接種 二

際 シテノ病竈 ノ現 レ方 ト程度及病型モ人類 二於

ケル結核病 ノ現 レ方 ト甚 シク異ル事ハ論 テ侯 タ

ズ。

余ハ其 ノ病竈登現状態及程度 ノ劃一 テ可及的大

多撒 ノ場合 二期待 センガ爲二多数 ノ動物二就テ

豫備試験 テ施行 セリ。 即家兎約100例 海狽約

500例 白鼠約20例 二就 テ皮下.静 脈及腹腔内i

余 ノ使用 セル人型菌株及牛型菌株 テ種 々ナル量

二接種 シ動物個艘 ノ抵抗 ノ差異 一ヨル憂化テ最

モ少 クシ、且動物 ノ生存 テ各適宜 二保持 セ シム

可 キ菌量 ノ大略 テ定 メ動物試験 ノ完壁 テ期 セン

事 二努 メタリ。

以上 ノ見地 ヨリ余 ノ試験二於 テ余 ノ使用セル菌

株 ニテ最 モ適 シタル、海狽 ノ結核罹患方法 トシ

テハ皮下注射 ニヨル事 トシ、家兎ノ場合ハ皮下

或ハ静脈 内注射法 テ探 レリ.

皮下注射 ニヨル接種ハ右側下腹部 トナス。皮下

接種 二當 テ注意 ス可 キ事 ハ所謂皮下(subcutan)

二完全 二注射針尖 ノ存 スル場合 ト幾分 ナ リトモ

腹筋 二刺 入サ レテアル場合 トニ ヨリ甚 シク感染

時期 及程度 二相異 テ來 スモ ノナ リ。即針尖 ノ微

カナ リ トモ筋膜 テ通過 シタル場合 ハ腹腔 内注射

ト同様 ノ数 果 テ示 スニ至 リ感 染経 過早期 二終始

シ病攣 モ亦 高度 ナル テ知 ル 故 二完全 二皮膚 ヲ摘

ミ上ゲ腹壁 二ZF行 二針 テ刺 入 シテ接種 サル可 キ

モ ノー シテ然 ラズ シテ成 シタル注 入接種 ハ過牛

撒 二於 テ直 二腹腔 内 ノ網膜 二結核 菌 ノ大部分 テ

吸著 シ宛 モ腹 腔 内注 入同様 ノ結 果 テ示 ス事 テ注

射直後 直 二撲殺 シテ験 シタル多数 ノ動物 二就 テ

観察 シタ リ。海狽 二於 ケル菌量 トシテハ1/100mg

一/5・mg皮 下 注射 トシ圭 トシテ人型 鴻 上第IV

型 菌株 テ用 ピタ リ。家 兎 二於 テハ北研 牛型菌株

テ用 ヒ皮下注射 トシテハ ソ1。mg、 静 脈 内注入 ト

シテハ ソノ1/・ooomg-1/soomgテ 使 用 セ リ、以上

ノ雨菌株 ハ共 二Glycerin-bowillon30日 培 養 ノ

モ ノテ取 リ出 シ環}磯乳 鉢 内ニ テ入念 二磨梓 シ生

理的食盤水 二適宜俘游 液 トナ シテ用 ヒタリ。海

狽 ハ2009-4009迄 ノモ ノテ使 用 シ、 家兎 ・・白

毛禮重2500内 外 ノモ ノテ多 ク用 ヒタ リ。 海猿

二於 ケル接種結核 菌 ノ量 ト結核病攣 トノ關係 ハ

佐 多(愛 彦)博 士及 ソノ門下 二多数 ノ業績 アリ。

特 二芦名 ①泰氏 ハ大量 ヨリ極微量種 々 ナル量 テ
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海猿 二皮下及 腹腔 内二接種 サ レタル場合 ノ結核

病攣 ノ現 レ方 二 就 デ験 シタ ル 詳細 ナル 報 告 ア

リ。

渡邊(義 政)博 士及 ソノ門下 二於 テモ此 ノ方面 ノ

研 究業績多 シ、 氏 ノ門下原 澤(2)(仁 齋1氏 ハ家兎

静脈 内二結核菌 テ注 入スル場合 二注 入結核菌 ノ

沈著部位 トソノ結核菌 ノ研磨時間 トノ關係 テ験

セ ラレ微細 二研 磨 サル ・程静脈 内注 入 セル菌 ノ

肺 テ通過 シ大 循環 二入 ルモ ノ多 ク各種 ノ臓器 二

到達撒布 サル ・事 ラ詮明 サル、即一定 ノ成績 テ

得 ンニハ結核菌 ノ研 磨 ノ如 キ微細 ナル貼 二於 テ

既 二細心 ナル注意 テ彿 ハル可 キナ リ。

本實験 ノ目的 トスル所 ハSqualinノ 如 何 ナル種

類 ノモ ノガbiochemisch二 最 モ有能 二作 用ス

ルモ ノナルカニ就 テ ソノ核 心 ヲ獲 ンガ爲 二試 ミ

ラレタルモ ノナ リ。故 二種 々 ノ員荷 方法 テ探 リ

量及員荷期 間 二就 キテ不統 一 ナル貼多 ク試験 ノ

結果 モ亦甚 ダ多種 多檬 千差萬態 ナルモ ノアル テ

免 レズ、謂 ハ ・"Squalinノ 眞 ノbiochemisch

aktivナ ル モ ノハ如何 ナル方法 一 ヨ リ獲得完成

セ ラル ・モ ノナル カ ト云 フ事 二就 テOrientier

ungsprobeノ 意 味 テ多分 二加 味 シタル 實験 ト

見 ル可 キモ ノナ リ。

Squalinハ 主 トシテ鮫 肝油中 二存 スル炭化水素

SqualenC3。 且5。(辻木満 丸氏)テbiochemisch-

aktivニ ナ シタルモ ノニ シテSqualenノ 異 性禮

ト見 ル可 キモ ノナ リ。Squalin(鴻 」=〉テ動物膿

内二齎 ラサル ・場合圭 トシテ組織球性細胞 ニ ヨ

リ各 塵 二蓮 搬 サル、氣管 内注 入 ノ場合 ハ別 トシ

其 ノ静脈 内注 入ハ勿論他 ノ総 テ ノ場合 二於 テモ

淋巴道 ヨリ吸牧 サ レ或 ハ直接 二末梢毛細血管 内

一入 ル。静脈中 二入 リタルSqualinハ 直 二肺

二至 リ肺 ノ毛細血管 二栓塞 ス。肺 ノ毛細血管 ハ

伸展 性 二富 メルテ以 テ多量 ノ沈著栓塞 二堪 工甚

シク櫨 張 サル。 然 ルニ コノ栓塞 セルSqualinハ

直 二血 中 ノー種 ノ酵 素 ト多核 白血球、遊離性大

軍核 細胞 及血管 内被 細胞等 ニ ヨリ分解、囁取 サ

レ各庭 二運 バ レ或 ハ ソノ儘遊離状 テナ シテ血管

壁 テ濾 出 シテ間質 淋巴間隙 内或 ハ又更 二肺胞 上

皮 テ介 シテ肺胞 内二排泄 サル ・モ ノナ リ。

氣管 道 ヨリ注 入セ ラレタルモ ノハ肺胞 二入 リ肺

胞 上皮 テ介 シテ間質 ノ淋 巴間隙 内二細粒子 トナ

リテ入ル。又 直 二肺胞上皮 ノ剥離 テ惹起 シテコ

ノ内二囁 取 セ ラレ或 ハ組織 球細胞 内二囁取 セ ラ

レintraalveolarPhagocytose封 犬態 ニテ喀疾 ト

共 二外界 二排 出 サル。

余 ノ場合Squalinノ 員 荷 ハ線 テ結核 菌接種後24

時 間内 二始 ノタ リ.

文厭的考案

Squalenハ1906年 辻 本満丸{3}氏 ご ヨリ鮫肝油

中二於 テ嚢見 セ ラレタル高度不飽 和炭化水素 ニ

シテC3・ 且5・ ナル分子式 テ有 ス、i襲二鴻上 〔4)氏

ハ辻本氏 ノSqualen二 或 ル 装作 テ 加 へbio-

chemisch・aktivナ ルSqualinテ 創 製 サ レ、實験

動物結核及人結核 二於 テSqualinノ 結 核 菌 トノ

間 ノ生膿 内二於 ケル關係拉 二醤化學的方面 ノ業

績 テ公表 セ ラレ、Squalinニ ヨ リ生禮 内結核 菌

ハ多種 多様 ノ型 態的及 生物學 的攣 性 テ現出 スル

テ確 認 シ又攣異性結核菌 トシテ多撒例 二於 テ生

禮 内ヨ リ之 ノ培 養謹 明 二・成功 セラル。Squalin

ハ化學的 ニハ全 クSqualenト 同 一物 質 ニ シテ

唯 ソ ノbiologisch-aktivナ ル 貼 二於 テ異 ル

Squalenノ 攣 性膿 ノー種 ト見倣 サル可 キモ ノナ

リ。 カ ・ル物 質 テ使 用 シテ結核 トノ關係 テ験 シ

タル ハ菲 才 ノ見聞 ノ範 園 二於 テハ古今東西 テ通

ジテ未 ダ是 レ非 ズ。

世 二所 謂結核治療 剤 トシテ ノ化學的方面 ノ藥剤

ノー ツー ツニ就 テ観察 スル ノ蝕暇 テ有 セズ。余

ノ・弦 二余 ノ使 用 セルSqualin二 化 學的 二近接 ナ

ル關係 テ有 スル方面 ノ研究 業績 二就 テ專 ラ集録

批判 セ ン事 二努 メ タリ。

高度不飽 和炭化 水素Squalinハ 純 梓 ナルモ ノハ

油状 テナ シソレガ酸化分解 サル ・場合一部 ハ脂
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肪酸 ノ如 キ物質及終 ニハ中性脂肪 ノ如 キ病 理化

學的終末産物 二攣 化 サル ・モ ノ・如 シ。 ソノ故

二生禮 内 二入 リテ後 ニー一部 ハ脂肪物質 二於 ケル

ガ如 キbiochemischノ 作 用 テ現 出サル ・モ ノ

アルニ鑑 ミテ此 ノ方面 ノ研究業 績 二 就 キテ見

ル。邦國 二於 テハ遠藤繁清、 石川友示(5)雨氏 二

依 ル種 々 ノ油剤 ノ結核 菌登育 二關 スル研究 ア

リ。爾降 ツテ八谷、原澤、小 野氏等 ㈹ノ更 二廣般

ナル油類 二渡 ル結核 菌登 育 二及 ボス影響 ノ研究

ラ見 ル。是等 ノ諸家 ノ報 告 二依 レバMenthol及

Kreosot油 等 ノ揮登 性油 ハ試 験管 内二於 テ結核

菌登育阻 止作用 アル モ瓦斯禮 トシテ作用 セ シム

ル場合 ト乳剤 トシテ使 用 セル場合 トノ成績 ハ甚

グ異 ナ レル結果 二到達 スル コ トテ述 ベ ラル。 兎

二角結核菌 二封 シテ之 テ死滅 セ シム可 キ化學 的

藥 剤 トシテハ結核 菌 ノ外 皮 タル類脂肪質 テ溶解

スル化學 的性質 テ有 スルモ ノ タ ル テ條件 トサ

レ、之 二封 シ油剤 バー般 二生罷i二封 スルOrga。

notropノ 作 用少 ク、 反之結核菌 トノ親和力 即

Bakteriotropノ 能 カテ具備 スル爲 二各種 ノ油

類 テ人類 ノ結核及 實験 動物結核 二慮用 シタル業

績 又實 二枚基 二逞 ナキモ ノ・存 スnDeykeG.

及Much〔7,ハInolin及Neulin/25%液 ラ以

テ化學 的 二結核 菌 テ速 二溶解 セ シメ得 ル事 テ唱

へ實験 的結核 二卓赦 アリ ト述 ベ タ リ。油脂物質

ガ結核病 二封 シテ如何 ナル作用 テ示 スモ ノナル

カニ關 シテハ所 論庭 々ニ シテー・定 セズ就 中論 雫

ノ最 モ多 クナサ レ來 リタルモ ノハCholesterin

ト結 核 トノ關係 ニ シテ種 々 ノ方法 ニ ョ リCho・

lesterinaemieテ 惹 起 セ シムル場合 二結核 二封 シ

豫 防的及治療 的 二有数 ナ リトナ ス派 ト、反 ツテ

病攣 テ檜 悪 ス トナス極 端 ノ論 テ見 ル、然 ルゐ是

等雨派 ノ實験 成績 ハCholesterin物 質 ノ員荷方

法 ト量、動物 ノ種類 ト個禮 的相 違性等 テ疎 ニ シ

テナサ レタル爲 二現 レタル相 異 ト見 ル可 久 同

一物質 二於 テモ ソ ノ量 ニ ヨリ組織 細胞 二賦括 的

二作用 スルモ ノモ逡 ニハ組織 二破壊 的作 用 テ現

スニ至 ルテ以 テ説 明 シ得 ラル ・モ ノナ リ。

Squalinノ 使 用 ハ皮 下及 静脈 内注射 。氣 管道 ヨ

リ注 入。 塗擦拉 二経 ロ的給與等 ノ各種 ノ形式 テ

探 リタルモ ノナルガ静脈 内及氣 管 内注 入 テ除 ク

他 ノ三 ツ ノ方法 ハ油類 二就 テ殆 ン ド試 ミラレソ

ノ結 果 モ實二千差萬別 ナルモノアリ。G.Seemann

(8)
,Lubarschu:Plenge(9},G.A.Merkulow(10}

等 ハCholesterinテ 流 血 中 二注 入 シテ 〃 蓮命

及組織 二封 スル作用 テ験 シ タ リ.Cholesterin

卜結 核 トノ關係 ハ前記 ノ如 ク之 テ増悪 セ シムル

トナス學者 ト或 ハ ソノ組織 細胞 二封 スル賦括 的

作 用ハ結核 治療的現象 二好 影響 テ齎 ス トナ スモ

ノア リ。

谷 口修 一氏(11)ノ・Lecithin及Cholesterinテ 以

テ實験 的結核 海狽 二就 テ験 セ シーL・ecithin庭

置 群 ハ病攣輕 クCholesterin塵 置 ハ却 ヅテ悪影

響 ア リシテ報 ぜ ラル。秋 山七朗(12)氏ハ類 脂肪禮

ラ結核治療 剤 トシテ使用 ノ償値 アリ トセ ラレ、

杉沼13)氏 ハ 「ラノ リン」加食餌 ニ ヨリ飼 養 セラレ

タル家兎 二就 テ結 核性疾患 二封 スル抵 抗性如何

ラ験 シ「ラ ノリン」ニヨルCholesterinaemieハ

R-E系(Reticulo-Endothelial-System)ノ 機 能

的減弱 テ來 シ病攣 ラ檜 悪 ス ト述 ベ ラ ル、最近

Scortati4>,Tompkin(15)氏 等 ハLecithinラ 静脈

内 二注 入 シテ實験 的家兎結核 二豫 防的及治療的

二卓数 ア リタル テ述 ベ ラル。

Gewaltig(16),A.Kenner(1η,CarlWaitz(1眠 等

ハLipomyco1(oderGamelan)(Wachs,Fett

u.Lipoidgemisch)テ 實 験的動物結核及 人類

ノ結核 二使 角 シ数 果的 二作用 スル ラ述 ブ、F.

Mattausch(19)ハL、ipjatren(1.ipoid十Jatren>

ノ数 債 テ唱 フ.上 記 ノ諸家 ノ結核 二封 シテ ノ油

脂物質使用 ノネ購 ハ該物 質 ノ組織細胞 二封 スル

賦括的機能 昂進 テ主 ナル眼 目 トシテ ノ意味 二外

ナ ラズ、 圭 トシテR-E系 ノ生理 的作用 テ促進

セ シメ ン トシテ試 ミラ レ使用 セ ラレタルモ ノー

シテ是等 ノ物質特 二Tompkin二 依 ルLecithin

ノ慮 用Gewaltig,Kenner,Writz等 一一ヨル

Gamelanノ 使 用 二際 シテ ハ動物禮 内 ノ遊走性

軍核 細胞 ノ増加 ラ來 シ又R-E系 二作 用 シ貧喰作1

用 テ有 スル大 軍核 細胞 ノ」曾生 テ促 シ拉 二該脂肪
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物 質 ハ直接結核 菌 ニ ヨル毒素 テ中和 シ、更 二又

Lipoid二 封 スル抗禮 ノ産 生 ハ結核 免疫 二利 ス

ル所 アリ ト論 ズ。翻 ツテ結核 性的病攣 二於 ケル

上皮様 細胞 ノ由來 二就 テ考 フ.ルニLymphcyt5r

ノモ ノ トシテgosseLymphoidezellen或 ハ

histioeytarノ 細胞 ナ リ トナ シ、 其 ノ形態 ヨリ

Epitheloidzellen等 ト稻iノ、レ古 クヨ リ種 々設 テ

唱 へ來 リタル問題 ナ リシモ清野氏(1914>ノ 研 究

ニ ヨリ現今 二於 テハ大禮R-E系 ヨ リ出 デタル

組織球性細胞 ト見倣 サル、亘態 細胞 ハEpithelo-

idzellenノ ー 攣形態 ト思考 サル。是等 ノ細胞 ハ

結核性攣 化 ノ存 スル所 二必登的 二多 少 二拘 ラズ

出現 シ、特 二結核結節 二於 テハ内輪層 ト外輪層

ノー部 テ形 成 シ相互 二突起 テ出 シ格子繊維 ノ形

成或 ハ細菌 二封 シ直接 ノ喰作用 テ螢 ムモ ノナ リ

Cunningham,Sabin,Sugigama,Kindwall(20)

等 ハ家兎 ノ實験 的結核 ノ際 二Monocytenガ

EpitheloidzellenカRiesenzellenへ 攣 形 スル

状 テ實験 的 二見。Camp,Luton,Jompkin(21)氏

等 ハ實験 的海猿結核 二就 テ之 テ認識 セ リ.氏 等

ハEpitheloidzellenハMonocytenヨ リ出來

ル外 二結核 ノ場 合 二就 テハKlasmatocytenヨ

リ憂化移行 シ得 ル ト述 ベ タ リ。

MonocytenガEpitheloidzellen及Riesenze-

llen二 移行 スル事 ハ軍 二結核 ノミニ限 ラレタル

特性 二非ズ。他 ノ種 々ナル細菌及物質 ノ刺戟 ニ

ヨリテモ亦 出現 スルモ ノニ シテ且.Gullery(22)ハ

結 核菌 ノ外膜 テ形成 スルLiPoidtoxin一 ヨ リ・

Jeckeln(23)ハKreton油 テ氣管 内二注 入 シタル際

二同檬 ノ細胞 ノ攣 化出現 テ見 タ リ。 余 ハ四襲 二

海猿間 二自然的 二流行 スルEnteritis95rtneri

ノ際 二G5rtner氏 菌 ニ ヨル病憂及結節 二同檬

ノ上皮様細胞及亘大細胞 ノ出現 テ見結核病攣 ト

ノ鑑別 二至難 テ感 ズル場合多 キテ述 べ大方 ノ注

意 テ促 シタ リ。

Cholesterin,Benzol,Lecithin等 ラ以 テ前庭

置 セル動物 ハR-E系 ぞ刺戟 サ レ其 ノ機能 テ興

奮 セシメ結核免疫 ノ登生 テ旺盛 ナ ラ シへ 此 ノ

際特 二Agglutininノ 産 生封 照二比 シ迅速且高

度 ナ リ トナ ス所 ノ南廣憲㈲氏 ノ読 ハ 杉沼氏 ソ

「ラ ノリン」飼育家兎 二於 ケル結核研究 二封 スル

所 見 ナルR-E系 細 胞 内 二Cholesterin沈 著

シ是等 細胞 ニ ヨル異物及細菌 二封 スル喰作用 テ

減 弱 セ シメ免疫物質産 生 テ阻害 シ所 謂R-E系

細 胞 ノVerstopfungナ ル状態 テ醸 シ個膣 ノ防

禦 的作用 機轄 テ完封 スルモ ノナル爲 二結核病憂

テ悪化 ス可 シ トナ ス所 読 ト相 反 スルモ ノナ リ。

然 ル ニR-E系 テ麻癖或 二 刺戟興奮 セ シムル物

質 ハ必 ズ シモ ソノ性質 相反 スル モ ノタルテ要 セ

ズ。要 ハ唯其 ノ使 用方 法、 量及 時期 拉 二個盟的

相違等 ニヨ リ實験結果 二相 異ヲ來 スモ ノナル可

シ。

要之 二是等 ノ脂肪物質 ノ結核 阻止作用 ハ物 質 ソ

ノモ ノニ ヨル殺菌的作用 テ圭 トスル ニ非ザ ルハ

勿論 ニ シテニ次 的 二R-E系 ノ機 能的興 奮状態

テ惹起 セ シメR-E系 ノ増殖拉 二Monocyten

ノ檜 生 ニ ヨリ抗結核作 用 テ賦括 シ更 二他 方 二於

テハ血清學 的 二脂肪物 質 二封 スル抗艦 ノ産 生 テ

挨 チ、発疫學 的防禦 工作完 成 テ期 セ シ事 テ主眼

トセル モ ノナ リ。

AtherischesOlノ 結 核 菌及實験 的結核 トノ關

係 ラ験 シタルハ試験 管 内二於 テハ前記 ノ遠藤、

石川 雨氏 ノ試験 ト八木、原 澤、小野氏等 ノ外 一

井村蜂全㈹氏 ア リ.氏 ハ2拾 絵種 ノ油類 二就 キ

試験管 内 二於 ケル結核 菌登育阻止作用及海猿 二

於 ケル實験的結核 トノ關係 テ研 セ ラレタル結果

物質 ノ旋 向性如何 ニ ヨ リ殺菌力及 阻止作用 二相

異 テ見 タ リ。

Terpentin油 ノ如 キハ始 メKlebs(27)ニ ョ リ各種

ノ疾患 二使用 サ レ化膿性疾患 二好 ンデ使用 サ レ

タ リ。結核 二於 ケル使用 ハ最近 二於 テ・・且einz

㈹ 二於 テ見 ル
、 氏 ハ 乳化盟 トナ シ結 核家兎 ノ

腹腔 内及静脈 内二 注 入 シタルニ 動物 ハ 高度 ノ

Leucocytoseテ 示 スニ至ル テ見、結核 性攣 化 二

封 シテハ壇悪 シタル事 テ報 ズ。

佐藤秀三(29)氏拉 二其 ノ門下若林廣(30)氏、 青木 勉

(31)氏等 ハ種 々 ノ還元物質 テ以 テ結核菌登 育拉 二

結核病攣 二及ボ ス影響 ブ験 シ、佐藤氏 ハ種 々 ノ
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化學的構造 ノ明 ナル物質 二就 テ海狸 ノ實験 的結

核 形成 二封 シ阻 止作用 ノ有無 テ検 セラ レ最 モ彊

キ結核阻 止作 用 テ有 スル藥 剤 ハ芳香族 「ヒ ドラ

ジ ン」誘 導艦 ナ リ。

青木勉氏 ハ盤酸 「フエニール ヒ ドラヂ ン」及 ソ ノ

誘導禮 ニ ヨ リ實験 的結核動 物 二貧血 テ起 サ シメ

タル ニ其 ノ結核病攣 ハ封 照 二比 シ著 シク輕 易三

シテ、殊 二内臓 々器 二於 テハ其 ノ差極 メテ顯著

ナル結核病攣阻 止作用 ア リ。爾次亜硫 酸 「ソー

ダ」其 ノ他 ノ還元剤 一ヨル時 モ多少 二拘 ラズ結

核 病攣形成 二封 シ阻 止的 二作 用 ス。若林 氏 ハ種

種 ノ脂肪酸類 ノ結核菌登育 二及 ボス影響 テ研究

セ ラレ飽和脂肪酸 中 ノ「イソ」化合物 ト正化合物

トテ比較 シテ験 シタルニ結核菌畿育阻 止カ ーハ

殆 ンド差異 テ見 ズ。 共 二 或 ル 程 度 ノ阻 止力 ア

リ。 不飽 和化合物 二 就 テハ 同一炭素元子数 ノ

モ ノニテモ 化學的結合歌態 ノ如何 ニ ヨリ阻 止

力 二多少 ノ差異 テ見、又更 二 「グ リセ リンエ ス

テ ル」 二就 テハ脂 酸基 ノ撒 二關係 ナ ク、遊離 ノ

酪酸 ニオケル ヨリ強 キ結 核阻 止力 ラ有 スル事 テ

述 ベ ラル。 佐藤 氏 ノ設 ニ ヨレバカ ・ル還元物質

ヨリ結核 阻止作 用 ノ由 リテ來 ル所以 ハ該 物質 ニ

ヨ リソノ部分 ノ組織呼吸 二際 シ酸素量 ノ制限 サ

ル ・事 二由ル可 シト云 フ。

物 理的油状物質 テ治療 的意味 二於 テ静脈 内注 入

剤 トシテ使 用 シタル例多 シ。特 二Kampfer61ノ

静脈 内注射 ハ彊心剤 シトテ古 クヨリ屡 ≧試 ミラ

レタリ。L・eo(32),Ulte1(33),B.Fischer(34)氏 等 ハ ソ

ノ先騙 者 ニ シテFischerハ 油 状物質 ノ静脈 内注

入 一・ヨルLungengefass及 其 ノ他 ノOrgane/

Fettembolieハ60kgノ 人 ニー同12c.q注 入

迄何 等害作 用 ナ シトシ。 家兎 二於 テproKilo

O.2c.c.ノOliven51ハ 何 等 ノ危瞼 ナ シ、 注 入後

2週 間 ニ シテ肺毛細管 二何等 ノ栓塞物質 テ見ズ

ト述 ベ タリ。

脂肪 物質 ノ或 ル量以下 ノ場合 ノ脂肪栓塞 ハ何等

憂 フ可 キ結果 テ招來 スルモ ノニ非 ズ トハ此 ノ方

面 ノ研究 二多少 ナ リトモ手 テ染 メタル諸 家 ノ等

シク認 ムル所 ニ シテ此 ノ方面 ノ研究 家 トシテハ

Ribberゼ35),M.Reiner㈹,Reeklinghausen(3η,

WuttigC3s),Landois(39),古 城 ㈹ ノ諸氏 ノ業績 テ

見 ル。古城氏 ハ此 ノ方面 二最 モ廣般 ナル實験的

研 究 テナ シ油脂物 質 ノ量及種類等 二就 テ詳細 ナ

ル研 究 テ褒表 セ ラル。結核 二際 シテノ治療 二向

ヒ油脂物質 テ静脈 内二注 入 スル時 ハ肺 ノ毛細血

管 二栓塞 テ生 ジ栓 子物 質 ハ血管 テ濾 出 シ或 ハ組

織 球細胞 ニヨ リ肺組織 ノ各所 二遊 バ レー部 ノ脂

肪物質 ハ肺毛細血管組織 テ通過 シ各臓器組織 ノ

R-E系 細 胞 二囁取 セラ レ或 ハ尿 ト共 二外 界 二排

泄 サ レ又腺組織 ニ ヨリ分泌物 ト共 二外界 二蓮 バ

ル。 カルガ故 二斯 ノ如 キ方法 一ヨ リ結核 性病痩

特 二肺 二於 ケル病慶 ノ治療剤 トシテ ノ使 用ハ甚

ダ合理的 ナル方法 ナ リ ト云 フ可 ク、 カ ・ル観貼

ヨ リ油脂物質 テ静脈 内 ヨ リ注 入 シ結 核 二封 シテ

治療的敷果 テ揚 グ可 ク試 ミタル人 又多数 アリ。

Lepehne(4i),B.Fischer㈹ 等 ハMentho1,Euka-

lyptol等 テ夫 ・々5%或 ハ10%ノ 割 合 二 〇liven61

二混 ジ、結核 家兎 ノ静脈 内 ヨ リ注 入 シタルニ結

果 二於 テ共 二結 核病攣 二何等影響 ナカ リシ事 テ

報 ズ。邦 國 二於 テハ遺憾乍 ラカ ・ル物質 ノ静脈

内注射 ニヨル業績 テ見 ザルガ如 シ。次 二油脂物

質 テ氣管 内 ヨリ肺 二注 入 シタル文獣 ハ其 ノ目的

トスル所 主 トシテ肺胞上皮 ト肺胞 内浸 出組織球

性細胞 トノ關係 テ知 ラン トシテ實験 的 二成 サ レ

タル モ ノ或 ハ肺 二於 ケル脂肪物質 ノ新 陳代謝 ノ

研究 ニナサ レタル モ ノ大部分 ナ リ.最 近 二於 テ

JeckelnハMilch,Oliven61及Kreton61テ

Bronchogen二 注 入 シテ肺胞 上皮 ノ機能 ト是等

物質 ノ新陳代謝 テ 験 シ肺胞 上皮 ハbiologisch

aklivノ 作 用 テ螢爲 ス ト唱 フ。 其 ノ外 二氣管
し

道 ヨ リ肺 二油脂物質 ラ注 入 シタル研究 トシテハ

Lipjodol二 關 スルモ ノ多撒 アリ1.ichtwitz㈹,

且.C・Ballon(i4)等 ハLipjodol注 入 ノ際 ノ病理

組織學的攣 化及結核 トノ關係 テ攻求 セ ラル。,

佐 藤隆房㈹氏 ハ1・ipiodolノ 呼 吸器 二及 ボ ス攣

化 トソノ殺菌力 ラ、梅 田生㈹氏 ・〉ソノ吸牧 二就

テ、小辰克ZF㈹ 氏 ハLipiodolニ ヨル攣化 ト結

核 トノ關係 テ報告 セラル.要 スル ニLipiodo1ハ
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肺 二及 ボ ス攣化輕度 ニ シテ結核病攣 二封 シテモ

何等殺菌力及病攣 ノ阻 止作用 テ示 サズLipiodol

ノ爲 二起 リタル肺 ノ攣化 トシテハ肺胞 上皮 ノ剥

離 トKubisch/Ze11enノ 新 生 テ生 ジ爾進 メ

バAdenomatoseVer5nderungテ 示 スニ至 ル

事最 モ注 目二償 ス可 キ慶 化 ト云 フ可 シ。

Lipjodo1ノ 氣 管 内注入術 式 二關 シ佐藤 清一郎㈹

氏等 ハ聲 門 テ通過 シテ咽頭 ヨ リ注入器 テ入 ル ・

方法 二依 ラズ トモ聲帯 上 ヨリ該物 質 テ滴下 スル

事 ニ ヨリ充分 目的 テ達 シ得 ラル ・事 ラ述 ベ ラ

ル。FrancoMarangoni(49)氏 ハ1.Intercricot-

hyreoidealWeg。2.TransglotlidealerWeg。

3.DirekteEinf廿hrungmittelsBronchoskopes

ノ三 法 テ推 奨 ス。

清野博(50)氏ハ第六同結核病學會 ノ梅 田氏 ノbro-

nchogen二 注 入 サ レタルLipjodolノ 吸 牧 ナル

演 舌 ノ追 加 トシテLipjodolハ 濃 厚 ナル油剤 二

40%ノ 沃 度含 有剤 ナルニ ヨ リ之 ノ肺臓 内注 入 一

ヨリ直 二Jodノ 分 離 サル ・ナ ランニハ肺結核

二極 メテ悪影 響 ア ラン ト云 ヒ術氏 ハ又Lipjodol

ノ肺臓 二封 スル反 癒 ハ比較的輕度 ナ リ。 コ ノ事

ハLipjodolガ 油 剤 ナル事 ガ注 目ス可 キ事柄 ニ

シテ今後 肺結核症 二 直接bronchogen二 注 入

サル ・藥 剤 ノ考 案 サル ・二於 テハ其 ノ物質 ハ恐

ラク油剤 テ溶 液 トシタルモ ノナ ラン ト述 ブ。

實験方法

動物 ハ家兎2kg-2.5kgノ モ ノ海猿 ハ1509-

3009迄 ノモ ノテ使用 ス。

詰核菌株 ハ海狼 二封 シテハ主 トシテ人型菌鴻 上

第IV型 株 テ家 兎 二封 シテハ北 里研究 所 ヨリ分

擾 テ受 ケ タル牛型 菌株 テ用 ヒタリ。各菌株 ハ共

二Glycerin-bowillon30日 培 養 ノ生菌 テ用 ヒ、

湖 冥二於 テハ1/f,omg一/100mgノ 生 菌(1mgテ

10c.qノ生 理的食盤水浮游液 トシソノ0.2qc・-O・1

㏄)テ 右 下腹部皮 下注 入接種 ス。家兎 二封 シテ

ハ耳静脈 ヨリ1/500mg一 ノ10。omgノ 生菌(1mgテ

100c.aノ 生理的食盤水浮游 液 トナ シ、 ソ ノ0.

2cs-O.1c.q)テ 注 入 シテ人 工的 二結核 二罹患 セ

シ ム 。

;Squalinハ 皮下、静脈内、氣管内、塗擦及経口

的 ノ5ツ ノ方法 テ探 レリ。

皮下注射ハ菌接種 ト反射側 ノ皮下或ハ胸部皮下

ニナシ、静脈内注射 トシテ專 ラ耳静脈 ヨリ之 テ

ナス。

氣管道ヨリ肺へ注入ノ手技術式 トシテハ、環状

軟骨 ト甲状軟骨 ノ間ニテ氣管 ノ前面正中線 二於

テ注射針 テ約60度 ノ角度 二針尖 テ下方肺門部

二向ケ針 テ進 メ氣管壁 テ通過 シ、注射器 ノ管筒

ラ引キ氣胞 ノ吸入サル ・ラ見、氣道 二針尖 ノ完

全 二入 リタルテ確 メタル後適 當量 ノSqualinテ

注 入 ス。 注 入終 ラバ直 二罷位 テ 種 々 二 轄換 シ

Squalin/ZF等 ナ ル肺 内撒布 テ劃 ル。

塗擦 ハSqualinsalbeト シテ腹部或 ハ胸部皮 膚

ヨ リ擦 入 ス。此 ノ際動 物 ノ塗擦 部位 ハ剃 毛 シ且

完全 ナル清毒 テ期 シタリ経 口的投與 ハ食餌 ト共

二給與 シ或 ハ直接 口内二滴 下 シタル モ ノア リ。

Squalinニ ヨル所 置 ハ緒論 二於 テ記載 シタルガ

如 ク絡 テ菌接種後24時 間以 内二開始 セ リ。

結核 海狽 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ1(表1)

No.1115及No.1116ハSqualinsalbeテ 毎

日腹部 二塗擦 セル験 獣 ニ シテNo.1117トNo.

1118ハ 結 核菌 ノ封 照 トス。No.1116トNo.1118

ハ約10日 ニ シテ発死 シ死後 直 二探血 シ卒板 血

液寒 天 トシテ培 養試験 テ施行 シタルニNo.1U6

二於 テハG5rtner氏 菌 ノ菌血症 ナルテ知 ル
。

No.1115トNo.1117ハ 約15日 後 撲殺 シ剖 見

スo

No.1115約15後 撲殺撲殺時一般状態佳良ナ リ

肉眼的二肺臓、肝臓、脾臓、腎臓等二認ム可 キ

攣化ナ シ、組織學的 二肺 二細葉性 ノ圭 トシテ淋

巴球 ヨリナ リ、上皮檬細胞 テ混 ジタ ル小結節

アリ、
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表 1

1

瞬 ＼
生 存

日撒 、

1
肉眼的病竈憂
化

顯 鏡 的 所 見
流血中G琶rtner氏
菌及共 ノ他 ン臓器

鱗鑛 朧様階撃隊曙藤淋』球
N()・1115'91 .,15日 正 常 器 購 維性 軒+一+

1・日 籍酵 竪赤色硬囎 様総 什 什 一 柵+

+F唖脾臓結核性病竈

No.1116
Gartner氏 菌(+)

傳 染 脾 ノ像

No.1117(K)15日 麓 搬 籍葉籍灘 肺炎様+什++刊 蹄 器 雛 撮
小葉性結節及1右全葉暗赤色 中No.1118(K)10日

二小結節ヲ見ル肺炎様病竈1 +1+ 料+総 集麟 諺薮

No.1116肺 二膿 瘍檬i小病竈 テ多登 シ此 ノ部 分

ノ細 菌學 的検索 二依 リG5rtner氏 菌 テ謹 明 セ

リ。 カ ・ル病竈 ノ周園 二當ル肺胞 壁及 肺胞 内ニ

ハ遊 離性組織 球性大軍核細胞及小 圓形遊 走細胞

ノ浸潤 旺 ナ リ。

No.1117(封 照)大 葉性肺 炎 ノ影像 テ示 シ大 軍

核細胞及多形核 白血球、 淋 巴球等 ノ遊走浸潤 ノ

像著 明 ニ シテ組織 ハ甚 シク破壌 セラ レ、他 方 二

於 テハ又 間質 ノ結締織 性肥厚檜 殖 テ見 ル。No.

1118結 核 菌封 照、10日 目二発 死 ス。小葉性 二限

局 セル多核 白血球、 淋 巴球及組織球 性細胞 ノ集

籏 セル結節 テ多撒 二見 ル。是等 ノ集 籏細胞 二核

ノ攣化 テ示 シ壌死攣 性 二移行 セ ン トスル傾 向 ト

見 ラル ・モ ノア リ。

使用結核菌 ハ人型鴻 上第IV型 テ 用 ヒソノ1/,。。 ●

mg右 下 腹部皮 下 二接種 スSqualinsalbeハ 「ワ

ぜ リン」二10%二Squalind聖0.8592n登11.4982

テ 混 ジ タ ル モ ノ ナ リ。

結 核 海 瞑 二 於 ケ ルSqualinノ 實 験 其 ノ2(表2)

Squalin〔d肇)0.8595.n智1.4965〕

結 核 菌 ト シテ 北 里研 究 所 牛 型 菌 テ使 用 シ、 結 核

感 染 方 法 ハ 前 試 験 ノ場 合 ト 同 様 ナ リ(牛 型 菌

Glycerin・bowillon1ケ 月 培 養 ノ1/、 。。mg皮 下

接 種)。Squalinハ 菌 ト反 封 側 ノ腹 部 皮 下 二 〇.1

c・c・ツ ・数 同 ト約20日 後thoracheogen二 〇.2

qa-一一回 注 入 ノ例 ア リ。

No.1119.No.1120.No.1122二 於 テ ハ 皮 下

二Squalin全 量0.3㏄ ト氣 管 ヨ リ20日 経 過

後0.20α 注 入 セ ル モ ノ、No.1123.No.1124

ハSqualin酸 化 水溶性物質 テ0.2c.cヅ ・全量

0.4c.c.皮 下 注射 ス。

封 照 トシテNo。1125.No.1126ラ オ ク、

No.1119.Squalinテthoracheogene二 注 入

(0.2)後4日 即全経過21日 ニ シテ艶 死 スSqualin

ハ肺 胞腔 内温 達 シ胞壁 上皮 テ介 シ肺胞 壁 ノ淋

巴間腔 内二 入 リ或 ハ此 ノ際組織球 性細胞 二囁

取 セ ラレ各所 二蓮搬 サル ・テ 見 ル、本例 二於

テハ ー時 二 大量 ノSqualin物 質 侵 入 ノ爲 二

其 ノ部 ノ肺胞 上皮 及肺胞壁 ハ直接乃 至間接 二作

用 セ ラレ壊死様攣 性 二陥 リタル部位 ア リ、然 ル
ヨ

ニ此 ノ壌 死様攣性 竈ハi近接組 織 二何等 炎性機轄

テ惹起 セ シメズ、 間質染 色 ニ ヨル何等此 ノ種 ノ

組織 ノ破壌 機轄 テ示 サズ然 ノ ミナ ラズSqualin

ノ小 量入 リタラ ン ト思 ハル ・組織 細胞 二於 テハ

組織球細胞 ノ檜 生及間質繊維 ノ」曾殖 テ認 メ シメ

更 二肺胞 上皮 ノ新生 テ來 シ立方形 ナル上皮拉列

シ腺管状 テ示 ス部 モ見 ラル結核 性攣 化 ハ毫 モ認

メ ラ レズ、肝臓脾臓 二結核結節 テ少数 二見 ル、

No.1120(30日)卜No.1122(36日)ト ノ試獣 ハ

Squalin皮 下 全量0・4c・c;thoracheogen二 〇・2

CP・注 入セルモ ノニ シテ注入後共 二適宜 ノ時期 二

撲殺 セルモ ノナ リ、前者 二於 テハSqualiゴ ニ ョ

ルNekrobioseノ 部 位 二漸次結締織性或 ノ・肉攣

ノ機韓 ヲ示 ス。結核 性 ノ攣 化 ト認 メ ラル可 キ部

位 テ見 ズ、肝脾 二結核 性結 節 テ見ル。

No.1121(21日)Squalin・ ・皮 下全量0.3catl

射 高 度 ノ氣管枝 炎 テ認 メ毛細血管 ハ極度 二披張

充盈 ス、肺、肝、脾共 二結 核性攣化 テ見 ズ。
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一

No.1123トNo・1124ト ハSqualinノ 酸 化水

溶性成分 テ皮下 二全量0.4c・c・注射 シタル試獣 ニ

シテ肺 二結 核性初期的攣化 テ見、脾、肝共 二定

型 的結核結節 ノ形 成 テ見 タ リ.

No.1125(36日)ト 、No.1126(26日)ト ハ封照

トシテ適 時撲殺 シタルモ ノニ シテ結核病竈 ハ何

レモ定型 的 ナル結核結 節 ノ像 テ示 ス、又多核 白

血球 、大輩核遊走細胞、 水腫等 ノ炎性滲出機轄

高度 ニ シテ結核病竈 ハ限局 性 ナ ラズ8、

小括及考察

結核菌接種 ト同時 二Squalin皮 下 注射 セ ラレタ

ル試獣 ハ封照 二比 シ結核性攣化輕微 ニ シテ特 二

氣管道 ヨ リ注 入セル例 ニ ア リテハ封 照 二於 テ肺

臓 、肝臓及脾臓 二典型 的結核結節 テ形成 セル ニ

反 シ是等 ノ臓器 二極 メテ輕 微 ノ病攣 テ見肺 二於

テハ全 ク結核 性病攣 ノ窺 ハル可 キモ ノナ シ。

唯此 ノ際(thoracheogen注 入 ノ場合)、Squalin

ノー 時 二過量肺胞 内 二侵 入 スル コ トガ其 ノ部 ノ

組織 ノ憂性機轄 二直接 ノ原 因 トナル コ トハ多数

實験 二徴 シ明 ナルモ常 二必 ズ シモ之 ノ ミニ ヨル

憂化 ト見得 ザル場合 ア リ即此 ノ際 一部 二結核性

機 轄 ノ共存 スル揚合 二容 易 ニカ ・ル攣 化 テ惹起

スルモ ノニ非 ズヤ ト思惟 サル ・場合 テ屡 丸認 ノ

タ リ如何 ナル像 テ以 テカ ク ノ如 キ推論 ノ根糠 ト

ナスカ、 ソノ所 見 トシテSudan陽 性 、Squalin

物 質 ノ多 ク見 ラル ・所必 ズ シモ攣性像 テ示 サズ

即、 間質組織 ノ増 殖 ラ呈 スル部 分 ニ シテ組織球

性細胞 多 ク集 リ或 ハ間質 ノ淋 巴腔 内及肺胞 内 二

多量 ノ大小種 々・ノSqualin物 質 テ見 ル部分 二荷

等 力 ・ル壌死様攣化 ラ見ズ。換 言 ス レバ壌死様

攣化必 ズ シ モSudan染 色 性Squalinノ 過

量 存在 スル部分 二惹起 サ レズ。 カルガ故 二結核

性攣化 ガ共 二存 スル場台特 二著 明_見 ラル ・モ

ノナ ラント思 惟 ス。 自ロチ結核 性病攣 トSqualin

ト ノ特異 性反磨 ノ結果 二基 クモ ノ ト認 ム可 キニ

アラザル カ ト想 ハル。倫實験 的 二比較 的多量 ノ

Squalinラ 健 康動物 二th・rache・gen二 注 入 シ

量的 二遙 二多量 テ注 入 シタル ニ拘 ラズ尚且間質

ノ増殖肺胞 上皮 ノ剥離 ト立方形 上皮 ノ新 生 テ認
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メタリ。

本試験二於テ氣管 内注入二堪エタル試獣 ニアリ

テハー般状態甚 シク佳良 トナリ重量 ノ檜加 テ見

撲殺剖見ニヨリ肺二於 テハ結核性攣化ナク、唯

Squalinノ 入 リタル部分 ハ結締織繊維 ノ檜殖及

組織球性細胞 ノ」曾撒テ見 タリ。

Squalinテ 極度 二酸化セ シメソノ水溶性物質 ノ

皮下注射ニヨル試獣ハ封照 トノ間二僅少 ノ相違

テ認メタルニ過ギズ。即此 ノ場合 ノ各臓器 ノ結

核性攣化・・梢 ≧封照二比 シ輕微ナルテ見 タルノ

ミ。

結核海猿 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ3(表3)

(Squalin・ ・比重d㌍0.8592屈 折 率n智1.4982)

Squalin-salbe塗 擦 ニ ヨルNo.1127.1128.

1129.1130ト ソ ノ封照 ノー群No.1131.1132

1133ハ 結 核 菌 トシテ北研牛型 テ用 ヒソ ノ1/、。。

mgテ 右 下腹部皮下 二接種感染 セ シメタルモ ノ

ニシテ試 獣 ニ アリテハ結核 菌接種 ト同時 二腹部

二Squalin-salbeテ 連 日一 同 ヅ ・塗擦 セル モ ノ

ナリNo.1131ナ ル封 照獣 ガ3日 目一Girtner

氏菌 ノ侵襲 ラ受 ケ艶死 シタル以外 ハ全部一般状

態膣重増加同様 ナ リ。

No.1127(19日)、 後 胸骨淋 巴腺及後腹壁淋 巴腺

共 二小豆大黄灰 白色乾酪 化 テ示 ス。肺 二粟 粒大

ノ結節 ア リ、限局性結核結節 テ形成 シ上皮様細
　

胞或 ハ大淋 巴様細胞、淋 巴球 ノ集 リヨ リ成 ル、

肝臓、及脾臓 二於 テハ定型的 ノ結核結節 ラ形成

シ亘態細胞 ノ出現 ア リ。

No.1128(19日)、 腸管(大 腸)前 腹壁 二癒著 シ外

皮 ラ破 リ外界 二穿孔 ス(塗 擦 ニ ヨ ル外力 ノ爲 ナ

ランカ)。 肺 二於 テノ・小 血管及氣管枝周 園淋巴

腺 ノ結核性初期的攣化 テ見ル。肝 、脾 ニオケル

憂化 ハ前者 ト全 ク同檬 ナ リ。

No・1129(19日)、 各所 ノ淋 巴腺腫大 シ乾酪化 ノ

像 テ見 ル、肺臓 二於 ケル結核結節 モ種 々 ノ細胞

浸潤 二停ル。肝、脾 ハ前 二者 同様 ノ結核 性攣 化

ラ示 ス。

No・1130(19日)、 前者No.1129二 於 ケル所 見

ト全 グー致 ス。

No.1131(3日)、Gsrtner氏 菌 ノ菌血症 テ以 テ

発 ル、病憂 不詳。

No.1132(19'日)、 結核 菌封 照動物 ハ 肺 ニオケ

ル粟 粒大結核結節最 モ多 シ。肝、脾 二於 テハ定

型的結核結節 テ見ル。

No.1133(19日)ナ ル封 照 モ前者 ト同檬 ニ シテ肺

ノ結核性攣i化ハ肉眼的 ニモ及顯鏡 的 ニモ試獣 二

比 シ多 キテ見 ル。肝臓、脾臓 二於 テハ前者 ト全

ク同檬 ノ像 ナ リ。

小括及考擦

本試験 二於 テハ時 日 ノ経 過少 ク結 核性攣化甚 ダ

初期的攣化 ナル爲 二病攣 トSqualinト ノ關係 テ

論 ズルニ爾早 ノ感 ア リ。腹部外 皮上 二擦 入サ レ

タルSqualinハ 腹 腔 内ニテ大網 膜及腸間膜 二灰

白或 ハ雪 白 ノ酸化物 トナ リテ附著 シテ 見 ラル ・

モ ノア リ。 然 ル ニ主 トシテLymphbahnニ ョ

リ血 中 二移行 シ肺 二至 リテ栓塞 ス(Squalinノ 新

陳代謝及運命 二就 テ ノ論 文参照)。此 ノ際 時期 ノ

経過 ト共 二大小喰細胞及 肺胞 上皮 ハ之 テ囁取 シ

又 ハ肺胞 内 二排泄 サル、本試 験 二於 テ各臓器 ノ

結核結節 ノ周 園 二Squalinデ 囁 取 セル組織球 性

細胞 ノ蝟集 テ見或 ハ結 節 テ中心 トシテ求 心性 二

i遊走 ノi途上 ニ アル澹 「スクハ」細胞(Squaphileze-

llen)テ 多 数 二認 メタ リ。カ ・ル細胞 ノ結核 菌 二

接鰯 スル際 二Squalinノ 化 學 的趨行 性 ・・結 核菌

トノ間 二或 ル種 ノ作 用 テ惹起 スル コ トハ想像 二

難 カ ラズ。

結核海狽 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ4(表3)

(Squalin'・ 比重d智0.8572屈 折 率n碧1.4971)

No.1134.No.1135.No.1136.No.1137.

No.1138/5頭 ハ 人型菌鴻 上第IV型 テ以 テ

(置/、。。mg皮 下接 種)結 核 二罹 患 セ シメSqualin-

salbeハ 前 試験 ノモ ノ ト同 ジク唯腹部塗擦外力

ニヨ リ動物 ノ弱 ル コ トテ惧 レタル テ以 テ胸部 二

塗擦 ス、塗擦方 法 ハ縮 テ同様 ニナ シタ リ。No.

1138ハ 結 核菌 ノ封照 トス。

Squalin-salbeテ 胸 部 二塗擦 セル4頭 ノ試獣 ノ

絡 テガ8日 迄 ノ各時期 一Gsrtner氏 菌 ノ菌血

症 テ惹起 シ艶 起 セ リ。 封 照ハ14日 目二撲殺 シ
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剖 見時無菌的 二心臓 テ露 出 シ探血培 養 セ シー、

GErtnerノ 菌 血症 ラ見ル。之 一ヨ リテ見 ルニ胸

部塗擦 ノ如 キ外力 ノ作用 スル時 二外界 ヨリ或 ハ

自然的 二消化 管 二存 スルG5rtner氏 菌 ハ毒力

テ得 テ血 中 二移行 スル モ ノニ非 ズ ヤ ト思惟 サ

ノレo

結核性攣 化 トSqualinノ 關係 ハ本試験 二於 テハ

無爲徒勢 二蹄 ス。

結核海猿 二於 ケルSqualinノ 實 験 其 ノ5(表4)

(Squalinハ 比 重d智0.8567屈 折 傘n碧1.4961)

一 群15頭 ノ健康 海狽 二就 テ次 ノ如 ク行 ヘ リ
.10

頭 ハ試獣 トシ残 リ5頭 テ結核菌 ノ封 照 トスe結

核菌 トシテハ人型鴻 上第IV型 菌 ラ前激 同 ノ試

験 卜同檬1/・。・mg腹 部 皮 下接種 シ結核 二罹 患 セ

シメ、試獣 ニ ア リテハSqualinO.2c.c宛 、 胸部

及腹部皮下 二交代 二注射 ス。

No.1139ヨ リNo.1153迄 ノ内、1週 間以 内一

発死 セル モ ノ6例 ノ内3例 ハ流血 中 二G5rtner

氏菌 テ培 養謹 明 セ リ、 即G蕊rtner氏 菌 ノ菌血

症 ニヨリ発 レタルモ ノナ リ。他 ノ3例 ハ試獣 ノ

ミニ シテ死 ノ原 因不明 ナ リ。

今早期 二死 亡 シタルモ ノヨリ死 亡順 ニ ソノ各 二

就 テ病攣 テ通観 スルニ、

No.1139.No.1144及No.1153/3頭 ハ夫

々4日 、3日 及4日 目二G5rtner氏 菌 ノ菌血

症 ニヨリ艶 レNo.1139ハ 肺 ノ廣 汎 ナル肺 炎檬

浸潤 テ示 スNo.1144ハ 攣 化 ナ シ、No.1153ノ

封 照ハ肺 二膿 瘍形 成 テ認 メタ リ.

No・1140.No.1142.No.1145ハSqualinO.1

C・q注入 ノ試獣 ニ シテ封 照 二比 シ死 亡卒大 ナ リ
。

今此 ノ3例 二就 テ 病理組織學的攣化 ヲ 見 ルニ

No・1140ハ 肺 ノ左 上葉暗赤色部 ハ 肺胞壁 二間

質繊維 ノ檜殖及組織球性細胞 ノ増 生 ヲ見高度 ノ

氣管枝 炎 テ合併 ス。No.1142ハ 廣 汎 ナル肺炎

様像 テ示 ス。No.1145ハ 肺 胞壁 ノ細胞浸潤及

不規則ナル間質繊維 ノ檜殖 テ見、又 間質 性肺 炎

ノ像 モ認 メラル。然 ルニ コ ノ攣化竈 ハ眞 ノ急 性

肺 炎 ノ像 二比 シ梢 ≧亜急 性 ノ性質 ヲ帯 ピ特 』間

質 ノ増殖、組織球性細胞 刀曾生 多数 ナル テ見、

淋巴球 多 ク多核 白血球少 シSudanIII染 色_

ヨ ル時 ハSqualin/SudanIII陽 性 物質 テ此

ノ所 二多 ク見、間質 内 ノ組織球 性細胞 内二撮 取

セ ラレ或 ハ肺胞 上皮 二入 リ又或 ハ肺胞 内二遊 離

シテ極 ク微細 ナ粒子 トナ リテ存 スル ヲ見、肺胞

内喰作用 モ見 ラレタ リ。

No.1141.No.1143.No.1146.No.1147.

No.1148ノ 試 駄 ハ2週 間 ヨリ3週 間 テ経過 シ

タルモ ノニテ肺 二於 ケル攣化 ハ間質繊 維 ノ肥厚

増 殖 二停 リ結 核性病攣 ハ全 ク見 ラレズ。肺臓 二

於 ケル攣 化 ノ ミナ ラズ、肝、脾 二於 テモ病憂 僅

微 ニ シテ特 二脾 臓 二於 テハ容積 ノ檜 加腫 大 ノ状

テ認 メ結核 性 ト認 メラル ・攣化 ハNo.1146一

僅 二見 ラレタルニ過 ギズ。

No.1149.No.1150.No.1151.No.1152ノ

封 照動物 ハ同檬 二2週 ヨ リ3週 間迄 二艶死或 ハ

撲殺 シタル モ ノー シテ肺、肝、脾共 二絡 テ ノ動

物例 トモ定型 的結 核性攣化 テ見、特 二肝 、脾 ニ

ハ粟粒 性結核病 竈 テ形成 セ ラル ラ見 ル
。

小括及考察

本試験 ノ結果 テ通観 スルニ早期 二発死 シタル動

物例 ニア リテハ試 獣 トソノ封照 トノ間 二病理解

剖組織學 的 二明 二認 メラル ・軒輕 ナ シ唯試獣 二

於 テ僅 二間質 性肺炎 ノ像 テ見 ルモ ノア リ、又間

質組織 二増殖性機轄 ノ徴 テ各臓器 二認 メ シムル

モ ノ多 シ、約2週 間以上生存 セル動物 二於 テハ

動物個禮 ノ生死 ハ別 トシ結 核性病竈 ノ存否 、大

小・性状等 二砂 カラザル相 違 テ認 メタ リ。

此 ノ群 二於 ケルSqualinハ0.lc.qヅ ・腹部及

胸部皮下 二1週1同 注射 トシテ施 行 シタル モ ノ

ニ シテSqualinハ 直 接或 ハ間接 二極 メテ容 易且

完 全 二肺實質 内 二輸途 サ レ、肺胞壁 ノ淋 巴間隙

内 ニテ遊離状 トシテ或 ハ貧喰 細胞 内二入 リ又肺

胞 上皮,血 管毛細管 内皮 内 二沈 著 ス、 カ ・ル際

二組織球 性細胞 ノ」曾生 テ見是等 細胞 ノ遊走 テ促

シ間質性肺炎像及間質繊維 ノ檜 殖肺胞壁 ノ肥厚

テ惹起 スルニ至 ルモ ノナ リ。

肺胞 内二遊離 状 テナ シテSudanIII黄 褐 色細滴

片 テ見 タル モ ノアリ。 肝臓 二於 テハ主 トシテ星
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芒細胞 内二囁取サ レ脾臓 ニテハ同様 二圭

トシテ網状織 内皮系細胞 内二Sudan陽

性Squalin物 質 ラ認メ、封照獣二於 テハ

5頭 中1頭 二於テ肝臓 ノ小葉間質 内及小

数 ノ星芒細胞 内二Sudan陽 性物質 テ見

タルモ ノアリ。本Squalinノ 動物二封

スルー過性的憂化二堪エタルモ ノヘ ソ

ノ後一般状態佳良 トナ リ。結核性病攣ハ

封照獣二比 シ砂 ク或 ハ全 ク認 メラレザル

モノアリ。即病竈嚢現状態 テ試獣 トソノ

封照 トニ就 テ比較 スルニ肺 二於 テ前者ハ

概 ネ 且yperaemie+Stauung初 二來 リ

次 デ上皮様組織球性細胞 ト間質 ノ檜生増

殖 テ來 シ結核性攣化ハ全 ク見 ラレザルカ

或 ハ甚 シク僅微 ナリ。肝臓二於 ケル結核

性病憂モ梢 ≧輕少ナリ。封照 二於 テハ肝

臓、脾臓共二定型的 ノ結核結節 テ見、肺

臓 二於テモ(No.1149.No.1151)定 型的

結核結節 ノ形成 テ見タリ。

脾臓 二於ケル試獣 ト封照 トノ間 ノ肉眼的

拉 二顯微鏡的所見 ノ相違ハ更二注目ス可

キモ ノアリ、前者 ニアリテハ初 メ外親一

般 二腫大 シ組織粥 ラ擦取 シ組織學的 二髄

質 ノ檜殖最モ著 シク後圭 トシテ網状織内

皮系 ノ檜殖著明 トナル、後者ニアリテハ

初 メ急性脾炎 ノ像 テ呈 シ後表面凹凸不李

ニ シテ粟粒大小結節ラ多獲 シ組織學的二

定型的 ノ粟粒結核結節 テ形成 ス ル テ見

ノレo

試獣 二於 テ脾臓 ノ約3倍 大 ノ腫大 テ來 シ

タル動物ラ2週 間以後 ノモノニ見ルモノ多

ク而 シテ此 ノ腫大 ノ原因二到 ツテハ未ダ

適確 二之テ指摘 スルコ ト能 ハズ ト錐モ翻

ツテ思 フニ網状内皮細胞系 ノ代表的場所

トモ考 《・ラル ・脾臓 ニハSqualinノ 楡逡

沈著モ多カル可 ク此 ノ所 二於 テ結核菌 ト

之 テ溶解死滅 セシム可 キ化學的親和力ラ

有 スル該Squalin物 質 テ有 スル組織球性

細胞 トノ間二封照獣 トハ異 ナル或 ル種 ノ
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圖 孚 テ惹起 シ特種 ノ「ムタ ビール」攣性菌 テ生 ジ

コノ反慮 トシテカ ・ル腫大 テ將來 スルモ ノニ非

ズヤ ト思惟 サル。尚Squalinノ ミニテバ カ ・ル

腫大ハ全 ク見 ラレ得 ズ、Squalinト 結 核 菌 トニ

ョル試獣 二於 テモSqualinノ 種 類(酸 化度 ノ多

キモ ノ)ニ ヨリテバ カ ・ル攣 化 テ認 メズ。

結核海瞑 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ6(表5)

(Squalinハ 比重d智0.8670屈 折 率n智1.4880)

No.1154-一 一No.1163迄 ノ1群 海狸 二就 テSqu-

alinト 結 核 ノ關係 テ験 ス、結核 菌 ハ前試験 ト同

様 ノ人型菌株鴻 上第1▽ 型 テ使 用 シGlycerin-

bouillon1ケ 月培養2/1。 。mgテ 右 側腹部皮下

二接種 ス、SqualinハNo.1154-No.1156迄

・・同一物 ニ シテNo.1157-一 一No.'1159ノ モ ノ ト

酸化度 二於 テ幾分異 ナル。Squalin注 射 ハ0・

2c.c.ヅ ・1週1同 胸部及部 二施行 ス(1同 注 入

量0.4c.c,)。

No.1160-No.1163/4頭 ハ結核 菌 ノ封 照 ト

スo

全動物 ノ経過殆 ンドー致 シタル テ以 テ全試験 ノ

結果 テ総括 的 二記載 ス。

No.1154ハG5rtner氏 ノ菌血症 ニ ヨリ21日

目二艶 レ最 モ長期 間生存 シタルNo.1156ハ28

日目撲殺 二際 シG5rtner氏 菌 ノ菌血症 テ惹起

シ居 ルコ トテ登 見 セ リ。 前者 二於 テ肺 二早期 ノ

結核性攣 化 テ見、肝臓 及脾臓 二於 テモ結核 結節

テ見 タリ。特 二脾臓 ハ約2倍 位 二腫大 シ組織粥

テ多量 二擦 取 ス、 コ レハG5rtnerノ 混 染 ナル

合併症 ノ爲 ニ ヨル トモ考 ヘ ラル ・所 ナルモ前試

験 二於 ケル脾 ノ腫大 ト同檬Squalinト 結 核菌 ノ

特殊的親和性反態結 果 ら ヨルモ ノ ト見 ル方妥當

ナル可 シ。是等 ノ理由 ハ前撒同 ノ試験 ノ結果及

本試験(第6試 験)二 於 テ試験獣 ノ総 テニ之 テ認

メNo.1160ヨ リNo.1163迄 ノ封照例 二於 テ

ハ何等 ノ腫大 テ見 ザ リシニ ヨリテ明 ナ リ
。No.

1157-No.1159迄 ハSqualinノ 性 質 ハ多少異

ナル所 アルモ脾臓 ノ腫大 ハ同檬 ナ リ。 ソノ各 二

於 テ逐次記載 ス レバNo.1154肉 眼 的 二肺臓 、

肝臓二攣化 ナ シ、脾臓約2.5f大 二腫 大 シ硬度

柔軟多量 ノ組織粥 テ擦取ス、組織學的二肺臓 二

限局性圓形細胞性小集籏竈 テ見ル、肝臓 二壌死

竈 テ多数 二見脾臓 二融合性結節 テ形成ス、亘態

細胞 ハ各臓器 二於 テ多撒 二見 ラル。

No.1155肺 二極メテ初期 ノ結核性憂化テ見、肝

臓ハ小結節及壌死攣性竈 ラ共 二少数 二見ル、脾

臓ハ約2.5倍 大 二腫大 シ網状織 内皮系 ノ檜殖著

シク遊離性組織球性細胞及遊走細胞 ノ檜多檜撒

テ示 シ中二結核初期的攣化 トシテ大淋巴様細胞

ノ粗大ナル集 リテ取 リ巻 キテ淋巴球 ノ集籏 セル

小結節 テ髄質中乙見ル。

No.1156.肺 、肝 二於 テハ前者 ト同檬 ノ攣化ナ

リ、脾臓 ノ結節ハ乾酪化 二陥 ラズ シテ漸次繊維

性 ノ治療機轄 テ示 ス。

No.1157.肺 臓 ハ暗赤色硬結部二於 テハ多核白

血球 テ圭 トシ上皮様細胞 テ縦 トスル肺炎檬廣汎

ナル浸潤竈 テ見ル、肝、脾 二結節少 シ。
　

No.1158.血 管及氣管枝外壁二小圓形細胞 ノ浸

潤 テ見ル、肝、脾 二乾酪攣性 テ示 ス結核結節 テ

見ル。

No.1159.肺 臓 二著憂ナ久 肝腎 二結節テ見ル

脾臓 ハ約2倍 二腫大 ス。

No・1160(封 照)、肺臓、禰蔓性浸潤 テ示 シ攣性

壌死二陥 リタル部分モ亦存 ス、肝臓 ハ小壊死竈

多撒 ニ シテ脾臓 ハ縮小 シ表面 二粟粒大 ノ結節 ノ

隆起 スルモノ多 ク是等 ノ多 クハ乾酪化セル結核

結節 ノ典型的組織像 ヲ示 ス。

No・1161(封 照)、肺 二限局性細葉性結核結節 テ

形成 ス。一部二加答見性肺炎 ノ像 モ見 ラレ水腫

及遊走細胞 ノ浸潤著 シ。

肝臓 二壊死竈及小結節 テ見ル、脾ハ縮小 シ所見

ハ前者 ト全 ク同檬 ニ シテ粟粒結核結節 テ形成

スo

No・1162(封 照)、細葉性及小葉性 二限局セル典

型的結核結節テ見ル、小血管周園 二圓形細胞 ノ

浸潤多 ク肝臓 ハ粟粒壌死竈拉結節 テ形成 シ、脾

臓 ハ輕度二腫大 シ結核結節 テ多撒二見ル。

No・1163(封 照)、肺臓 二瀬 性 ノ圓形及上皮様

細胞性浸潤竈 アリ、限局性小結節 モ見 ラル。肝
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脾共 二粟粒結核 ノ像 テ示 ス。

小括及考察

肺 ノ病攣 テ比較 スルニ試獣二於テ結核性攣化ハ
へ

輕度 ニ シテ病型 モ甚 シク良好 二経過 ス、尚更 二

時機 ヲ経 ル ニ於 テハ病攣 ノ進捗 全 ク停 止 シ或 ハ

甚 シク緩徐 ナ リ ト云 ハザルテ得 ズ。實験動物 二

皮下或 ハ腹腔 内二結核 菌 テ注射 シテ結核 二罹患

セ シムル場 合結核 病攣 ノ褒現 ハ結核菌株、及量

ト個膿 ノ相違等 ニ ヨツテ異 ナル場合 モ見 ラル ・

モ ノナル ガー般 ニハ大 禮、肝臓、脾臓 、腎臓等

二登現 シ漸次 肺 二病攣 テ現 スモ ノー シテ脾臓 ノ

憂化 ハ腫大 ラ來 スモノ ト直 二縮 小 スル場合 ト相

牛 バ ス ト見 ラル、腫大 ハ勿 論輕 度 一 シテ余 ノ試

駄 二就 テ見 ラレタルガ如 キ容績 ノ檜 加 ハ認 ノ ラ

レザ)レモ ノナ リ、Squalinト 結 核 ノ場合前激同

ノ試験 ノ場 合 ト同檬 二本試験 二於 テモ悉 ク腫大

テ見 タ リ、 封 照 二於 テハ脾腫 ハ僅 二No.1162
　

二於 テ輕 度ナル テ見 タル ノミ、是等 ノ場合 ニ ア

リテモ結核性攣 化 ハ封 照 二比 シ緩 且僅 少 ナルテ

見 タ リ。

結核 海狼 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ7(表6)

(Squalinハ 比 重d智0.8561n智1.4959)

No.1164.No.1165トNo.1166ハ 結 核 菌 ト

シテハ前試験 ノ場 合 ト同一人型菌2/1・。mg腹 部

皮下接種 ス。Squalinハ0.2c・aヅ ・1週 間 オキ

ニ前胸部皮下 二注射 ス(全 量0.4c・a)、18日 目 二

撲殺 シテ ソ ノ病竈攣化 ラ封 照ナ ルNo・1173・

No.1174.No.1175ト 比 較 ス。

No.1164肺 臓 二於 テハ血管周園 ノ圓形細胞(圭

トシテ淋巴球及組織球)ノ 浸潤 アリ、肺胞壁 ノ大

喰 細胞 内二囁 取 セラ レタルSqualin/Sudan

陽性 物 質 テ見 ル、肝臓 ノ小結節 ハGlisson氏 鞘

ノ結締織 内及小葉 間質 内ニ アルモ ノ多 シ。脾臓

ハ約1.5倍 二腫大 シ濾胞 二結核性初期 的攣化 ア

リ。

脾髄 ハ網状織繊維 ノ増殖 及遊離性大 軍核 細胞及

小圓形遊 走細胞 ノ増 生曾 数 テ見 ル。

No.1165.線 テ前 者 ノ所 見 ト同 ジ。

No.1166.肺 二於 テSudan陽 性Squalinノ 多

量 存 スル胞 壁 二等質性 ノ不染色(Haenialoxylin

Eosin染 色)ノ 壌死檬 攣性竈 テ見 ル、脾臓 二稀 二

上皮檬細胞 ノ粗 ナル集籏部位 ア リ。

No.1167.No.1168.No.1169ノ ー 群 ハSqualin

テ経 口的 二14日 間全量約3c・q注 入 ス。

No.1167ハ 然 ル ニG5rtner氏 菌 ノ菌血症 ニヨ

リ4日 目二艶死 ス。

No.1168(22日)、 肺 二廣汎 ナル禰蔓性浸潤竈 ア

リ。 肝臓 二小結節 テ見脾臓 ハ約3倍 大 二腫 大、

急 性脾 炎 ノ像 テ示 ス。

No.1169(28日)、 肺 二細葉 性或 ハ小葉性禰蔓性

浸潤 竈 アリ、 肝小結節及壌 死竈 アリ。脾臓 ハ腫

大 シ上皮檬 細胞 ノ粗 ナル集 リヨリナル結節 テ見

ノレo

No.1170.No.1171.No.1172/1群 ハSqu-

alinsalbeテ 胸 腹部皮膚 二連 日塗擦 シタル試獣

ナ リ。

No.1170(18日)ハ 肺 二小出血竈 アリInfluenza

肺 炎 ノ像 テ見 ル部 ア リ。肝、脾 一小結節 テ多褒

スo

No.1171(21日)、 上皮様細胞 テ主 トスル限界不

規則 ナル禰 蔓性浸潤 竈 テ見 ル、肝臓 ハ小壊 死竈

テ形成 ス脾 ハ結 核早期的攣化像 ラ示 ス。

No.1172.肺 臓 二小葉性禰 蔓性浸 潤竈 アリ。肝

脾共 二結節 少 シ。

No.1173.No.1175.No.r1175ハ 封 照 トシテ

使用 シタル ニNo.1175ハ3日 後 箱 テ破 ツテ逃

走 シ剖検不可能 ナル爲結果不 明。

No.1173(16日)、 肺 二小葉性禰蔓性浸潤 ノ像 テ

見 ル。然 ルニ流血 中"G5rtner氏 菌 ラ謹 明 シ

確 實 ナル成績 ハ得 ラレズ肝脾共 二結節 テ見ル。

No.1174(20日)、 肺胞 壁 ノ毛細血管 極度 二鑛張

シ血液 テ充 ス。肝臓 二小結 節 ア リ.脾 臓 ハ乾酪

化 セル典型的結核結節 テ形成 ス。

小括及 考察

No.1164-No.1175迄 ノ試験 ノ結果 テ見ルニ

No.1164.No.1165.No.1166/1群 ト試獣

ハ(Squalinテ0.2c.qヅ ・2同 皮下注射 シタル

モ ノ)封 照 二比 シ肺 ノ攣 化 ハ未 ダ相 違 テ認 メズ。
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表 6

1

※ 肺ノ肉眼的病壁 肺ノ結核病竈ノ顯
微鏡的所見

肺 ノ非特異性的攣
化、G五rtner氏 菌
ノ有無

他 ノ臓器 ノ墾化

動物
生存
日倣

遂置前 ノ
盟重(上)
ト剖見時
盟重(下)

No.1164 血量二富ム、深赤色
血管周園ノ圓形細胞
浸潤

胞壁Z間 質繊維ノ
培殖

肝小結節
脾腫大ス髄質ノ増殖

18日

一
18日

259

285

No.1165 同 上 同 上 同 上 同 上 lll

No.1166 同 上 一
Squalinノ 多 量 二

沈 著 シタル 部 位 二

壊 死 檬 ノ攣 化 ヲ呈
セル 所 ア リ

肝 二攣化ナク脾臓 二稀
二小結節アリ

18日
212

216

Nα1167 雨側下葉後面暗赤色硬
結 不 詳 G盗rtner(+)

肝小壊死檬竈アリ
脾廣汎ナル壊死様病竈

4日
一

22日

189

158

No.1168 血量二富ム

贋汎ナル上皮標細胞
淋巴球及多核白血球
ノ浸潤ヲ見ル

一 肝小結節少数
脾急性脾炎ノ像

206

214

No.1169 雨側上葉暗紅色硬結 限局性 ノ小結節アリソノ他ハ同上
一 肝壌死竈アリ

脾腫大結核早期的攣化
18日

226

250

No.1170 血量二富 ム
氣管枝壁淋巴腺 ノ乾
酪化ヲ見ル 小出血竈アリ

肝小壊死竈及結節
脾粟粒結核結節

18日
223

181

Nα1171 正 常 同上及細葉性ノ結核
結節

定型的氣管枝炎 ノ
像 ヲ呈ス

肝小壊死竈及結節
脾粟粒結核

21日
一
25日
一
16日

212

225

No.1172
血量二富ム
左上葉暗赤色硬結

小葉性ノ禰蔓性寝潤
ヲ見ル

一 肝小結節
脾小結核結節

208

232

No.1173
(K) 左上及中葉暗赤色硬結

小葉性禰蔓性浸潤 G乞rtner(+) 肝脾二小結節
225

153

No.1174
(K) 血量二富 ム

肺胞壁二細胞寝潤 ア
リ、上皮標細胞淋巴

球 ヲ圭 トス

胞壁 ノ毛細血管極
度二振張ス

肝結核結節多獲
脾乾酪化セル定型的結
節

20日
174

161

No.1175
(K)

3日 後遁走 シ行方不

明 トナル
3日
228

不 明

No.1176 右 下葉暗黒赤色 ノ小斑
アリ 不 詳

充血高度、小出血
竈 アリ肺胞壁 ノ間
質繊維 ノ増殖 アリ

肝小壊死竈及結節
脾傳染脾ノ所見

10日

一

14日

202

183

No.1177 正 常

肺胞壁二上皮標細胞
淋巴球及多核白血球
ノ寝潤 アリ間質繊維
ノ壇殖モ見ラル

肺胞壁間質繊維 ノ
墳殖アリ

一 224

192

No.1178 右上、下中葉暗赤色硬

結
不 詳

Gartner(+)

大 ナル 膿 瘍 様 病 竈

及Granulom

肝Granulom様 小結節

脾結織培殖
6日
192
186

No.1179 正 常 一 肺胞壁・・輕度 ノ間

質繊維 ノ増殖ア リ
肝Granulom様 小 結 節 10日

182

178

No.1180
右上葉、暗赤色硬結中
二灰 白色ノ結節(小)

右下葉・・血量二富ム

一 禰 蔓 性 浸 潤 竈 ア リ
G註rtner(+)

脾網状織内被系ノ壇殖
遊離細胞ノ増生増撒

13日
197

178

No.1181 左上葉、右下中葉暗赤
色硬結

不 詳 G乞rtner(+) 肝Granulom少 轍

脾 腫 大 同上
22日 1己1

No.1182
(K)
左上葉下113及 右上、
中葉、灰白色肝攣

廣汎ナル乾酪性肺炎 一 肝小結節少徽
脾結核結節多激

22日
186

185

No.1183
(K)

一
全葉共肺門部二接 シ暗
赤色硬結 アリ

不 詳 Gartner(+)、 壊 死

性 愛 化 ヲ件 フ肺 炎

肝壌死標竈
脾網状織繊維増殖アリ

3日
170

162

No.1184
(K) 正 常 細葉性 ノ小結筋アリ

(抗酸性菌陽性)
氣管 枝 炎 ア リ
G琶rtner(+)

肝Granulom様 小結節
脾細胞成分多 ジ

13日
一
7日

190

142

No.1185
(K) 左上葉暗赤色硬結

不 詳 G翫tner(+) 肝脾共二小結節アリ
188
149

肝 、脾 二於 ケル結核性攣化 ハ然 ルニ甚 ダ僅微 ナ

ル テ見 ル。

No.1167-・ 一一No.1169/1群 ハ(Squalinテ 経 口

的 二全量3.Oc・c投 與〉肺 二於 ケル攣 化 ハ封照 ト

殆 ン ド同檬 ナ リ、脾臓 二於 テハ試 獣 二於 テハ甚

シキ腫大 ラ見 ルモ結核性攣化少 シ。
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No.1170-No.1172迄 ノ試獣(Squalinsalbe塗

擦)ハ 肺 ノ病竈 封照 ト同檬 ナル モ肝、脾 ノ結核性

攣化 ハ甚 シク僅微 ナ リ。

本試験 二於 テハ動物 ハ比較的短期間 二艶死或 ハ

撲殺 シタル爲 二肺 二結核 病竈 ノ定型的進捗 二到

ラザルモ ノ多 ク比較 シテ批 判 サル可 キ償値 テ有

セズ 肝臓、脾臓 ハ早期 二攣 化 テ示 ス爲 二是等

ノ臓器 二於 ケル相違 ハ論 ジ得 ラル ・モ ノー シテ

縮 テ ノ場合肝、脾 ノ病攣 ハ輕 度 二経 過 スル コ ト

テ目撃 セ リ。

結核海猿 二於 ケルSqualinノ 實験 其 ノ8(表6)

(SqualinハNo.1176-1168迄 ハ比重d㌍0,8562

屈 折 率n智1.4963.No.1179-No.1181ノ ・比重

d智0.8565屈 折 率1・4965)

No.1176一 盲o.1185迄10頭 テ3群 二分 チ結核

菌 トシテ北研牛型 ト人型鴻 上第IV型 テ混 ジソ

ノ1/1。。mgテ 皮 下接種 ス。

SqualinハNo.1176-1178迄 ノ第1群 ハ同一一

物 ラ0.3c.c.胸 部 皮下 二1週1同 ヅ ・注射 ス。

No.1179--No.1181迄 ノ第2群 ハSqualinノ

酸 化程 度梢 、異 ル、注射方法 ハ同檬。

No.1182-No.1185迄 ノ第3群 ラ封照(結 核

菌)ト ス。

No.1176(10日)、 肺、肝 、脾共 二Gsrtner氏

菌 ニ ヨルGranulom様 結 節及壌 死竈、 膿瘍檬

禰蔓性浸潤等 ノ愛化 テ合併 シ結核性病攣 ノ型態

的攣 化不 詳。

No.1177(14日)、 肺胞壁 二上皮檬 細胞 テ圭 トス

ル輕度 ノ細胞浸潤 ア リ。SudanIII染 色 ニ ョル

ニ特 二此 ノ部 二Squalin物 質 ノ沈著 テ見 ル。肝

臓、脾臓 二攣 化 ナ シ。

No.1178(6日)、G乞rtner氏 菌 ノ菌 血症 二艶 レ

憂 化不明 ナ リ。

No.1179.No.1180.No.1181ナ ル第2群 ハ

夫 々10日 、13日 、22日 目 一G5rtner氏 菌 血

症 ノ爲 二発 レ病攣複 雑ニ シテ結核菌 ニヨル明ナ

ル形態 的攣 化像 ハ不明 ナ リ.

封 照 ナル第3群No.1182.No.1183.No.1184

No.1185二 於 テNo.1182テ 除 ク練 テ ノ'動物

ハGsrtner氏 菌 ノ菌 血症 二発 レタル爲成績不

明ナ リ。

小括及考察

本邦二於 テ溜歯類動物特 二海狼 間 二Pandemiseh

spoladisch二 流 行 シ狙叛 テ極 ムルGErtner民

菌 ノ侵襲 ハ特 二冬季寒 冷期 二最 モ多 ク動物實験

二際 シー大障壁 トナルモ ノナ リ
。

本試 験 二於 テ.10頭 中7頭 ハ ソノ経 過 中二GEr-

tner氏 菌 ノ侵襲 テ蒙 リ菌血症 一艶 レ實験成績

テ無数 二至 ラ シメタ リ。

即眞 ノ結核性攣 化 ト之 二稚R似 タル病攣 テ惹起

スルG5rtner氏 菌 ニ ヨル病 竈 トノ鑑別 テ要 シ

或 ハ合併 シタル病竈 ト思惟 サル ・モ ノア リ。然

ル ニー般的 二見 テ肺、肝 、脾 、 ノ病攣 ハ試獣 二

於 テ甚 シク輕微 ナル テ認 メ ダ リ。

脾臓 ハSqualinニ ヨ リ庭 置 サ レタル動物 二甚

シキ腫大 テ認 メ結核菌 ノミニ ヨル腫 大 二比 シ遙

二高度 ナ リ.Squalinノ ミニ依 リテハ腫 大 ・・見

ラ レズ、 即網 状織 内皮細胞 系 二富 ム脾臓 ニ シテ

カ ・ル腫大曾 生 テ示 スハ網状織 内皮 系 ノ賦 活作

用 ノ旺盛 ナル テ物 語 ルモ ノニ シテ結 核菌 トノ圖

孚ワ 模様 テ窮 ヒ知 ル謹 左 ナ リト思 惟 ス。脾腫 テ

惹起 スルSqualinテ 以 テ塵 置 シタル動物 ハ結

核 性攣化砂 ク、或 ハ全 ク訣 如 ス。

結 核海猿 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ9

(SqualinハNo.1186-1188ノ 、比重d響0.8662

屈 折 率m碧1.4964.No.1189-No.1192ハ 比 重

d智0.8660屈 折 卒1・4962> .

No.1186-No.1196/11頭 テ人 型結核菌1/1。。

mg皮 下接種 ニヨ リ結 核 二罹患 セ シメNo.1186

-No .1188/1群 ノ試蹴 ハSqualinO.1c.c,ヅ ・

腹部皮 下注射 テ連 日繰返 シ10日 間(全 量1.Oc.a>

施 行 シNo.1189-1192迄 ノ第2群 ハSqualin

ノ種 類 テテ多少異 画 シ虎置 方法術式 ハ同檬 ナ リ

No.1193-No.1196迄 ハ結核菌 ノ封 照 トス。、

No.1186(12日)、 肺 ハ左側 二梢 ≧血量 二富 ミ硬

度柔軟 ナル部位 アリ、脾臓 ハ輕 度腫大 ス、組織

學的 二肺 ハ胞壁 二輕 度 ノ細胞浸潤 アリ、脾臓 ハ

濾胞縮小 シ髄質 二遊 走細胞 ノ塘 生檜撒 、寳毛細
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血管 ノ鑛張 、 内皮 ノ檜殖 テ見ル。

No.1187(13日)、 各所 ノLymph-drifsenハ 腫

大 シ乾酪化 ス。 肺、肝共 二異常 ナ ク、脾臓 ハ約

2倍 大 二腫 大 シ、早期的攣化 トシテ濾胞 ノ反磨

中心 ラ見 ル、脾髄 ノ檜生増殖(間 質繊維 ノ塘殖細

胞成分 ノ増生」曾数)テ 見 ル。

No,1188(7日)、 左側上葉 二暗赤色硬結 ア リ、

高度 ノ充 血 テ示 ス、脾臓 ノ攣 化 トシテハ濾胞拉

二寳加答見 ト脾髄 ノ網 状織 内皮 系 ノ増 生 テ圭 ト

スo

No・1189(3日),左 中葉、右 下中葉 二暗赤 色 ノ

硬結部 ア リ。 中 二粟粒大灰 白色 ノ結 節 テ多撒 二

見 ル。該結節 ヨ リ非抗酸 性菌南 テ培 養(純 培養

ノ状態 トシテ)シ 得 タ リ、GErtnerト ノ間 二類

族的關係 テ見 ズ。組織學的 二肺 炎檬像 テ示 ス。

No・1190(3日)、 左肺 ノ下葉後面及 下縁 ハ暗赤

色 テ呈 ス。 此 ノ部 ハ肺炎檬 ノ像 テ示 ス、然 ルニ

浸潤細胞 二壌死像Karyolyse,Karyorrhexis,

Pyknose等 ノ核 ノ攣化 テ見 ル、肝臓 ハ小葉 周邊

帯 二圓形細胞 ノ小浸潤竈 アリ。

No・1191(14日)、 肺 二粟粒大 、米粒大 ノ暗 赤色

斑 テ散 見 ス、脾臓 ハ輕度 二腫大 ス。組織學 的 二

肺 二小 出血竈 ア リ、概 ネ細葉性 ニ シテ肺胞 内及

胞壁 二膀色素細胞 テ見 ル、肝臓 二限局性小壌死

竈 ヲ見ル脾臓 ハ濾胞縮小 シ髄質 バー般 二塘 生 ノ

像 テ示 シ多撒 ノ遊走細胞及組織球性細胞 ノ出現

櫨 翻 一般靴 徽 醗 化 鞍mIII

肺

臓

No.1186

No.1187

No.1191

No.1192

鵬 巌 響(一)
正 常(一)

小 出 血(一)

小 出血及肺炎(一)

)

)

)

)

一

一

+

朴

(

(

(

(

No・1194(K)肺 炎 孤 立性 結 節(什)(一)

No・1195(K)間 質 ノ細 胞 浸 潤(一)

肝l
No.1186

No.1187

No.1191

臓騰

正

正

正

正

常

常

常

常

十

N…194(K)轍 ノ充酬(鑛 魏)

No・1195(K)正 常 朴(同 上)

Kノ・封照獣R-E系 ハ網状織内被細胞系

(一)

十

十

著明二見 ラル静脈賓ハ籏張 スレドモ血液少 シ。

No.1192(14日)、 前者 ト同檬 二肺 二小出血 アリ

肺胞内二大淋巴様細胞 ノ粗 ナル浸潤 テ見ル部位

アリ。脾臓 ハ約2.5倍 大 二腫大 シ脾髄 ノ細胞成

分拉二繊維 ノ増殖 テ見ル。

No.1193(3日)封 照、 左上葉及下葉 ノ大牛ハ嗜

赤色硬結 テ示 シ、特 二上葉二粟粒大 ノ灰白色結

節 アリ、右 モ同檬 二上葉 二硬結高度ナル浸潤 ア

リ.大 ナル乾酪性肺炎竈テ見ル、他 ノ部分 ノ氣

管枝 二高度 ノ氣管枝炎ノ像ヲ示 スモノアリ。

No.1194(13日 〉封照、肺二粟粒大限局性結節 ア

リ、肺炎像モ認 メラル。肺臓 二小結節及壊死竈

テ多登 ス、脾臓ハ濾胞 ニー致 シ大淋巴様細胞 ノ

粗 ナル遊走 アリ、脾髄 二早期的結核性攣化テ見
グ

抗 酸 性菌 甚 ダ多撒 ナ リ。

No.1195(12日)封 照,肺 バー般 二赤 色血 量 二富

ム、組織 的 二血管 周園 二多核 白血球、淋 巴球 、

大 軍核細胞等 ノ園続浸潤 アリ。肝臓 二結核性壌

死竈及結節 テ多撒 二見 ル。脾臓。濾胞 ニー致 シ

テ上皮様細胞性結節 アリ。 脾髄 ハ網状織繊維 ノ

増殖 テ見、結核結節初 期 ノ攣化像 テ示 ス。

No.1196(4日)封 照、何 カニ喰 ハル。

小括及考察

10日 以上経過 セルNo.1186.No.1187 .No.1191

No.1192ト ソ ノ封照No.1194.No.1195

二就 テ、肺、脾 ノ攣化 テ比較 スルニ、次 ノ如 シ。

生存日鍛
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N

N

N
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脾

臓

一 般 攣 化

R・E系 培生増殖

R-E系 ノ高度塙殖

前後 ノ膣重

結核性攣化

十

246→232

184・一>173

248→952

264→268

198→192

208→202

SudIII

陽性 物 質

十
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以上 ノ所 見 テ通観 スル ニ肺 二於 テ試獣No.1186

ハ肺 胸壁 二輕 度 ノ細胞浸潤 テ來 シ、No.1187ハ

何 等認 ム可 キ攣化 ナ シ、No.1191トNo.1192

トハ共 二肺 二出血 テ見 タル試獣 ニ シテ毛細血管

二Squalinノ 栓 塞 テ惹起 シ血管 ノ破綻 テ來 シタ

ル モ ノナ ラン、省肺胞壁 ハ繊維性檜殖 ラ見 ル、

結核 性攣化 ハ全 ク見 ラレズ。SudanIII陽 性

Squalinハ 肺 胞壁及肺胞上皮 二黄褐色 ノ細滴 片

トシテ見 ラレ又毛 細血管 内二栓塞 状 テナス。

No.1194トNo.1195ト ハ結核菌 ノ封照 ニ シ

テ前者 ハ肺 二結核 結節 テ見、後 者 二於 テハ禰蔓

j陞浸潤竈 テ認 メタ リft

肝 臓 二於 テ試獣 トソノ封照 トノ間 二病攣 ノ甚 シ

キ相 違 テ見 ル、即試獣 二於 テハ何 レモ結核 性攣

化 ノ認 ム可 キモ ノナ キニ反 シ封 照 タルNo.1194

No.1195一 ア リテ ハ孤立性 小結節及粟粒壌死

竈 テ多登 セ ル ラ見 タ リ.Sudan陽 性Squalin

物 質 テ肝臓 ノ圭 トシテ星芒細胞 内 二見 タ リ、本

試験 ノ封 照 二於 テハ肝臓 二Sudan菖 法 染色 二

著 染 サル ・物 質 ナ シ。

脾臓 ノ慶 化 ハ特異的 ナルモ ノア リ。 肉眼的 二概

二試獣 ト封照 トノ間 二容積 ラ異 ニ シ腫大 ノ程度

テ等 シクセズ。封照 二於 テハ肉眼的 二概 ネ表面

及割面 二於 テ粟粒大 ノ結節 テ認 メ組織學 的 二濾

胞及脾髄 二結核結節 テ見 ル。

之 一反 シSqualin注 射 ニ ヨル試獣 二於 テハ網状

織 内皮 系 ノ檜殖機轄 テ圭 トシテ見。結核 性攣 化

ハ索 メ得 ラレズNo.1189.No.1190卜 封 照動

物No.1193.No.1196ハ 試験後4日 以 内二発

死 シタル爲論及 スル償値 ナ シ。

SudanIII染 色 所見 トシテNo.1191トNo.

1192ト ハ肺 二Squalinノ 沈 著 テ見(血 管 内皮及

肺胞上皮 内二見 ラ レ又大喰細胞 内二囁取 サ レテ

各所 二見 ラル)前 者 二於 テハ肝臓 ノ星芒細胞 内

二撮取 サ レタル テ見ル、No.1192ノ 肺 二於 テ

肺胞 内二遊離歌 テナ シテ排泄 サ レタル像 テ見 タ

リ。

木試験 二於 ケルSqualinハ 結 核結節形 成 ノ防止

作用 二重大 ナ ル關係 テ有 スルモ ノナ ラン ト思惟

サ ル。

結 核 海 狸 二 於 ケ ルSqualinノ 實 駿 其 ノ10(表7)

16頭 ノ海 狽 テ4群 二 分 チ第1群(No.1199.No.

1200.No.1201.No.1202)ハSqualinO.2ca

ヅ ・1週1同 皮 下 注 射 、 第2群(No.1203.No.

1204.No.1205.No.1206)ハ 夫 々0.1c.qヅ ・

1週1同 皮 下 注 射 。 第3群(No.1207.No.1208

No.1209.No.1210)ハ 夫 々0.1c.c.ヅ ・連 日7

日 間 皮 下 注 射 テ 反 復 ス。 第4群(No.1211.No.

1212.No.1213.No.1214)ハ 結 核 菌 ノ封 照 ト

スo

結 核菌株 トシテ ハ人型 菌鴻 上第 】V型 テ用 ヒソ

ノ ヲ…mgヅ ・右側下腹部皮 下 二接種 ス。

本試験 二於 テハ動物 ノ早期 二艶死 セルモ ノ多 ク

實験結果 ノ充分 ナル観察 テナ シ得 ザルモ ノアリ.

爲 二病理解 剖組織 的 ノ攣化 テ表 テ以 テ簡軍 二記

載 シ概括 的 二結果 ノ比較 ラナ ス。

小 括

本試験 二於 テGErtnerノ 侵 襲 テ蒙 リ タ ル ハ

No.1203トNo.1204/2頭 ニ シテ5日 目及

11日 目 二夫 々艶 ル。No。1206バ ー 種 ノ桿菌 テ

ソノ肺 炎檬 病竈 内 二 多数 二見又、 培養 ニ ヨ リ

G5rtner氏 菌 二近似 ノ生物學 的及血清學的 ノ關

係 ラ有 スルー菌株 ノ純培 養 テ得 タ リ、

No.1210ハ 結 核菌及Squalin注 射 後2日 ニシ

テ艶 レNo.1199ハ4日 目No.1203ハ 前 記 ノ

如 クG乞rtner氏 菌 菌血症 ニ ヨリ5日 目二艶死

ス。以上 ノ3頭 ハNo.1199ハ 加 答見 性肺炎 ノ像

テ示 シ、No.1210ハ 肝臓 二粟 粒大 ノGranulom

テ形 成 ス、No.1203ハ 肝 臓 二粟粒大 ノ壊死竈

テ見 タルモG5rtner氏 菌 ニヨルモ ノカ或 ハ結

核 菌拉 ニ ソノ慶 異菌 ニ ヨル モノナルカ判然 タ ラ

ズ細菌 染色 一 ヨル ニ抗酸 性菌 テ認 メズ。

No.1204(11日)、No.1200(13日)、No.1209

(12日)、No.1208(13日)ト 封 照 ナルNo.1213

(12日)ハ 殆 ン ド同様 ノ病攣 テ 認 メ シメタリ。

No.1204ハG5rtner氏 菌 ニ ヨル肺 炎 ラ見タ

リ。

No.1200トNo.1209ハ 共 二肺臓 二肺 炎像 テ
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表 7

一

海瞑番號
及経過 肺 ノ 攣 化 肝臓ノ攣化 脾 臓 ノ 攣 化

前後 ノ
重量

1199

(4日)

加答見性肺炎、壊死様病竈小膿瘍檬病竈
アリ 髭血高度

u

(一) 鶴
1200

(13日)

肺炎様病竈アリ寝潤細胞二核 ノ攣性 ヲ示
スモノ多 シ

o.B 濾胞 ノ縮小、減藪脾髄 ノ網状織

内被細胞系ノ墳生増殖ア リ

188

182

1201

(17日)

血管外壁二細胞浸潤ア リ
小結節ア リ

o.B 濾 胞 ・・縮 小 ジ反 磨 中 心 ヲ見 ル、
R-E系 ノ壇 殖 ア リ 1器

1202

(20日)
u.B 星芒細胞 ノ肥大

培生ヲ見ル

濾胞・・縮小減籔 ヲ示 ジ結締織及
R-E系 ノ増殖アリ

188

169

1203

(5日)
充 血 ア リ 儲rtner氏 菌 ノ菌 血 症 ア リ

粟粒大 ノ壌死竈
及結節アリ

濾胞二反磨中心 アリ髄質 ノ壇殖
ヲ見ル

168

163

1204

(11日)

壌死様攣化 ヲ件フ肺炎竈 ト寝潤細胞 ノ核
ノ…愛性アリ、血液及肺臓 ヨリGartner氏

菌 ヲ培養誼明ス

上皮様細胞 ノ不
規則ナル蝟集ア
リ

o.B
146

132

1

一『

1205

(15日) 充血高度 o.B 濾胞 ノ縮小減倣ア リR-E系 ノ増殖
及遊走細胞 ノ壇殖 ヲ見ル

178

163

1206

(16日)

肺 炎様 病 竈 ア リ、 此 ノ所 二非 抗 酸性 桿 菌

ヲ誇 明 ス(Gartnerニ ヨル モ ノナ ル カ)
o.B 濾胞 ハ限界不明瞭 トナル、R-E

系 ノ培殖アリ

165

158

1207

(16日)
u.B o.B

濾 胞 内 二 出血 ア リ、 大 喰 細 胞 ノ出

現 ヲ見 ル。脾 髄 二於 テ ・・R-E
系 ノ増 殖 ア リ

揚
1ZO8

(13日)
u.B o.B 濾胞二反磨中心出現 アリ 1墨

1209

(12日)
壌死様攣化 ヲ件 フ肺炎竈(d;ffus) o.B o.B 璽5

1210

(2日)
o.B

Granulom様 小

結 節 ア リ

濾胞 ノ縮小、結締織及R-E系
ノ培殖輕度 1器

1211(K)

(17日)
o.B

Granulom様 小

結 節 ア リ
o.B 166

130

1212(K)

(18日)
細葉性限局性結節ヲ見ル

上皮様細胞性結
節アリ

乾酪化セル結核結節 ヲ見ル
208

153

1213(K)

(12日)

血管及少籔 ノ氣管枝壁二圓形細胞 ノ浸潤
ヲ見ル

上皮様細胞性結
核結節ヲ見ル

濾胞二反慮中心 ノ出現アリ限界精
く不明瞭R-E系 ノ増殖アリ }ll

1214(K)

(18日)
o.B

雛 葡 節ヲ多締 性醐 鰻 化ヲ見ノレ
226

158

示 シ、No.1208ハ 脾 二輕 度 ノ炎性檜殖機 轄 ノ

像 テ示 ステ見 タリ、封 照 ナルNo.1213ハ 肝臓

二結核結節 テ形成 ス。更 二 時期 ノ経 過 シタル

No.1205(15日)、No.1206(16日)、No.

1201(17日)、No.1207(16日)ト 封 照 タルNo.

1211(16日)、No.1212(16日)、No.1214(16日)

トノ間 ニハ病攣 ノ形 態的 二比較的容 易二認 メ得

ラル ・相違 アリ。一般 二Squalin・;・ ヨリ腿 置 サ

レタル動物例(試 獣)二 於 テ各所 ノ結核 性攣化甚

シク少 ク或 ハ全 ク之 ラ認 メシメザルモ ノアリ。

封照 二於 テハ定形的結核性愛化 テ見 タリ。

No・1205ハ 肺 、肝 二攣化 ナ ク脾臓 二輕度 ノ炎

性増殖機轄 テ見ル。

No.1206ハ 桿 菌 性肺炎 テ起 シG5rtner氏 菌 ニ

ヨル肺炎像 二酷似 ス。

No.1201ハ 肺 二小結節 ア リ。 脾臓 ハ急性脾 炎

ノ像 テ來 ス。No.1207ハ 肺 、肝 二攣 化 ナク脾臓

ノ網HR織 内皮 系 ノ」曾殖 ア リ。

No.1202(20日)ノ 試駄 ハ脾臓 二塘殖性攣化 ラ呈

シタル ノ ミ、封照 ナルNo.1211ハ 肝臓 二粟粒

大 ノ結節 ア リ。

No・1212(封 照)ハ 肺 二細葉性結核結 節 テ形 成 ス

肝臓 二粟粒大 ノ結節 ア リ、脾臓 二乾酪攣 性 二陥

リタル結核結節 テ多籔 二見 ル。No.1214(封 照)

肝 臓及脾臓 二結核結節 テ多撒 二見 タリ.

即 約15日 以 上生存 セル動物 一就 テ病竈憂 化 テ

比較 スルニ肺、肝 二於 テハ特異性 的慶 化 ハ試 獣

二於 テ勘 ク或 ハ全 ク鋏 如 シ特 二脾臓 ノ攣化 ハ相

違 ノ甚 シキモ ノア リテ結核 性慶 化全 クナ ク唯増

殖性機轄 テ主 トスル テ見 タ リ。
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封 照 二於 テハ旺 ンナル進行性結核病竈 テ各臓器

二於 テ認 メ タリ。上述 ノ如 ク脾臓 ニ オクル攣化

ノ見遁 ス可 カ ラザルモ ノアルテ知 リタル ラ以 テ

爾詳細 ニ ソノ経過 ト重量及 肉眼的所 見 テ比較 シ

タルニ試 獣 ノ脾臓 ハ18日 迄 ノ脛過 二於 テ結 核

性攣化 ノ肉眼的 二認 メ ラル ・モ ノナ シ、封照 二

於 テハ概 二約10日 経過 ノ動 物 二粟粒 大 白色孚

透明性 ノ結節 ノ多激 二籏生 セルテ見 タ リ(No・

1213)。

No.1206.No.1207.No.1201ト 封 照ナル

No.1211.No.1212.No.1214ハ 相 前後 シテ

艶 レ前群(試 獣)ノ 脾臓 二全 ク結核性攣化 ヲ認 メ

ザ ルニ反 シ後群 二於 テ之 ラ著 明 二見 タ リ、No・

1202ノ 試 験 獣 ・・長期間 生存 シ脾臓 二殆 ン ド腫大

ハ見 ラ レズ、結核性攣 化 ト思 ハル ・モ ノナ シ。

結核海猿 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ11

海 猿膿重2509内 外 ノモ ノ10頭 テ3群 二分 チ海

狽番號No.1215.No.1216.No.1217.No.

1218/4頭 テ試獣 トシNo.1219.No.1220.

No.1221.No.1222/4頭 ハSqualinノ ミノ

封 照No.1223.No.1224ハ 結 核 菌 ノ封照 トス

結核 菌 ハ人型鴻上第IV型 テ1/、・・mg腹 部 皮下

二接種(第1群 、 第3群)シSqualinハ0.1c.aヅ

ツー週間 ノ間隔 テ以 テ反復皮下(第1群 第2群)

二注射 ス。

小括及 考按

本試 験 二使用 セルSqualinハ 組織 細胞 二封 スル

刺戟 反慮強烈 二過 ギ タル爲 二注 入部位 二出血 テ

起 シタル モ ノ多敷 ナ リ結核 トノ關係 モ未 ダ ソノ

徴 テ見 ザル時期 二動物 ノ艶死 テ來 シタルモ ノ多
　 　
ンo

No.1217ト 封 照No.1224ハ7日 以 内二艶 レ

前者 二於 テハG5rtner氏 菌 ノ菌血症 アリ。 後

者 ハ高度 ナル肺 炎像 テ示 セ リ。

No.1215(11日)ノ 試 獣 ト封 照No.1223(9日)

ハ前者 ハ雨側肺 上葉 ノ廣汎 ナル部位 二亙 ル肺炎

像 テ示 シ後者 ハ加答見性肺 炎 ノ像 テ示 シ尚肺臓

二小結核結節 ヲ多数 二籏 出 セル テ見 タリ。No.

1218(13日)ノ 試獣 ハ肺 二細葉性小結節 テ見、脾

臓 二結核 早期的攣化像 テ見 タリ。

No.1219.No.1220.No.1221.No.1222ハ

共 二Squalinノ 封 照 ニ シテNo.1219ハSqualin

全 量0.4c.a、 他 ノ3頭 ハ夫 々・0.2c・c・ヅ ・皮 下二

注射 セルモ'1ナ リ。 是等4頭 ノ絡 テ注射部位 二

出血性 炎 テ見 タリ。 然 ルニ生命 二封 スル危瞼 ハ

少 ク4例 トモ最 モ長期 間生存 セリ。

No.1210ノ 試 獣 ハ約28日 目二G5rtnerノ 侵

襲 ニヨ リ艶 死 セ リ.封 照動物早期 二発 死 セル爲

二病攣 ノ正確 ナル批判 テ下 スニ由 ナ シ。肝及脾

二結節及壌 死竈 テ見 ルモ結核 ノミニ ヨル攣 化 ナ

ル ヤ否 ヤ判然鑑別 スル テ得 ス。

結核家 兎二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ1(表8)

(Squalinハ 比 重0.8556屈 折 率n智1.4961)

No.77.No.78.No.79.No.80/4頭 ノ家

兎 ハ結 核菌 トシテ牛型 菌(北 研)1/、 。mgテ 右 側

下腹部皮 下 二接種 ス。SqualinハNo.77.No・

78ノ 試 獣 二氣管 道 ヨリ夫 、々1.Oc.qヅ ・注 入 ス。

No.79トNo.80ト ハ結核菌 ノ封 照 トス。

氣 管 内注 入 ノ術式 トシテハ氣管切開術 ノ部位 二

於 テ氣管 テ切開 スル代 リニ藥 液 テ入 レタル注射

器 テ氣管壁 テ貫 イテ氣道 テ穿 孔 シ注射器 テ吸引

シテ氣道 二入 リタル テ確 メ徐 々 二注 入 ス。注 入

後 直二家兎 ノ膿位 ラ色 々二動 カ シSqulinテ シ

テ可及的 二肺胞 ノ全般 二李等 二輸途 サ レン事 ヲ

企 テタ リ。

本試 験 ノ動物 ハ2ケ 月後 屠殺 シ剖 見 二附 シタリ

各例 ニオケル所 見 ノ大 略 テ肉眼的 ト顯鏡 的 トー

別 チテ言已載 ス。

No.77、 経 過60日 、Squalin1.Oc.a氣 管 内

肉眼的所 見

肺臓。左 上葉肺尖 ノ大部 分 ハ灰 白色硬結 テ示 シ

含氣量 二乏 シ ク實質 性 ノ攣性 テナ ス。 上葉 ノ前

面稻 ≧中央 ヨ リ前面 蚊 二後面 ハ普通 ノ含氣量 ニ

シテ暗赤 色、海 綿状 ノ硬 度 テ示 シ此 ノ部 二於 テ

嬰粟粒大位 ノ灰 白色結 節 ヲ認 ム。其 ノ他 ノ各葉

二於 テモ略 ≧同檬 ノ所 見 テ呈 シ實質 性 ヲ示 ス部

位 ハ地囲状 又 ハ島喚状 テ呈 シ、 カ ・ル部 分 ハ無

氣状 ナ リ。割面 二於 テ無氣歌 ノ部 分 ハ帯 赤灰 白
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表 8

動 番
物 號

No.77

No.78

No.79
(K)

No.80
(K)

No.109

No.110

No.111
(K)

No.112

No.113

No.114

No.115

No.116
(K)
No.117
(K)
No,118
(K)

No.119

No.120

No.121

No.122

No.123

No.124
(K)

No.125

No.126

No127

No.128

No.129
(K)

結核菌接種

北1110mg

牛 皮 下

北1/loomg

牛 静 脈

北1/300mg

牛 静 脈

北 】15。oomg

牛 静 脈 内

,,

,,

111000mg静

,,

庭 置

Sq1.Oaq氣 管 内

(・一)

(一)

SqO.1αc.

静 内連 日

Sq皮 下1cα

毎 週 一 同

(一)

SqO.1cα

連 日静 内

SqO.1cc

連 日静 内

Sq25%Em

7cα 静

SqO.1aα 連 日

Sq50%Em

GelatinO.2αq連 日

(一)

SqO.1cc連 日

(一)

生存日鍛

271V-271V皿

,,

f'6/1V-2/VI

2/VI

21VI

7/VI-11V皿

71V皿

71V皿

71V皿

(死)61V皿

301V皿

81V皿一1V皿

31V皿

31V皿

(死)22!V皿

121V皿

31V皿

21V皿 一7!V皿

1211X

i211X

12/1X

(死)1011X

置前
ノ髄重

1900

2050

2000

2100

1900

1950

2000

2100

2250

2300

2120

2300

2030

1700

1800

1900

1700

1750

1650

1750

2150

2100

2300

2450

剖見時 肺臓肉眼
ノ盤重 的所見 韓倉羅羅
2500

2700

2100

1400

2650

2150

2050

2150

1820

2000

1800

1750

1300

1950

20PO

1850

1300

2050

2600

2250

1900

粟粒大結節
灰白肝攣 十 一

二
十

十
一

十十

十
一

十
一

督

一

『

十
一

十

丁
一

(一)

粟粒大結節及
肝髪状 十 一

粟粒大 ヨリ大豆
大結節

柵

柵
一

(一)
一

十
一 一

珊

督

米粒大及大豆

」大結節
十十

『

(一)
一

(一)
一

十

一

軒

(一)

一

(一)
一

十
一

什
一

一

一

十

帽針頭大結節

一

十

柵
一

十

『

十
一

什粟粒 ヨリ米粒
大結鮪

粟粒大結
節多獲

↓÷

十十

一

督

(一)
一

(一)

(一)

一

十
一

柵

一

什
一

十
左上葉二結節
多シ
粟粒大米粒大

一

十 十

粟粒大結節上
葉二多シ

十 十 十

黄褐色米粒大
ノ結節ヲ見ル 十十 十

,

十
一

十
一

一

一

十

大ナル癒合性
結節 甘

一

一

一

『

(一)

『

朴

一 一

十

一
一 『

一 一

一

一

『

一一
一
一
一

(一)

一

一

黄褐色
硬度稽 く柔軟

一 一(一)

小出血アリ

米粒大結節
十(一)一+一

粟粒大ヨリ米
粒大結節 +(一) 一

一

一

什
一

一

『

一

『

十

(一)

右下葉充血性
小出血斑 アリ

一 一

一

一

一

一
小出血 アリ

(大豆大)
一

一

什
一

(一)
一

十十

一 一

米粒大迄ノ結
節

『

十
『

(一)

一

十

一

一

一
充血高度出血
アリ ++(一)

粟粒大米粒大
結節 (一)

一

十

一(一)+

米粒大結節 十十 十 十 十

粟粒大ヨリ米
粒大結節 督(一)+ 十

一

十

(一)

癒合性大結節 (一)柵++

一

十
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No.130
(K)

No.132

No.135
(K)

No.133

No.134

No.136

No.137

No.138

Nr.140

No.141

No.142

No.143
(K)

No.139

No.144

No.145

No.146

No.147

No.148
(K)

No.149

No.150

No.151

No.152

No.153

No.154

No.155

No.156
(K)

(一)

211000mg静 内

21iooo

,,

,,

北1/sogmg

牛 静 脈 内

北111000mg

牛 静 脈

SqO.1α α 静 内

日

キ

7

オ
・
目

の

ヅ

日
駄

㏄
4

L懇
(一)

Sq.Levulose乳 化

艦0.1aα ヅ ・7日

間 後4日 オ キ(全

量1.5α α)

SqO.1aq

全 量1.Occ.ge

SqO.1c,q全1.0

(一)

SqO.1cα ヅ 、

0.9cα

SqO.1α αヅ ・静1内

(全 量1.6cα)

SqO、1α αヅ ・皮 下

注 射(全 量1.6α α)

SqO.1cα ヅ ・氣 管

内(全 量1.6cα)

SqO.5α αヅ 、経 口

的(全 量8.Oaα)

(一)

SqO.1ヅ ・7日 間

連 日静脈 内

,,

(死)91V皿

131V皿 一1211X

1011X

31/V皿

(死)41X

2611X-301X

(死)291X

30/X

30/X

301X

亟
311X

251X

6/XI-301XI

21X皿一511

,,

,,

,,死

2250

2000

2050

2100

2100

2150

2300

2450

2500

2200

2450

1850

2050

2000

2100

1700

2100

1700

2100

1950

2050

2050

2000

2000

2000

1850

2250

2050

2050

2000

1600

1800

2000

2400

2150

1850

2000

1850

1500

2150

2055

1780

2300

1500

2300

1700

1750

1950

1800

1750

2200

1300

肺炎 ノ像
(廣汎)

粟粒大結節散

大豆大 ノ結節
多登

出血部 アリ

(一)

粟粒大 ヨリ米
粒大 ノ結節

粟粒大 ヨリ米

粒大ノ結節

雨側上葉及内
葉二存スル結
節ノ・粟粒大下
葉ハ米粒

全粟粒大 ヨリ
米粒大結節

米粒大 ヨリ大
豆大結節

粟粒大結節

膜
隆
肋

ニ

テ
状
シ
塊
合

ニ
ス

融
面
起

粟粒大結節

粟粒大結節少
激

粟粒大 ヨリ米
粒大

米粒大結節ト
灰白色肝攣

来粒大 ヨウ大
豆大結節

粟粒大 ヨリ米
粒大結節

稽 く赤色
含氣量正常

粟粒大結節
多数

粟粒大 ヨリ米
粒大結節

米粒大 ヨリ大
豆大結節

扁豆大 ヨリ大
豆大結節

鮎状 ヨリ大豆
大結節少数

粟粒大ヨリ碗
豆大結節多数

暗赤色硬結大
豆大結鮪多登

(一)

什

(一)

(一)

什

什

骨

什

十十

T

什

帯

十十

十士

什

一
十十

什

什

什

+

什

十十

(一)

(一)

柵

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

)

十

一(

柵

(一)

什

十

柵

十

(一)

十

十

(一)

十

十

十

十

十

T

柵

十

十十

十

十

十

十

十

什

(一)

(十)

(一)

(一)

朴

十

十

十

十

T

什

十

十十

十

十十

十

十

十

十

柵

(一)

十

十

(一)

褐
十

十

什

十

T

柵

什

十

十

十

十

十

十

十

十

什
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色一シテ血管及血量二富 ムモ肺組織 ハ所謂灰白

肝攣 ノ外観 ラ呈 ス。含氣 二富メル部分ハ散在性

二粟粒大 ノ結節 テ認 ムルモ融合歌 ノモ ノナシ。

肋膜ハ卒滑ニ シテ癒著ナ シ。

右肺ハ同檬 二肋膜 二攣化 ナシ。肺組織バー般二

左肺同檬無氣状ニシテ灰白色柔軟ナル硬度テ有

ヌル硬結性攣化高度 ナリ。下葉モ殆 ンド同檬 ノ

所見一シテ結核結節ナシ。中葉二於テ粟粒大 ノ

灰白色硬度輩固 ノ限局性結節テ認 メ肋膜面上二

散在性二突出ス。中葉二於テ上記 ノ結節形成以

外ノ肺組織ハ上下雨葉 ノ無氣状攣化二封 シ含氣

量二富 ミ海綿状 ノ硬度 テ示 シ色彩モ亦高度ナル

暗赤色テ呈 ス。割面ハ上下雨葉ハ左肺 二於 ケル

肝疑状攣化 ト全 クー致 セル所見テ呈 シ所謂實質

性攣性テ呈 ス。中葉二於 テハ左肺上葉下牛部 ノ

所見 ト同檬 二散在性 ノ粟粒大結節 ラ見タリ此 ノ

部 ノ肺組織 ハ暗赤色含氣量二富ム。雨側肺 ノ後

面二於テハ限攣 テ見ズ。

肝臓及腎臓 二外見的異状認 メラレズ。

脾臓、表面暗赤色ナルモ梢 ≧萎縮状 ナリ表面 二

粟粒大 ノ結節 テ見ル.割 面ハ髄質二富 ミ、同様

二粟粒大灰白色 ノ結節 テ見 ル。

顯微鏡的所見

肺 ノ實質性攣化部位 ト粟粒大結節 テ形成セル部

テ組織學的二親ルニ前者ニアリテハ肺胞壁ハ甚

シク其 ノ間隙接大サ レ又間質 ノ繊維性増殖高度

ナルテ見肺胞壁間隙 ノ淋巴腔内二遊離状 ノ微粒

子 トナリ或ハ組織球性細胞内二貧喰 セラレテ存

スルSudanIII染 色性Squalin物 質 テ穎多二

見ル肺胞内一入 リタルSqualin物 質ハ肺胞上皮

ノ剥離テ惹起 シー見肺炎 ノ像 ラ想ハシムルモ仔

細二観ル時多核白血球、淋巴球及其 ノ他 ノ炎性

浸出物ハ全 ク見 ラレズ。又胞禮 内二剥離セル上

皮性細胞 ノ数バー部 二極 ク少籔二倫認メラル ・

二過ギズ シテ大部分 ノ肺胞 ハ 且amatoxylin二

好染スル立方形 ノ上皮 ノ再生テ來 シ内腔二向ヒ

美麗二拉列 シ終末氣管枝 テ見ルガ如 キ観テ呈ス

ルモノ多 シ。是等 ノ攣化更二多敷二近接 シ筒高

度 ノ間質 ノ壇殖 テ見ル所 アリテ宛 モ腺檬組織 テ

見ルガ如 キ観 テ抱 カシム。 カ・ル愛化ハ次 ノ結

核結節部 トノ境界 二多ク見 ラル。

後者結節 テ見ル部 二於 テハ結核結節ハ限局 シ織

維化 ノ傾向甚大 ナルテ見ル。

肝臓及腎臓 二著憂 ナシ。

脾臓'乾 酪憂性結核結節テ所 々二見ル。

No.78.経 過60日 、1.Oc.a氣 管 内。

所屡淋巴腺輕度腫大 ス。一一般状態佳良、重量 テ

増加ス。

肉眼的所見

肺臓、大禮前例No.77ト 同様ナル所見ラ肺 二

於テ見ル。左肺上葉二於テSqualinノ 侵入沈著

部位 ト思ハル ・部分ハ灰白色硬結 テ呈 シ硬度柔

軟ナル實質性攣性 テ示 シ含氣量 二乏 シ。

左下葉ハ硬結ナク暗赤色梢 ≧正常 ノ含氣量及硬

度 テ示 シ粟粒大 ノ結節 テ散在性 二見ル、割面二

於テ上葉ハ灰白肝憂状 テ呈 シ所謂實質性 ノ所 見

ナリ、暗赤色部 ノ所見ハ同檬 ナリ。

右肺ハ全葉共白色肝攣状 ラ示 ス部分ガ地圖状、

島喚状 テナ シテ存 シ爲 二肺肋膜面バー般二凹凸

不卒ナ リ。肝攣状 テ見ザル肺組織 ハ含氣量及色

澤正常 ニシテ海綿様硬度 テ示 シ此 ノ部分ニハ結

節 テ見ズ。

肝臓 二小斑 ノ白色 ナルアリ。脾臓及腎臓 二粟粒

大結節 テ形成 ス。

顯微鏡的所見

肺臓、大盟No.77(前 者)ト 同檬 ノ所見テ示ス、

即肺胞上皮ハ立方形 ノ細胞 ノ再生 テ見、肺胞壁

ハ鑛大 サレ繊維性 ノ檜殖高度ナルテ見ル。結核

結節ハ境界明瞭ニシテ中心 ノ乾酪化 セルモ'ア

リ。是 等 ノ乾酪化竈ニハ石灰 ノ沈著 テ見ル。然

ルニ大部分ハ結核性肉芽組織 テ認 ムル ノミーテ

完全ナル結節 ノ形成 二至 ラザルモノ多 シ。

肝臓、全膿 トシテ鯵血高度、中心静脈及毛細血

管モニ甚 シク接張 ス。結核結節 ハGlisson氏 鞘二

近 ク種々ナル程度 ノ細胞浸潤 ノ像 テ示 ス。

脾臓及腎臓 二結核結節 テ見ルモ少 シ。
'No .79(K).経 過60日 。

一般榮養佳良、重量梢 」曾加 ス。
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肉眼的所見

肺臓、左肺ハ全葉 ラ通 シテZF等 二粟粒大 ヨリ大

豆大迄 ノ圓形灰白色輩固 ノ結節及癒合セル不定

形 ノ結節テ多撒二見ル。是等 ノ結節 ハ肺肋膜面

上二突出 シ乾酪憂性 セル中心テ露出スルモノア

リ.其 ノ他 ノ肺組織ハ硬度及色彩正常ニシテ含

氣量モ亦正常ナ リ。右肺 モ殆 ンド同様 ノ所見ナ

ルモ右下葉 ハ稽 ≧嗜赤色ニシテ硬度モ他 ノ葉 二

比 シ幾分柔軟 テ覧 工結節ハ大豆大 ノモ ノ多 シ。

肝臓ハ暗赤色血量 二富ム。脾臓 ハ容積小ナ リ腎

臓二結節 ラ現 ル。

顯微鏡的所見

肺臓、結核結節 ハ大 ナル乾酪化竈テ示 シ相互昌

融合 ノ傾向ラ示 スモノ多 シ。結節二近接 セル肺

組織 ハ細胞浸潤及水腫等 ノ炎性滲出機轄著 シ。

肝臓 二於 テハ血管系 ノ充血高度ニ シテ間質二近

ク或ハ小藥周邊帯二結核性結節ラ見ル。

脾臓 二典型的 ノ結核結節 テ多敷二見ル。

腎臓 二於 テハ皮質二同様 二結核結節 テ認 ノタ

リ。

No,80(K).経 過60日

榮養不良、蓮動不活濃 トナ リ衰耗甚 シ、局部鼠

践腺ハ大豆大腫大。

肉眼的所見

肺臓、全葉 ラ通 シテ米粒大 ヨリ大豆大 ノ結節 テ

多登 シ相互融合 シテ更二大 ナル不定形 ノ灰白色

ノ結節テ形成 ・・。

No.79ト 同檬二結節ハ肺肋膜面上二突出隆起 シ

透明性 ノ外園 ト黄白色 ノ中心乾酪攣性竈 テ明二

透覗 シ得 ラル ・モノアリ。一般二其 ノ他 ノ肺組

織 二於 テモ硬度柔軟 ナル暗赤色硬結 ヲ示 ス,

肝臓、暗赤色血量二富ム、庭々二粟粒大 ノ白斑

テ見ル。

脾臓ハ腫大甚 シク噌赤紫色テ示 シ表面不ZF・・'シ

テ多数 ノ粟粒大 ヨリ米粒大迄 ノ結節テ見ル。

腎臓,灰 白色4≧透明性ノ粟粒大及米粒大結節撒

個 テ見ル。

顯微鏡的所見

肺臓 結核結節 ハ乾酪化 ノ傾向甚大 一シテ周園

トノ境界制然セズ。結節 ト結節 トノ間 ノ肺組織

ハ大寧核細胞。多核白血球・淋巴球 ノ浸潤及高

度 ナル水腫テ見即炎性滲出機轄高度 ニシテ廣汎

ナル結核性禰蔓性浸潤竈 ラ形成ス。是等 ノ浸潤

細胞二核 ノ憂性 ラ見所謂乾酪性肺炎ノ像 テ見ル

肝臓 ハ各部二結核結節 テ形成 シ、脾臓 ハ高度ノ

鰹血及大ナル乾酪性結節テ見ル。大出血竈ラ見

ル部位 アリ。

腎臓 二主 トシテ皮質 二結核結節 テ見ル。

小括

氣管 ヨリ注入セルSqualinト 家兎結核 トノ關

係 ラ見 ント欲 シ上記 ノ試験 テ行ヘ リ。 ソノ結果

Squalin注 入家兎 ノ、約60日 経過後艦重盆々増

加 シー般歌態佳良ナ リ。封照ナルNo.79ノ ・僅

二1曾加セルモNo .80ハ 甚 シキ削痩 テ來 セリ。

結核病攣 トシテ試験獣ハ粟粒入 ノ小結節 テ見封

照 ノ大豆大及集合状結節二比 シ甚 シク'ソノ結節

結成デ阻止セルテ見ル。術試獣二於ケル結節ハ

繊維性 ノ攣化テ招來 セル傾向テ認 メタリ。封照

二於 ケル結核性攣化ハ甚 シク滲出性ニ シテ炎性

機轄盆々旺 ン トナ リNo.80ノ 封照 一 ア リテ

ハ大 ナル乾酪性肺炎 ノ像 テ見ル。試獣 二於テ

Squalin-・ ヨル肺組織 ノ實質性臓器様 ノ攣化テ

示 ス部分ハ肺胞壁 ノ繊維性檜殖高度ニ シテ壁間

質 ハ著 シク増殖籏大 セラレ爲二肺胞壁ハ縮小サ

ル。然 ルニコノ肺胞壁ニハ特異ナル立方形上皮

ノ再生テ見宛モ終末氣管枝 ノ如 ク攣化スルテ見

ル、 カ・ル攣化二更二結核性憂化ガ加ハル時ハ

間質 ノ塘殖盆々旺 ントナ リ肺胞腔ハ極度二歴縮

サ レ腺管状 テナスニ至 リ或ハ叉Adenomat6se

且yperplasiederLungenalveoleノ 像テ示ス

ニ至ルモ ノナリ。上記 ノ如 キ硬攣部 ニハ故二結

核性攣化ハ全ク見 ラレズ。即上記 ノ結果 ヨリ見

ル時肺胞 ノ氣管枝様攣形ハ肺 ノ外敵二封 スル抵

抗形 ニシテ腺管様攣性ハ更二進展 セル刺戟抵抗

形 ト見ル可 キモノナランカ。故 ニカ・ル憂化テ

惹起 スルSqualinノ 注入ハ組織二封 シ抵抗形テ

完成 セシメ更 二來 ル可キ毒作用 テ減削 セシムル

コトニ封 シテノ組織作用二賦活的 ノ役割テ演ズ
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ルモ ノ ト見 ラルベ シ。

肝臓 脾臓及腎臓 二於 テハ封 照 ナルNo.80二

結 核性攣化最 モ著 シクNo.77ノ 試 駄 二病攣 最

モ少 シ。

結核家兎二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ2(表8)

No.109.No.110.No.111ハ 結 核菌 トシテ北

研牛型耳静脈 ヨリ夫 々1/、。。。mgヅ ・注射 シ1日

後SqualinO.1c・Qヅ ・連 日静脈 内(NQ.109)ト

1.Oc・c・ツ ・1週 間 オキニ皮 下(No.110)注 射 シ

静脈 内注入 ト皮 下注射 ノ場 合 トノ病憂 ノ相違 テ

同一Squalin二 就 テ験 セ ン事 テ目的 トシテ施行

シタルモ ノニ シテNo.111ノ 、勿論結核菌 ノ封

照 トス。 約40日 目二3例 トモ同時 二頭部 テ敲

打 シテ屠殺 ス。故 二Squalin・ ・No.109二 於

テハ静脈 内 ヨ リ約4、Oc・c・(全量)、No.110ハ 皮

下二6.Oc.c.(全 量)ト ナル。

(Squalinハ 比 重d響0.8587屈 折 卒n智1.4960)

No.109経 過約40日Squalinハ0.1c.c.ヅ ・

耳静脈 ヨ リ連 日注射、 屠殺時約1Kgノ 禮 重増

加 アリ。肺 ハ淡 赤稽 ≧褐色 味 テ帯 ビ硬度柔軟、右

下葉 二扁豆大 ノ暗赤色斑 ア リ.組 織學 的 二肺胞

腔 ハ梢 く憤張 シタル氣腫状 テ示 ス部 位 ア リ。或

ハ間質性肺炎 ノ豫 テ示 ス庭 ア リ
。肺胞 上皮 ノ剥

離 セル部位 モ見 ラル。然 ル ニ繊維 素 ノ沈著 ハ見

ラレズ。肺胞壁 間質 ノ・繊維 ノ増殖 ア リテIntra-

acin6seCirrhoseノ 所 見 テ最 モ著 明 一見 ル。毛

細血管 ノ破綻 コ ヨル小出血 ア リ。結核性攣化 ハ

全 ク認 メラ レズ。

肝 ・腎 二慶 化 ナ ク脾臓 二巨態細胞 ノ多数出現集

籏 セル病竈 ヲ見 ル。

No・110.経 過40日Squalinハ 皮 下 二6 .Oc.c.

注射 ス。

肺臓 二嬰粟粒 大結節数 個.扁 豆大 結節二、三 テ

見 ル。 一般所 見 ハ前No.109二 梢 ≧似 タ リ。

結核結節 ハ繊維 性成 分 二富 ミ周邊帯 二小圓形細

胞 ノ集籏多 シ、肝臓及 腎臓 二小結核 結節 テ小数

二見ル、脾 一ハ結 節多数 ニ シテ乾酪化 セルモ ノ

アリ。

No.111.封 照 経 過40日

肺 バー般 山暗赤色 テ呈 シ表面 二粟粒 大 ヨ リ碗豆

大迄 ノ結 節 テ多撒 二見 コ ノ中心 ハ灰 白黄 色 ニ シ

テ乾酪化 ノ歌 テ呈 ス組織學 的 二主 トシテ滲 出型

ノ結核結 節及廣 汎 ナル禰蔓性浸潤像 テ殆 ン ド全

般 二見ル 鄙大 ナル融合性 乾酪 性結節 テ形成 ス。

肝、脾、 腎 ニモ多撒 ノ結節 テ見特 二脾臓 二於 テ

ノ・乾酪 化 セルモ ノ多 シ。

小括

No.109.No.110.No.111試 験 ノ結果 ヨ リ見

ル時静脈 内 ヨ リSqualinテ 注 入 シタルNo.109

二於 テハ各臓器 二於 テ結核 性攣 化 ハ始 ン ド認 メ

ラレズ、No・110ノ 皮 下注射 ノ場合 結核病竈 ハ

各所 二見 ラル ・モ結核性攣 化ノ・其 ノ生育及進捗

甚 シク阻止 サル ・テ見.封 照ナルNo.ユ11ト ノ間

二高度 歴然 タル相違 アル テ認 メ シム即Squalin

皮 下 注射 ニ ヨル揚合 ハ静脈 内適 用例 二比 シ結核

阻正作用梢 ≧劣 ル ト錐 モ爾且甚 シキ結核 阻 止作

用 テ有 スル モ ノナ リ。Squalin/Sudan陽 性

成分 ノ・試獣 二於 テハ肺胞壁 間質 内 二沈 著 シ或 ハ

肺胞 内 ノ大喰 細胞 中二見 ラル、壁 毛細管 内二塞

栓封犬テナスモ ノア リ。

結核 家兎 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ3(表8)

SqualinハNo・112-114迄 ハ(d響0.8584.n

智1・4965.N・.115ノ ・(d弛.857&n智1.4959)。

N(〉.112.No.113.No.114.No.No.115ト

其 ノ封 照No・116ト ハ結 核菌 トシテ北研 牛型

菌株1/30。mgテ 夫 々耳静脈 ヨリ注射 シ、約 一 日後

前者試獣 ニ ア リテハSqualinO.1c.c.ヅ ・耳静脈

ヨ リ連 日注射 ラ繰反 シ屠殺迄 ノ30日 間Squalin

全 量3.Oc.c,沼 三勇寸セ リ.

No・117ハ 試 験 二使用 セルSqualinノ 封 照 ト

シテ試獣 ト同様 一Squalinノ 静脈 内注射 テ繰返

シ施行 シタルモ ノ トス。

No・118ハSqualinテ3%Gelatin溶 液 ニテ

25%乳 化 腱 トシテ1同 二約7.Ooα 静 脈 内 ヨ リ注

入 シSqualinノ 封 照 トナ ジタルモ ノナルモ数 時

間 ニ シテ死 シ成績不 明ナル テ以 テ除外 ス。

No・112.経 過30日 、Squalinハ0.1qqヅ 、

連 日静脈 内肺 ハ灰 白淡黄 色、表面 二嬰粟粒大 ヨ
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リ粟粒大 ノ結節 テ多敷r見 ル。組織學的ノ攣化

ハ甚 シク複雑 ニシテ全般的 ノ慶化 トシテヨリモ

寧 ロ部分的 ノ攣化多 ク剥離性肺胞上皮 二填 メラ

レタル肺胞 ハ肺炎像 トシテ見 ラル ・モ多核白血

球、淋巴球等 ノ浸 潤少 ク間質 二組織球性細胞 ヨ

リナル結節 γリ。

結核性攣化 トシテ孤立性小結節テ少激二見ル。

肝、脾 二結核性慶化 トシテ前者 ニアリテハ小葉

間質 二近 ク亘態細胞 ノ多撒テ有 スル細胞浸潤竈

テ見、後者 二於 テ濾胞ニー致 シ壌死様像 テ示 ス

部位 アリ。腎臓 二攣化ナ シ。

抗酸性菌染色ニヨリ肺胞及脾臓 ノ結核性病竈 ニ
ー致 シテCianophi1ノ 球菌及桿菌 ノ集團テ見

ノレo

No.113.経 過30日Squalinハ0.1c・qヅ ・連

日静脈 内。

肺 二粟粒大 ヨ リ米粒大迄 ノ結節 テ見 ルモ敷 二於

テ前者 ヨ リ遙 二少 シ、組織 的 二結核結節 ハ小 ナ

ル孤立性 ノAcin6se-nod6seFormテ 示 スモ ノ

多 シ、肺胞 内 二肺胞 上皮 ノ剥離 テ來 シタル所 見

及小 出血像 モ稀 二見 ラル本例 二於 テモ抗酸 性菌

染色 一ヨ リ抗 酸性結 核菌 ノ他 二Methylenblau

二微 カニ染色性 テ有 スル桿菌及球菌 テ主 トシ結

節 ノ周邊帯 二於 テ見 タ リ、肝、脾、腎 二於 テモ

粟 粒大結 節 テ散見 ス、脾臓 二於 テ非抗酸 陞桿菌

テ結 節 内外 二於 テ多撒 二見 タ リ。

No.114.経 過30日SqualinO.1c.qヅ ・連 日

静脈 内。

粟 粒大 ヨ リ碗豆大迄 ノ結節 テ多数 二見ル モ融 合

セル モ ノナ シ、組織學的 二乾酪 性攣化 テ呈 セル

小結 節 ヨ リモ周園 二繊維性 肉芽組織 ノ檜 殖著明

トナ リテ繊維化 ノ傾 向 テ示 スモ ノ多 シ、抗 酸性`

菌 染色 らヨル ニ元來抗 酸性弱 キ牛型 菌 ハ ソノ抗

酸 性更 二甚 シク減弱 セ ラレ肺胞 内 ノ大喰 細胞及

遊離 セル肺胞 上皮 二撮取 セ ラレ肺胞 内二排泄 セ

ラル ・状 テ目撃 ス、 肝 二輕 度 ノ結核性細胞浸潤

ア リ。脾臓 二定型 的結核結 節 テ見 ル、腎臓 二輕

度 ノ結核 性慶 化 アリ.

No・115・ 経 過30日SqualinO.10aヅ ・連 日

静脈 内。

肺 二於 テハ粟粒大 ヨ リ碗 豆大 ノ結節 テ多登 シ融

合状 テ呈 スル モ ノァ リ、一部 ノ肺組織 二nekro・

biotischノ 攣 化像 テ見ル、 肝、 脾、 腎共 二結

核結節 テ見 ル。

No.116封 照.経 過29日 。

結核 菌 ノ封 照獣 ナルNo.116ハ29日 目 二艶死

ス、剖 見ニ ヨリ肺 二大 ナル融 合性結節 テ形成 シ

中心 ハ殆 ン ド総 テ乾酪攣 性 二陥 リ炎性浸 出機轄

高度ナ ルテ見 ル、肝臓 、腎臓 二繊維性結核結節

テ見、脾臓 二於 テハ定型 的結核性結節 テ多撒 二

見 ル。

No.117(Squalinノ 封 照).経 過30日Squalin

連 日静脈 内。

Squalinノ 封 照 ハ試獣 ノ場合 ト同檬 二Squalin

O.1c.aヅ ・連 日静脈 内注射 テ繰返 シ撲殺迄縫績

スo

肺 ノ所 見 ト シテ ハInterstitialesPneumonie

mitNekrobiose及 組 織球 性細胞 ノ遊走浸潤 テ

圭 トス、 多核 白血球 ナ ク滲 出液 モ見 ラレズ、血

管及 肋膜 二慶 化 ナ クi渾力繊維 ノ滑失 モ認 メ ラレ

ズ、 要 之 スル ーIntraacin6seCirrhosemit

Nekrobioseノ 像 テ主 トス、SudanIII染 色所

見 トシテSqualinノ 陽性物質 ハ血管 内、外及肺

胞 内二見 ラル、肺胞 内二於 テ遊離 ノ細滴片 トシ

テ見 ラル ・モ ノアル モ多 クハ肺胞 内組織球性細

胞 二食喰 セ ラレテ存 ス、Squalinノ 多 ク沈著 セ

ル部 分 ノ肺組織 ハAtelektaseノ 像 テ示 ス。

No.118、Squalinノ 封 照.Squalinテ25%'二

Gelatinテ 以 テ乳化膣 トナ シ7.Oqqas脈 内 二注

入。

約4時 間 ニ シテ艶 レ死因 ハ各所 ノ血 管 ノ栓塞及

出血 ナ ルテ見 タ リ。

小括

北研 牛型菌 量(余 ノ使 用株)1!3。。mg静 脈 内注入

ニ ヨル家 兎結 核感染 ハ ソ ノ量 多 キニ過 ギタル感

ア リテ病 攣 ノ比較考察 二梢 ≧不 便 テ感 ズル虎 ア

ル モ大 膿 二於 テ、試獣No.112.No.113ノ ・結

核 性憂化最 モ輕 微ナ リ。結 核結節 ハ殆 ン ド、線
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テ孤立性繊維 性 ニ シ テ癒合 ノ傾 向 テ 認 メズ、

No.114.No.115二 於 テハ 乾酪性憂化 テ示 セ

ル結節 アルモ周園 二繊維性 肉芽組織 ノ檜殖著明

トナ リ織維化 ノ像 テ示 スモ ノ多 ク特 二上皮様細

胞 ノ粗 ナル集 リヨリナ リタル結 核性初期的病竈

ハ ソノ儘繊維 ノ檜 殖 ニ ヨ リ漸次吸牧 浦失サル ・

像 テ示 スモ ノ多 シ。抗 酸性菌染色Ziel-neelsen

氏法 ニ ヨ リ非抗酸 性球菌及 桿菌 テ試獣 ノ3例

(No.112.No・113.No,114)二 於 テ認 メ結節

内及外 二主 トシテ集團状 テナ ステ見 タ リ。

是等 ノ非抗酸性菌 ハ外 來的 二混染 テ來 シタル モ

ノナルカ或 ハ内的 二結核菌 ノ攣異 シタル攣異 性

結核菌 ナルカニ就 イテハ遺憾 乍 ラ更 二之 テ分離

培養 シタルモ ノニ就 テ其 ノ血 清免疫學的特異性

能或 ハ結核菌 ヘ ノ還元性 二就 イテ確 タル實験 テ

経ザルガ故 二速 二断定 テ許 サズ ト錐 モ試獣 ノ3

例共 二同檬 ノ菌株 ガ存在 シ而 カモ結節 内 二抗酸

性結核菌 ト共 二幡居棲息 スル状況 ヨ リ察 スル モ

之 テ結核菌 ガSqualinノ 爲 二生膿組織 内 二於 テ

攣異 セルモ ノナ リ ト看倣 シテ殆 ド疑義 テ容 ル ・

二絵地 ナ シト思惟 ス封照動物 ニ ア リテハ結核結

節 ハ絡 テ融合状 ニ シテ肺肋膜表面 二堤状 二隆起

シ隙間 ナキ迄 二籏 生ス、結核性攣 化ハ圭 トシテ

乾酪 性肺 炎像 ラ示 シ滲 出性機轄大 ナ リ。抗酸性

菌染 色ニ ヨ リ定型的長桿菌 ラ見ル。

肝鳳 脾臓 腎臓 二於 テモ試獣 ハ ソ ノ封 照 二比

シ結核性憂化拉 二結節形成僅微 且遅緩 セルガ如

キ像 テ見ル。脾臓 二於 テ試獣 ノ総 テ鐵反慮 陽性

細胞多撒 ナ リ。本試験 ノSqualin・ ・若干 ノ赤血

球 二封 シテ崩壌的 二作用 シ多少血液毒 ノ観 アル

ニ非 ザルカ。

結核家兎 二於 ケルSqualinノ 實験 其 ノ4

SqualinNo.119.No.120.No.113ハd誓

0・8583n智1.4963.No.121ノ 、dl㌘0.8586.n碧

1.4963)。

本 試験 二於 ケル1群 ノ家 兎ハ結核 菌 トシテハ北

研牛型菌1/5。。mgヅ ・耳静脈 ヨ リ注 入スSqualin

ハNo.119.No.120 .No.121.No.122/4

例 ノ試獣 ハ ソ ノ0.1c.qヅ ・連 日静脈 内 ヨリ注射

シNo.123ノ 試 獣 ハ50%ノSqualinGelatin

乳 化 艦 トシテ0.2qqヅ ・同様 二耳静脈 ヨリ連 日

注射 ス、No.124ハ 結 核菌封照 トス。

No.119.経 過25日Squalinハ0.1qc.ヅ ・連

日静脈 内。

肺 ハ淡赤黄色 テ示 シ、組織學 的 ニモ結核 性攣 化

ハ全 ク見 ラレズ、肝、脾 、腎 二於 テモ結核 性攣

化 ナ シ。

No.120.経 過25日Squalinハ0.1c.qヅ ・連

日静脈 内。

肺 二於 ケル所 見 ハ殆 ン ド前者 ト同檬 ナルモ唯稀

二上皮様組織球 性細胞 ノ小集籏竈 ア リ、小 出血

モ見 ラル、 ソノ他脾臓 二於 テ定型 的結核結節 テ

見ル。

No.121.経 過25日SqualinO.1ccヅ ・連 日静

脈 内。

肺 二粟粒大及米粒大 ノ結 節 テ見 ルモ撒的 二甚 ダ

少 シ。概 ネ細 葉性 ノ小結節 ニ シテ繊維 化 ノ像著

明 ナ リ。脾臓 ハ急 性脾 炎 ノ像 テ呈 シ結核性早期

的攣化 テ見 ル。

No.122.経 過15日Squalinハ 連 日静脈 内。

肺 ハ充 血高度 一 シテ小出血竈 アリ。大軍核細胞

ノ遊走及 水腫 モ見 ラル、 結核性的攣化 ハ未 ダ見

ラレズ、 ソノ他 ノ臓 器 二於 テモ同檬 ナ リ。

No.123.経 過4日Squalin(50%)0.2qqヅ ・

連 日静脈 内。

4日 ニ シテ艶 死 シタル爲詳細 ナル コ ト不 明。

No.124(K).経 過25日 。

結核菌 ノ封 照 ハ肺 二米粒大迄 ノ結節 テ散 見 ス、

組織學 的 二乾酪攣 性竈及上皮様細胞 ノ集 リヨリ

ナル結節前期 ノ攣 化 テ見 ル、一般 二炎性充血 強

ク水腫 モ高度 ナ リ。

肝臓 二亘態 細胞 テ多数 二具 ヘ タル結節 ラ見、脾

臓 二於 テモ同様 二大軍核圓形細胞 ノ集 リヨリナ

ル結 節 テ多数 二見 ル。

小括

本試験 二於 テハ経 過短時 日二過 ギ結果 ノ見 ル可

キ相違 テ來 スニ至 ラズ。25日 以 内 ノ病慶 テ観察

スル ニ本Squalinニ ヨル時 モ明 二封照 二比 シ結
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核 阻止作用 ア リト云 ハザ ル可 カ ラズ、即試獣 二

於 テハ常 二孤立性 ノ小結節 ニ シテ繊維化 ノ傾 向

大 ナルニ反 シ封照 二於 テハ禰蔓性 ノ細胞浸潤 テ

來 シ水腫 モ高度 ニ シテ結 節 ハ概 ネ ソ ノ中心乾酪

攣性 二陥 ルテ見 ル。

結 核家兎 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ5(表8)

No.125--No.129迄 ノ1群 ・・結核 菌 トシテ北

研 牛型菌株1/1。。。mgテ 耳 静脈 ヨ リ接種 シ結核 二

罹 患 セ シム、No.125.No.126,No.127.No・

128ノ 試 獣 ハSqualinO.1c.c.ヅ ・連 日結核 菌接

種 日 ヨリ注射 テ初 メ1週 間 一 シテ止 ム。

No.125.経 過7日SqualinO.1c.c.ヅ ・連 日静

脈 内注 入。

7日 目二艶 死 ス、剖 見 一一一一一ヨ リ肺 二高度 ノ元 血 ト

限局 性小出血竈 テ見ル。間質性肺 炎 ノ像 モ見 ラ

ル、肝臓 及脾臓 二小結節 テ形成 ス。

No,126.経 過50日SqualinO.1c.qヅ ・連 日7

日間耳静脈 ヨ リ注射。
'

肺 ハ色澤正常 ナルモ殆 ン ド全般 二粟粒大 ヨリ止

針 頭大 迄 ノ結節 テ見ル、各結節 ハ融 合 セル モ ノ

ナ ク、一 ツー ツノ結節 トシテ明 二識 別 サル、 是

等 ノ結節 ガ肺肋膜面 上 二隆起突 出 シ中 ニハ肋膜

ノ磨擦面 テ形成 セル モ ノアリ。

組織 學的 二各結節 ハ ソノ中心乾化 テ示 スモ ノア

ルモ相互 二融合 スル コ トナ ク繊維成 分 ニ ヨリ邊

縁 帯 ハ鋭利 二匠劃 セ ラル、抗 酸 性菌 染色 ニ ヨ リ

抗 酸性菌 ト混 シテMethylenblau二 染 ル球菌及

桿菌 テ見 ル、肝臓及腎臓 二小結節 少数 ニ ア リ。

No.127.経 過50日SqualinO.1c.c.ヅ ・連 日

7日 間。

肺 ノ所 見ハ全 ク前者 ト同礒 ナルモ結 節 ノ撒 二於

テ前者 ヨリ少 ク大 サニ於 テ大 ナル融合歌 ノモ ノ

アリ。肝、脾、腎 二小結核結節 ノ形成 テ見ル。

No.128.経 過50日Squalinハ0.1ccヅ ・連

日7日 間。

肺 二於 テ粟粒 大 ヨ リ米粒大迄 ノ結 節 テ見ル、個

々 ノ結節 ハ繊維成分 二富 ム明 ナル限局性結節 ニ

シテ相互 二融合 ノ傾 向 テ認 メズ、肝臓及脾臓 二

小結節少数 存 ス。

No.129封 照.経 過約50日 。

肺ハ全般的二大ナル融合性結節 テ形成 シ、肋膜

表面二堤状二隆起 ス、組織的二大ナル乾酪姓憂

性テ呈 スル中心 ト接 シテ圓形細胞 ノ浸潤多ク結

節 ト結節 ノ間 ノ肺組織 ニハ肺炎テ惹起 シ水腫高

度ナ リ、部炎性滲出機轄甚 シク旺ナルテ見ル、

肝臓二結節及壊死竈テ多登 シ脾臓及腎臓 二小結

節 テ見ル。

小括

No.125ノ 試獣ハ約1週 間ニシテ艶死セル篤詳

細ナル所見テ得 ラレズ、他 ノ試獣 トソノ封照 ト

テ比較 スルニ試獣二於 ケル結核結節ハ総 テ限局

性孤立性小結節ナルニ反 シ封照二於 テハ堤状 ノ

大ナル集合性結節 テ形成 ス。

No.126及No.128ハ 最モ憂化輕微ニシテNo.

127ハ 稽 ミ劣ル ト難 モ爾且攣化 ノ僅微ナル事一

目瞭然 タルモノアリ。封照二於テハ特 二乾酪性

肺炎様像 モ見 ラレ炎性滲出機轄高度ナルテ見タ

リ。 抗酸性菌 ハNo.129ノ 封照二於 テ乾酪攣

性中心及壁二穎多 二認 メNo.126.No.127.

No.128ノ 試駄 一アリテハ乾酪攣性物質申二殆

ン ド見 ラレズ シテ結節 ノ壁 二僅 二見且 ツ非抗酸

性菌 テ結節 二於 テ認 メタリ。

肝臓、脾臓及腎臓 ノ結節 ハ甚ダ塵々ニシテ時期

的關係モ考慮サ レ弦 二是等 二就 テ ノ比較 テ避

ク。

結 核 家 兎 二 於 ケ ルSqualinノ 實 験 其 ノ6(表8)

Squalinン 、No.132.No.133ハd智0.8579.

n智1.4958.No.134ハd智0.9458.n智1b4995。

・No .132-No.135/4頭 ハ 北 研 牛 型1/3。 。mgテ

静 脈 内 二 注 射 シ、 試 獣 二 於 ケ ルSqualinハNo.

132ハ ソ ノ0.1c,c・ ヅ ・初 メ7日 間 連 綾 耳 静 脈 ヨ

リ注 入 シ後4日 目毎 二1同0.1qa静 脈 内 注 射 テ

施 セ リ(全 量1.5c.a)LNo.133トNo.134ノ

試 獣 ハSqualin/Levulose-emulsionテ0.1

c・c・ヅ ・連 日7日 間 静 脈 内 注 射 シ 後3日 目侮 二

〇.1qqヅ ・同 様 二注 射 セ リ(全 量 ハ 夫 々1.6㏄)

No.135ハ 結 核 菌 ノ封 照 トス 。

No・132・ 経 過30日Squalin全 量1.5QG静 脈 内
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肺 ハ梢 ≧黄褐色 テ帯 ビ硬度柔軟、粟粒大 ノ結節

ラ散見 ス。組織的 二孤立性 ノ限局性小結節 ニ シ

テ織維性 ナ リ.

一 般 二間質織維 ノ檜殖著明 ら シテ肺胞壁 ハ繊維

性肥厚 ノ歌 テ呈 ス。脾臓及腎臓 二小結節 ノ形成

テ見ル。

No.133.経 過18日 、Squalin/Levulose-

emulsionO.1c.aヅ ・連 日7日 間後3日 侮 二 〇.1

aqヅ ・注 入。

左肺下葉 二嗜赤色小 出血斑 ア リ、右 下葉後面 二

於 テモ同檬 ノ斑 テ見 ル、組織學的 二充血高度 ニ

シテ小 出血竈 ア リ。炎性水腫 モ見 ラル、結核性

慶化ハ見 ラ レズ、肝臓 二小結節 テ見ル。

No.134.経 過22日 、 同上。

左肺上葉 二小暗色斑 ア リ、組織的 二毛細血管 ノ

充盈 テ見限局性小出血竈 テ見 ルモ結核性病攣 ナ

シ、其 ノ他 ノ各臓器 二攣化 ナ シ。

No.135封 照.経 過30日 。

融合状 ノ大 ナル結節 テ形成 ス、結節 ノ中心 ハ線

テ灰 白色 ノ乾酪化 テ示 ス、組織學的 二乾酪攣性

二陥 リ相互 二融合 セル結節 ハ又周園 二大 ナル肉

芽組織 テ形成 シ禰 蔓性細胞浸潤及水腫 テ高度 二

惹起 ス、肝、脾 、腎 二於 テモ結節 テ見、特 二脾

臓 二於 テハ典型的 ナル乾酪性結核結節 ノ形成 テ

見 タリ。

小括

本試験 二於 テハSqualinノ 使 用期 間及 量 ト

(No.132)Squalin/Leovulose-emulsionニ

ヨル(No.133.No.134)試 験 トテ兼 ネテ行 ヒタ

ルモ後者 ニヨル試獣 ノ2例 ハ夫 々18日 及22日

ニ シテ艶 レタ リ、剖 見ニ ヨリ共 二肺 二小出血竈

ト高度 ノ充 血 ラ見 ルモ結核性病攣 ハ全 ク認 メ ラ

レズ、約30日 経過 ノNo.132ト ソ ノ封 照No.

135ト ハ病攣、甚 シク異 リNo.132ノ 試 獣 二於

テハ粟粒大小結節 テ少撒 二見封照 二於 テハ全 ク

融合状 ノ結節 テ多数 二見 ル、病型 ノ前者 二於 テ

限局性繊維性 ナルニ封 シ後者 ハ炎性滲 出機轄 ノ

熾烈ナルモ ノア リ。

結核家兎 二於 ケルSqualinノ 實 験 其 ノ7(表8)

SqualinハNo.136d智0.8572n碧1.4959.No.

137ハ 同 一物G且2瓦 斯 テNo.138ハCo2瓦

斯 、No.139ハN2瓦 斯 テ導 入セルモ ノ、No.

140d響0.8555.n智1.4960.No.141d智0.8538

n饗1.4959No.142d智0.8385n智1.4960。

本 試駿 二於 テモ結核菌 ハ前試験 同檬 牛型菌1/r)。。

mg静 脈 内注入 ニ ヨルSqualinハ0.1cp.ヅ ・

4日 毎 二耳静脈 内注入 テ繰返 シ撲殺迄(全 量約

1.Oc・q)No.136-No.142迄 ノ試獣 二注射 ス。

No.136・ 経 過34日Squalinハ4日 目毎 二 〇.1

c.qヅ ・全量1・Oc・c・lii脈内肺 二粟粒大 ヨ リ米粒大

迄 ノ結 節 テ多獲 シ結節 ノ中心 ハ灰 白色 ノ小貼 テ

有 スル モ ノア リ。顯鏡的 ニハ乾酪憂 性部 二石灰

ノ沈 著 テ見 ルモ ノア リ、2.3融 合歌 テ呈 スルモ

ノァルモ概 ネ限局性繊維性 ノ結節 トシテ認 メ ラ

ル ・モ ノ多 シ。

肺胞壁 及胞 膿 内二禰蔓 性 二大軍核細胞 ノ浸潤 テ

來 シタル部位 ア リ。肝、脾、腎 二於 テ小結核結

節 ノ形成 テ見 ル。

No.137.経 過34日Squalinハ 同 上 二 且2瓦

斯導 入 セルモ ノ

肺臓 ハ暗 赤色、表面 二灰 白黄色 ノ大 豆大迄 ノ結

節 テ多数 二見ル、 組織 學的 二結節 ハ主 トシ限局

性 ノモ ノ多 ク中 ニハ大 ナル乾酪攣性 テ來 セルモ

ノアルモ周園 ノ肉芽組織 ノ嚢達 ニ ヨリ包埋 サル

結節 二近接 セル或 ハ然 ラザル肺胞 二於 テ本例 二

於 テ著 明 ナル肺胞 上皮 ノ新生 テ見特 異 ナル立方

形 ノ上皮 ノ美麗 二蛇列 シ宛 モ腺管組織 テ見 ルガ

如 キ感 アリ。 ソノ他 ノ臓器 二於 テモ結 核病竈 テ

見 ル。

No.138.経 過34日Squalinハ4日 目毎 二 〇.1

c.c.全量1.Oc蜻 孚脈 内。

肺上葉 二存 スル結節 ハ穀 大 ノモ ノ多 ク下葉 二

至 ルニ從 ヒ扁豆大迄 ノ結節 トナル、顯鏡 的 二結

節 ノ中心 ハ概 ネ乾酪壊死 二瀕 シ周 圃 二肉芽組織

形成 モ認 メ ラル ・モ主 トシテ禰蔓 性 ノ大軍核細

胞浸潤 ノ像 テ ソノ近接 セル肺組織 二見 ル、肝、

脾、 腎 二於 テモ結核結節 テ見 ル。

No・140.経 過34日Squalinハ4日 目毎 二 〇.1
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cc.ヅ ・全 量1.Ocxx静 脈 内。

肺 二No.136ト 殆 ン ド同檬 ノ粟粒大 ヨ リ米粒

大迄 ノ結節 テ多登 ス、 本例 二於 テハ顯 鏡 上融合

性 ノ結 節 ナ ク総 テ限局 性繊 維性 ノ結節 トシテ認

ノ ラル、脾臓 二典型的 ノ結 核結節 テ形 成 シ、肝

腎 二小結節 ア リ。

No.141.経 過84日SqualinO.1qGヅ ・4日 目

毎 二全量1.Oc.a静 脈 内。

粟 粒大 ヨ リ腕豆大迄 ノ種 々ナル大 サ ノ結節 テ多

登 シ融合状 テ成 スモ ノモア リ、結 節 ノ周園肺組

織 二禰蔓性 二大 軍核 細胞 ノ浸潤 テ來 シタル部位

モ見 ラル ・モー般 二結 核性肉芽組織繊維 ノ増加

ト共 二結 節ハ繊維 性 ニナ ラン トスル像 テ多 ク見

ル、肝臓、脾臓 及腎臓 ニモ少撒 二結核結節 テ見

ノレo

No.142.経 過34日Squalinハ0.1c.aヅ ・4

日 目毎 二静脈 内。

粟粒大 ノ結 節 テ少数 二見 ル、鏡顯 ニ ヨ リ線 テ限

局 性孤立性 ノ小結節 ニ シテ繊維化 ノ傾 向大 ナ リ

肝、脾 、腎 二結節 テ少撒 二認 メ得 ラル。

No.143封 照.経 過34日 。

肺 二全汎 二融合状 ノ大 ナル結節 テ形成 シ、肺肋

膜 表面 二堤状 二隆起 ス、結節 ノ中央 ハ黄褐色 テ

示 ス、顯 鏡 ニ ヨ リ大 ナル乾酪壌死竈 ハ腕挺 トシ

テ連 リ偶 々肺組織 ノ梢 ≧正常 ノ像 テ窺 ハ シムル

部 位 ニハ高度 ノ水腫 テ件 フ 肺炎像 テ示 ス ラ見

ル、肝臓、脾臓及腎臓 ニモ多敷 ノ結核結節 テ見

脾 臓 二於 テハ乾酪化 ノ高度 ナル典型的 ノ結核結

節 テ形成 セル像 テ見ル。

小 括

本試験 二於 テハSqualinノ 静 脈 内使用 テ4日 目

毎 二施行 シ全量 トシテハ約1.OCA注 入 シタル モ

ノニ シテ初 二連 日注 入 シタル前 々試験 ノ結果 二

梢 ≧劣 ル観 ア リ。

No.136-142迄 ノ試獣 二於 テハ 封照 二 比 シ結

核 性攣化甚 シク進捗 セズ、停 止性 ノ病慶像 トシ

テ見 ラル、結核結節 ハ線 テ孤立性 ノ粟粒大 ヨ リ

米粒大迄/・モ ノニ シテ融合状 テナスモ ノハNo.

141ノ 試 獣 二於 テ顯鏡 ニ ヨリ認 メ ラ レタル ニ過

ギズ、封照 二於 テハ大 ナル融 合性結核 結節 テ形

成 シ充血、水腫、 細胞浸潤等 ノ炎牲滲 出機轄旺

ナル テ見 ル。肝臓 脾臓 腎臓等 二於 ケル病攣

モ封 照 二匹敵 ス可 クモ ア ラズ シテ縮 テ著 シク輕

微 ナル テ認 メ タリ.

結 核家兎 二於 ケルSqualinノ 實 験 其 ノ8(表8)

Squallnノ ・d弩)0.8578.ni蓉1.4962。

No.144…-No.148迄 ノ第8試 験 ハSqualinラ

各 々異 ナル方法 テ以 テ動物 二員荷 シ結 核登生程

度 ノ相異 テ見 ン ト欲 シタル モノナ リ。結核 菌 ト

シテハ北研 牛型 菌1/5。 。mgテ 静 脈 内二注射 ス。

No.144ハSqualin/0.1c.qヅ ・テ連 日静賑

内、No.145ハ 皮 下 二連 日0.1c.qヅ ・、No.146

ハ氣 管道 ヨリ0.1c.qヅ ・注 入 シ全 量 ハ線 テ1.6

ヅ ・ ト定 メタ リ。No.147ハ 経 ロ的 二 〇.5c.qヅ

ツ連 日、全量8.Oc.aラ 給 與 ス、No.148ハ 結 核

菌 ノ封照 トス。

No.144.経 過25日SqualinO.1cnヅ ・連 日。

肺 ノ結核結節 ハ限局 セル繊維性 ノ小結 節 ニ シテ

近接組織 二何等 ノ組織 反慮 ナ ク全 ク停止性 ニシ

テ治癒機轄 ノ旺 ナル テ思 ハ シム、Squalinノ 多

量沈著 セル部 分 二Nekrobioseテ 見 ル、 ソノ他

ノ肝、脾、腎 二結核 病攣 テ見ズ、 唯網 状織 内皮

系 ノ檜殖 テ見 ル。

No.145.経 過25日Squalinハ0.1c.cヅ ・皮

下注射。

肺 二粟 粒大 ヨ リ米粒大迄 ノ結節 テ多嚢 ス、顯鏡

的 二大 ナル融合状 テ示 ス結 節少 シト錐 モ結節 ハ

概 ネ乾酪攣性 二陥 リ周園 二肉芽組織 ノ形成高度

ナ リ、肝臓、脾臓、 腎臓共 二結核病疑 二侵 サ レ

多撒 ノ結核結節 ラ見 ル。

No.146.経 過25日Squalinハ 氣 管 ヨ リ0.1ca

ヅ ・。

肺 ノ灰 白色肝攣部 ハSqualinノ 沈 著 テ多 ク見ル

部 ニ シテ此 ノ局所 ニハ結 核性病攣全 クナ ク肺胞

ハ腺管状 テ呈 スル テ見 ル。即肺胞 上皮 ハ剥離 シ

獅 シク立方形 ノ上皮 ノ新生 テ來 シ肺胞 内壁 二並

列 スル爲 二腺管組織 テ見ルガ如 キ感 テ抱 カシム

ルモノナ リ。肝憂状 テ示 サザル部分ニハ檜殖撞
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結 節 テ見 ル、肝、脾、 腎共 島結核結 節 テ見 ル。

No.147.経 過25日 、経 口的 二 〇.5αaヅ ・蓮 日

全量8.Oc・a。

肺 ノ結核結節 ハ粟粒大 ヨリ大 豆大 迄 ニ シテ乾酪

竈 ノ大 ナル モ ノ多 ク近接 セル組織 ノ炎性滲出機

轄 モ高度 ナ リ。

肝臓及脾臓 二結核病慶 ノ輕 度 ナル テ認 ム。

No.148封 照.経 過25日 。

粟粒大 ヨリ米粒大 ノ結節 テ多数 二見 ル、結節 ハ

乾酪攣性竈 ニ ヨリ大部分 テ占 メ ラレ近接組織 ノ

炎性滲 出機轄最 モ著 シ。肝臓及脾臓 二結核結節

ノ典型的 ナルモ ノ多撒 二形成 サル ・像 テ見 ル。

小括

本試験 二於 テノ・Squalinテ 夫 々静脈 内、皮下、

氣管内、経 口的 二與 ヘ タル モノニ シテ肺及他 ノ

臓器 二於 ケル所 見 ハSqualin静 脈 内注 入 ノNo・

144二 於 テ病攣最 モ少 ク結核 性攣 化 ハ毫 モ進展

ノ像 テ示 サズ、近接 セル組織 ノ反 慮 モ全 クナ ク

結節ハ肺 ニ ア リテ繊維性 トナ リ限局 シ治癒的現

象ラ見 ル、肝、脾、 腎 二於 テハ網 封犬織 内皮系 ノ

増殖 ラ見 ル、No.145ノ 皮 下注射 ニ ヨルモ 〃 ・

結節梢 胤大 ニ シテ結節 中心ハ乾酪 性壌 死 二陥 レ

ルモ ノ多 シ、然 ルニ結節周圃 ノ肉芽組織 ノ増殖

旺 ニ シテ乾酪竈 テ葦i固 二包 ミ相互 二融 合 ノ像 テ

示 スモ ノナ シ、氣管 ヨ リ注 入 シタルNo・146ハ

Squalinノ 沈 著 シタル局部 ハ肺胞宛 モ腺 管組織

ノ如 ク攣 ジ結核性攣化 ハ コノ所 二全 ク見 ラレズ

No.147ノ 経 口的 二投與 シタル例 ニア リテハ他

ノ例 ノ試獣 二比 シ遙 二多数 ノ病攣像 テ肺 二見 タ

リ。然 ルニ他 ノ臓 器 ニオケル攣化 ハ少 シ封 照 二

於 テハ結核 病攣 ノ外 二炎性参出機韓 テ多 ク認 ノ

膿重 ノ減少 モ亦最 モ著 シ。

結核家兎 二於 ケルSqualinノ 實 験其 ノ9

第9家 兎試験 二於 テハ更 二Squalinノ'異 ナル種

類 テ夫 々耳静脈 ヨリ連 日注 入ス。結核菌 トシテ

ハ前 数同 ノ試験 ト同檬 北研 牛型菌 テ1/lu・。耳静

脈 内二注射 ス。No.149-No.155迄 ハ試獣 ト

シNo.156ハ 結 核 菌 ノ封 照 トス。

N・ ・149.経 過35日Squalin岬0・858L噌

1.49590.1c.cヅ ・連 日静脈内。(全量1.5㏄)

肺臓、梢 ≧暗赤色 テ呈 ス。硬度及含氣量正常ナ

リ、組織學的 二充血高度 ニシテ肺胞壁 ノ毛細血

管籏張 シ血液 テ充盈 ス。限局性攣化 トシテ細葉

性二組織球性細胞 ノ粗 ナル集籏竈 アリ、然ルニ

肺胞間質 ノ正常構造ハ依然 トシテ保持 サル、抗

酸性染色ニヨリ是等 ノ組織球性細胞内及細胞外

二抗酸性球菌 テ多歎 二見ル。

肝臓、脾臓及腎臓 二結核性病攣 ナシ。

No.150.経 過35日Squalind智0.8587・n釜

1.49590.1c.aヅ ・連 日静脈内(全量1.5qc・)。

肺二粟粒大 ノ結節 テ比較的多撒 二見ルモ個 々 ノ

結節ハ融合 セズ。限局性 ノ圭 トシテ増殖性 ノ結

節ニシテ乾酪化 テ見ズ維維成分 二富 ミ結締織化

ノ像 テ示 スモ ノモ見 ラル、抗酸性菌染色ニヨリ

結節中二抗酸性長桿菌 ノ他 二同檬 ノ抗酸性度或

ハ梢 胤弱キ抗酸性度 テ有 スル球菌及短桿菌 テ見

ノレo

肝臓、粟粒大白色透明性 ノ結節 テ散見ス。結節

ハ檜殖性及繊維性ニ シテー噺 臓結節 ト同檬 ナ

リ、脾臓二於テモ濾胞ニー致 シ或ハ髄質 二結核

性初期的病攣 テ見ル.

腎二於 テモ結核結節 テ見ル。

No.151.経 過35日Squalind㌍0・8596.n智

1.49600.1c.qヅ ・静脈内(全量1・5qa)。

肺 二粟粒大 ヨリ大豆大迄 ノ結節 ヲ形成 ス。結節

テ見ザル肺 ノ組織 ハ正常色調 テ示 スモ硬度梢 ㌃

柔軟ナ リ。組織學的ニハ結核性 ノ禰蔓1生浸潤 テ

見。結核結節ハ集合状テナシ中心乾酪化テ示 ス

モ ノ多 シ。抗酸1生菌染色Ziel-neelsen氏 法 ニヨ

ルニ前者 ト全 ク同檬 ノ所見テ見ル。肝臓 二繊維

性結節 テ見ル脾臓 ハ腫大著 シク赤紫色 テ示 シ被

膜極度 二緊張 ス。組織學的二脾髄 ノ檜生高度 ニ

シテ充血 モ亦高度 ナリ。典型的結核結節 テ形成

スo

No.152.経 過35日Squalind碧0・8437.n$0

1・47000.1c.aヅ ・静脈 内(全 量1.5qa)。

肺 二粟粒大 ヨ リ碗豆大迄 ノ結節 テ形 成 ス。結節

ハ乾酪 化 テ示 スモ ノア リ。周 園 ノ肉芽組織 ノ嚢
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達著 シク又近接 セル肺胞 二水腫テ見ル。抗酸性

染色 ノ所見ハ前激例 卜同 ジ、肝、脾、腎二結核

結節 テ少歎 二見ル。

No・153.経 過35日Squalinnl㌍0・8759.n蓉

1.49530.1c.qヅ ・静脈内(全量1.5c.a)。

肺二粟粒大 ヨリ扁豆大 ノ結節 テ見ル。殆 ンド線

テ典型的 ノ孤立性結核結節 ノ像 テ示 シ融合 ノ傾

向 テ見ズ。炎性滲出機轄 テ見ズ。抗酸性菌染色

ノ所見ハ全 ク同檬(前 撒例 ト)ニシテ乾酪化 セル

結節二於 テハ抗酸性 ノ長桿菌 テ見結節 ラ園続 ス

ル組織球性細胞内或ハ細胞外 二抗酸陞球菌及短

桿菌 テ多歎 二見ル。

肝臓及脾臓 二結節 テ見、特 二後者 二於 テハ全汎

二結核性攣化 テ示 ス。腎臓 二繊維性小結節 ノ形

成 アリ。

No・154.経 過35日SqualinO.1qG静 脈内(全量

1.5c.a)。

肺臓バー般 二淡赤灰白色ナルモ輕度 二黄色味テ

帯 ビタル所 アリ。結節ハ甚 シク不定形 ノ集合性

結節 テ示 スモノアルモ数ハ砂 ク是等 ノ大ナル結

節 ノ間二粟粒大 ノ結節 テ多 ク見ル。組織學的二

結節ハ殆 ンド組織球性細胞 ノ集籏 ヨリナル檜殖

性 ノ結節ナ リ。 ソノ他 ノ肺組織 ノー部 二圓形 ノ

細葉性二來ルNekrobioseノ 像 テ見ル。抗酸性

菌染色所見ハ前撒例 ト全 ク同檬ナ リ。

肝臓、脾臓、及腎臓 二結核結節 テ見ル。

No・155.経 過35日SqualinO.1cc静 脈内(全

量1.5c.c.)。

肺ハ暗赤色硬度一般二柔軟ナリ。粟粒大 ヨリ碗

豆大迄 ノ結節テ多畿ス。結節ハ黄 白色硬度葦iシ

組織學的二大ナル集合性結節テナスモ ノアルモ

近接 セル肺組織 ノ滲出性攣化 ハ見 ラレズ。唯毛

細血管 ノ充血著 シ、肝、腺 腎二小結節テ見ル。

No・156.封 照、経過。(35日)。

全身 ノ消耗甚 シク艶死 二瀕 ス.肺 ハ暗赤色硬結

ヲ示 シ含氣量二乏 シ、全葉 二粟粒性 二碗豆大迄

ノ結節テ多螢融合状 テ示 ス。組織學的二結節ハ

大 ナル乾酪化テ示 シ叉相互融合 シ全汎 二肺炎様

ノ炎性滲出機轄 テ見ル。

肝臓、 多数 二結 節 テ見。顯 鏡 ニ ヨ リ殆 ンド正常

組織 テ見 ラレザル程 度 二結核性浸潤及結節 テ形

成 ス。脾臓及腎臓 二於 テモ結核結節 テ多籔 二見

特 二脾臓 二於 テハ典型 的結核 結節 テ完成 セルモ

ノ多 シ。

小括

本試験 ノ1群No.149ヨ リNo・155迄 ノ試獣

7例 ハ前 数回 ノ試験 二於 テSqualinノ 使 用方法

及 時期 ト量的關係 ノ最優 秀最適 ノ方法 ト認 メタ

ルSqualinノ 静 脈 内注射 テ菌接種 ト同時二

(Squalinテ0.1c.c・ ヅ ・7日 間連 日静脈 内後4

日 目毎 ら0.1c・aヅ ・静脈 内全量1.5c.c.)施 行 シ

タル モ ノナ リ。Squalinト シテAktivitstノ 異

ナ ル7種 ノモ ノ・結核 菌及結核 病 トノ關係 テ索

メ ン ト欲 シタルモ ノニ シテ爲 二試 獣 ノ各例 二於

ケル病攣 所見。個禮 ノ相異 貞 ヨル攣 化像 ノ異 同

テ遙 二超越 シタル多型性 多種 多様 ノ複 雑 セル病

痩 テ呈 スルテ認 メタ リ.

然 ル ニー般 二封 照動物 二比 シ結核 性病愛僅微 ナ

ル テ示 セ リ。試 獣 ナルNo.149ハ 肉 眼的及顯鏡

的 二結核性攣 化 ハ全 ク見 ラレズ。 ソノ他 ノ絡 テ

ノ試獣 二於 テハ結核 性攣化 テ種 々 ノ程 度 二見ル

モ就 中攣化 ノ最 モ少 キハ各臓 器 テ通 ジテNo.

154ニ シテ此 ノ例 二於 テハNekrobioseテ 見 ル

所 アルモ結核性攣 化 ハ輕 度 二経過 シ繊維性 ノ治

癒機轄 テ認 メタ リ。

次 二No.153及No.150梢R病 攣 少 クNo,

151ハ 結 節 テ多嚢 スル モ孤立性 ノ小 ナル結節多

シ。No.152ハ 結 節 ハ大 ナル モ数 ハ甚 ダ少 シ。

No・155ハ 大 ナル結節 テ形 成 シ梢 ≧(No.152)

ト同 様 ノ所見及像 テ示 スモ充 血強 シ。封照 二於

テハ肺 二高度 ノ滲 出性結核 病攣 テ見 ル、即廣汎

ナ ル乾酪性肺 炎 ノ像 テ示 シ乾酪化及 炎性滲出機

轄熾 ンナル テ認 メタ リ。

抗 酸性菌染色Ziel-neelsen氏 法 ニヨル時試獣 ノ

肺臓 二於 テ絡 テ ノ例 二多少 二拘 ラズ抗酸性 ニシ

テfuchsinophilナ ル 細菌禮 テ認 メ形状 ハ球菌 ,

或 ハ短 桿菌状 テ呈 ス。主 トシテ結 核性浸潤 竈二

組織球 性細胞罷 内 員入 リ或 ハ細胞外 二集團状 テ
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即攣異性結核菌 ト認 メラル ・モ ノナ ラン爾此 ノ'

邊 ノ詳細 ハ縮括 二記載 ス。

総括及考案

實験 的結核 トSqualinト ノ關係 テ験 スル テ目的

トス。結核罹 患海狸及家 兎 二就 テ色々 ノAkti-

vit5t/Squalinラ 員 荷 シ結核 性病攣及結核菌

トノ關係 テ探 求 セ ンガ爲 西上記 ノ如 キ試験 テナ

シタ リ。Squalinノ 員荷 方法 トシテハ緒論 二於

テ述 ベタル ガ如 久 皮下注射、静脈 内注射、皮

膚 二塗擦、経 口的及氣管 内二注 入等 ノ方法 テ探

レリ。静脈 内及 氣管道 ヨ リノ注 入ハ家兎 二就 テ

主 トシテ行 ヒ塗擦 ハ海猿 ニナ シタルモ ノナ リ.

a)實 験 成績、實験成績 ハ何 レノ方法 ニヨルモ

Squalin員 荷 動物(試 獣)二 於 テ・・結核菌 ノミノ

動物(封 照)二 比 シー般状態佳良 トナ リ、禮重 ノ

檜加 テ見 タ リ.試 獣 二於 テ病憂 ハ全 ク見 ラレザ

ルモ ノヨ リ梢 ζ封照 二近 キモ ノ迄 ノ多種 多様 ノ

程度 ノモ ノテ見、是等 ハ総 テSqualinノ 種 類 ニ

ヨル相異 ナル事 テ再 三繰返 シタル(海 猿其 ノ1-

11試 験 。家兎其 ノ1-9試 験)、 試験 ニ ヨリ認

メ得 ラレタ リ.封 照 二匹敵 シ得 ル程度 ノ病攣或

ハ ソ レ以上 ノ高度 ナル病攣 バー例 ダモ認 メ得 ザ

リキ。唯二、 三 ノ例 二於 テ封 照 ヨリ早期 二艶死

セルモ ノアリ。 コレSqualin/Aktivit乞tノ

組織 二封 スル反磨 強烈 二過 ギタルモ ノト思惟 サ

ル ・例 ニ シテカ ・ル例 二於 テモ結核性病攣 ハ遙

二僅微 ナル テ認 メタ リ。

Squalinノ 員 荷術式問題及術式 ニ ヨル相 異
。

Squalinノ 員 荷方法 トシテハ前記 ノ皮下、静脈

内、氣管内、塗擦、経 口的 ノ5方 法 ノ他 二肋膜

腔内二油胸 ノ術式 一 シテ鬼置 セ リ(最 後 ノ方法

らヨル結果 ハ第二報 二譲 ル)
。

各種 ノSqualinテ 以 テ上記 ノ各方法 ニヨル員荷

テ行 ヒ結核動物 ノ肺臓及其 ノ他 ノ臓器及淋 巴腺

二於 ケル病攣 ノ線合的 多寡及輕重 ト動物個燈 ノ

ー般状態 ノ良否 ラ主眼 トシテ験 シタル結果 ハ同

一一一Squalin二 嫁 リテハ線 テ ノ術式 二適用 サ レテ

最 モ良好 ナル結 果 テ見 ン事 ハ不可能 ナル テ知 レ

リ。 即或 ル程 度 ノAktivit5tノ モ ノ必 ズ シモ各

種 ノ術 式 二共通 シテ其 ノ最大能力 テ登揮 シ得 ル

モ ノ伝非 ズ。然 リ ト錐 モ略一定 セル範園 内 二於

ケル異動 ニ ヨル モ ノナルテ知 ル テ得 タ リ。 カ ・

ル事 實 パー見甚 ダ不可解 ナル理論 ト思 ハル ・モ

員荷方 法 ノ種 類 テ通 観 シ各種 ノ方法 二参與 スル

組織臓 器 ノ解剖組織 學的構造及Squalinノ …運命

テ考察 スル ニ至 ツテハ、稗然 トシテ了解 サ レ首

肯 シ得 ラル可 シ。結核病攣 ノ人膿 二於 ケル侵襲

部位 ノ多種 ナル其 ノ病攣 ノ多檬 ニ シテ複雑極 リ

無 キテ思 フ時其 ノ治療 的庭置術式 ノ多岐 二亙 ル

ハ當然 ノ蹄結 ナ リ ト思考 サル。此 ノ各種 ノ術式

ニ ヨル實験 結果 テー括 スル ニ海狸 二就 テ行 ヒタ

ル皮 下注射。氣管 内注 入。塗擦及経 口的投與 ノ

内最 モ優 レタル抗結核作用 ハ適 當 ノAktivit5t,

ノSqualinテ 皮 下及氣管 二適 當量 員荷 シタル場

合 二認 メ ラル ・テ知 レリ。Squalinノ 皮 下注射

ノ場合(海 狽實験其 ノ2、5、6、7、8、9、10、11

試 験)ニ ー般的 二結核病攣最 モ 少 ク輕度 ナル テ

知 ル。氣管 内注 入 ノ場 合(海 狽實験 其 ノ2)結 核

性病攣 ハ全 ク見 ラレザルモSqualinノ 過 量 二侵

入 シタル部分 二Nekrobioseノ 攣 化 テ認 メタ

リn塗 擦 ノ場 合(海 猿 實験 其 ノ2、3、4、7)二 於

テモ結核 性攣 化 ハ封照 二比 シ甚 シク輕 易 ナルモ

海狽 ノ如 キ小動物 ニ ア リテハ塗擦 ノ如 キ輕微 ノ

外力 二封 シテ時 二意外 ノ抵 抗 力 ノ減弱膿 力 ノ潰

耗 テ來 スモ ノナル テ實験 セ リ。爾 力 ・ル抵 抗力

減弱 二際 シテハ外 來 ノ細菌 ノ侵襲 二封 シ甚 ジク

弱 ク特 二Gsrtner氏 腸 炎菌 ノ菌血症 テ惹起 スル・

モ ノ多数 ナ リ(余 ノ論 文實験 的結 核 トG5rtner'

氏 腸 炎菌 ノ關係 二就 テ、結核 第14巻 第10號 参

●
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照)腹 部塗擦 ノ不可ナルテ知 リタル爲胸部 二之

ラ行 ヒタルモ同檬 ノ結果 ラ招來 セリ。

経 ロ的給與(海狽試験其 ノ7)ハ 未ダ例撒少 ク詳

細ナル結果 テ見ルテ得ザルモ實験結果最 モ劣 リ

封照 トノ間二殆 ンド病攣 ノ相違 テ見ザルモノア

リ。

Squalinノ 使用量 ト使用(員 荷)時期 ニヨル關係

結論 ノ項二記載 シタルガ如ク動物 テ實験的二結

核 二罹患 セシメ種々ノ物質 テ負荷 シ當該物質 ト

ノ關係ラ験スルニ結核菌 ラ接種 セザル以前 ニソ

ノ物質 テー定期間投與 シテ験スル所謂豫防的敷

慣試験 ラ圭 トスル場合 ト、罹患後一定期間経過

後被験物質 ラ員荷 スル治療的敷償試験及結核菌

接種 ト同時二被験物質テ投與スル治療的数慣試

験 ノ三 ツラ嘔別 シ得 ラル、余 ノ場合ハ早期二概

ネ24時 間以内二塵置テ開始 セルモ ノナ リ.

海猿 ニアリテハ皮下注射 ノ場合連 日0.1c.qヅ ・

繰返 シタル例二於 テ(海狽實験其 ノ9、10試 験)

結核性病攣ハ最モ少 キガ如 シ。然ルニ再三注射

ニヨル損傷二由來スル爲力或ハ他 ノ原因ニヨル

モノナルカ不明ナルモ試獣二於テハ他 ノ細菌 ノ

菌血症 ソノ他 ニヨリ艶死 スルモノ多 シ、1週1

同0・1c・qヅ ーノ皮下注射ニヨルモノニ於 テ(海

狽其 ノ2、5、6.8、11試 験)ハ動物 ノ生命.ZIIIi結

核性病攣 二封 シ最 モ敷果的 二作用 スルモノ・如

シo

氣管道 ヨリノ注入ハ(海猿其 ノ2、家兎其 ノ1、8

試験)Squalinノ 過量二侵入セル部位 ノ肺組織

二Nekrobioseラ 惹超セシムル事 アリ.適 當量

ヅ・撒同 ノ注入ハ結核性病的機轄 ノ阻止作用 二

興味深 キ結果デ齎スモ ノタル可 キテ信ズ。時期

的關係 ノ詳細ハ爾研究中二屡 シ第二報二倹 ツ可

シ。

家 兎 二於 テ ハ連 日静脈 内 二 〇.1c.aヅ ・全量約

1.Oca-一一1.5c.q二.ヨ リSqualinノ 種 類 ニ ヨリテ

ハ全 ク結核性病攣 ラ現 ハサズ(結 核 菌 ヲ、。。0」/5。。

mg静 脈 内注 入後直 二Squalinテ 静 脈 内 二連 日

注射 ス)、 静脈 内;更 二Squalin注 入 テ繰返 サ

ル ・場合全 量4.Oc・a迄 ハ何等動物 二害作用 ナ ク

結核性攣 化 ハ勿論 力 ・ル場合 二於 テハ全 ク見 ラ

レズ。然 ルニ尚更 二繰返 シ注 入 シタル際動物 ユ

多少 ノ新陳代謝 障碍 テ惹起 スル事 ラ認 メタ リ。

家兎 二於 ケルSqu51inノ 氣 管 道注入(家 兎實験

其 ノ1)ノ 場合 ハ海狽 ノソレ ト全 ク同様 ニ シテ始

メ肺胞 上皮 ハ剥 離 シ立方形 細胞 ノ新生 ニヨ リ肺

胞腔壁 ハ蓋 ハル'・二至 ル。 肺胞壁 ハ著 シク籏大

サ レ間質 ノ繊維 性」曾殖 ノ極 メテ高度 ナルモ ノ

ア リ。一 早腺管組織 テ見 ルガ如 ク或 ハ叉宛 モ終

末氣管枝 ノ状 テ呈 スル肺胞 テ見 ルガ如 シ、 カ ・

ル攣化 ハ肺組織 ノ外來 異物 二封 スル抵抗 性的攣

性 ト見 ラル ・モ ノニ シテSqualinト 結 核 菌 トノ

厨 雫 二際 シテハ更 二上記 ノ攣化著 明ナル ラ見ル

Squalinノ ミ氣管道 ヨリ注 入 サル ・場合梢k似

タル攣 化 テ見 ルモ著 明ナ ラズ、 然 ル ニ結核 ノ場

合 ニ ア リテハ静脈 内 一Squalinテ 注 入 シタル

例 二於 テモ時 ニ カ ・ ル 抵抗 的攣 化 テ示 ステ目

撃 シ得 タ リ。要 之 スルニ家兎實験 的結核 ノ際 二

Squalinハ 静 脈 内1.Oc.q氣 管 内1.Oc.a-3.Oqq

使 用 サル ・場合 二最 モi敷果的 二作用 スル モノナ

ラン。

経 口的 二給 與 シタル例 ニ アリテハ封 照獣 トノ間

二明 ナル病攣 ノ相異 テ見出 ス事不可能 ナ リキ、

但 シ量 的關係 二今爾研究 ノ絵 地 アルモ ノト思考

サル。

b)Squalinノ 種 類 二關 スル問題

所謂Squalinナ ル モ ノーbiochemikalisch

aktivノ モ ノ ト然 ラザルモ ノ トノアル事 二關 シ

テハ鴻 上等 ノ共 同論著 二於 テ改 メテ詳 細 ナル實

験 報告 ノ公表 アル ニ就 キ余 ノ本實験 二於 テノ・軍

一Squalinト 記 載 シ置 キタルモ各 同 ノ實験 二便

用 セ ラレタルSqualinハ 各 々其 ノ製 出法 二於 テ

多少 トモ相 異 セル要約 ラ探 リ、 又Squalinテ 製

出 セル鮫肝 油原 油 二封 シテモ亦 千種 萬態 ノ考案

ト「マニ プ ラチオ ン」テ施 シテ得 タルモ ノナルガ

故 工其 ノ間 二於 テ純化學 的見地 ヨ リスルモ多少

トモ其 ノ性状例 ヘバ屈折卒、比重、沸貼,粘 稠度

等 ノ如 キニ於 テ相異 ラ示 シ居 ル ト錐 患是等 ノ鮎

二就 テハ前記別報 二譲 リ詳記 スル事 ラ省 略 シタ
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リ。

Squalinノ 製 出法 ヨリ云 ヘバb減 歴蒸鯛法 二依

ルモノハ練 ジテ生化學 的 ノ活性度強 シ、次 ハ過

熱蒸鯛法 ニ シテ最 モ低 劣 ナル性能 テ示 スモ ノハ

不蒸鯉法 二依 ル モ ノナ リ。過 熱蒸氣蒸鱈法 二檬

レルSqualinバ ー 般 二結核 海猿 二於 テ脾 臓 二急

性的脾 炎 ノ如 キ歌態 テ現 出 セ シム、例 ヘバ、海

猿No.1139-1153.No.1176-1178ノ 如 シ。

一般 二適切 ナル操作 法 一 ヨリテ製 出 セ ラレタル

Squalinナ レバ其 ノ物理的性歌 トシテd智0.8560

--O .8585.n蓉1.4960-1.4980ノ 範 園 テ示 スモ

ノナ レバ多少 二拘 ラズ生化學 的 二有能 ナル活性

ラ示 ス事 ヲ確認 セ リ。

要 スルニ余 ノ本實験 ハ如何 ナル方 法 ラ探 レバ最

モ生化學 的 二有能 ナルSqualinテ 獲 得 シ得 ラル

ルカ ト云 フ最 モ重 要 ナル核心的問題 テ解 決 セ ン

ガ爲 二試 ミラレタルモ ノニ シテ多岐 二亙 ツテ亡

羊 ノ嘆 テ深 カ ラシメタルSqualinノ 生 化學 的性

能 ノ眞髄 ガ那邊 二存 スル カ、其 ノ間 ノ秘 錠 ノー

端 ラ動物實験 上 ヨ リ關 明 セ ン トシテ企圖 セ ラレ

タル謂 ハ ・"豫備的 ニ シテ且基礎 的實験 二屍 スル

モノナル ガ故 二、從 ツテ其 ノ成績 及實験 ノ方法

等 二至 リテモ亦當然不統一 ナル ラ免 レズ、更 二

余 ハ鴻 上等 トノ共 同作業 ノ結果最 モ優 秀 二生化

學的 二活性化 セ ラレタ リ ト信 ズルSqualinテ 試

用 シテ行 ヘル系統 的 ナル動物實験 ノ報 告 テ近 々

績報 トシテ公表 セ ン事 テ弦 二豫約 シ置 ク次 第 ナ

ルガ、大盟本實験 二於 テ得 タル要鮎 テ結論 トシ

テ掲 グ レバ(1)前 述 セル ガ如 ク其 ノ生化學 的性

能上 二於 テ相 異 セ リ ト思 ハル ・各種 ノSqualin

ラ使 用 シテ動物實験 テ試 ミタル結果 、既 二鴻 上

等 ノ唱ヘ タルガ如 ク酸化機構 ノ或程度迄進行 シ

タル鮫肝 油 ヨ リ適當 二製 出 セ ラレタルSqualin

ガ最 モ優 秀 ナル生 化學 的性能 テ登揮 シ得 ルモ ノ

ナル事 テ認 メタ リ。(2)余 ノ使用 シタル各種各

様 ノSqualin二 就 テ動物實験 上 ノ結果 ラ観察 ス

ルニ病墜程度 ノ大、小、 多寡 ノ相 異 コ ソア レ殆

ンド何 レノ場合 二於 テモ封 照獣 二比較 シテ試獣

ノ結核病愛 ハ僅 少 ナル事 テ認 メタ リ。最 モ優秀

ナル性能 テ具備 セ リ ト思惟 セ ラル ・Squalinニ

ア リテハ結核性病慶全 ク阻止サ レ何 レノ臓器組

織 二於 テモ完全 ニ ソノ形成 テ見ズ、是 レ接種 セ

ラ レタル結核菌 ガ生匿 内 二於 テ死滅崩壊乃 至 ハ

著 シク減毒 セ ラ レタル事 テ如實 二物語 ル モ ノナ

リ。(3)著 シク酸化分解 セラ レタルSqualinハ

有 利 ナル生化學的性能次第 二減弱 スル ニ至 ル ノ

ミナ ラズ往 々試獣 ガ封照 ヨ リ著 明ナル膿重 ノ減

耗 テ招來 シ早期 二艶死 スルニ至ル事 テ極 ク少歎

乍 ラ認 メタリ。即斯 ノ如 ク攣化 シタルSqualin

ノ酸 化分解終 末的産物 一 シテSqualin恒 籔 ヨ リ

甚 シク低沸1テ 示 スガ如 キモ 〃 ・BakteriotrOP

ノ性能次 第 二訣 如 シ反封 二 〇rganotropノ 作 用

ラ檜 強 シ來 ルモ ノナル事 テ認 メ得 タ リ。(4)各

種 各檬 ノSqualinテ 使 用 シテ結核罹 患動物 二就

テ行 ヘル實験 二徴 スルニ假令、試獣 二於 テ結核

性病憂 テ招來 スル場合 二於 テモ、 既 二肉眼 的検

査 二於 テ試獣 ト封照 トノ間 二於 ケル病憂 ノ形態

テ異 一ス。例 ヘバ牛型菌 テ使用 シテ家 兎二行 ヘ

ル實験 二於 テ封照獣 ハ悉 ク顯鏡的 ニモ典型 的融

合性結節或 ハ乾酪性攣化 テ随所 二認 ムル モ試 獣

ニ アリテハ限局弧立 セル硬攣性、繊維 化 セル治

癒傾 向豊 カナル像 テ示 ス ニ過 ギザ ルガ 如 シ。

(5)如 何 ナルSqualinテ 使 用 スル モ其 ノ沸1或

ル程 度以上 ノモ ノニテハ動物實験 上急 性的 ニモ

慢性的 ニ モ 毒 性力 テ全 ク認 メ ズ。(6)盟 重約

25009内 外 ノ家兎 二封 シテSqualinテ1回 量

0.1αc・乃 至0.3c・qテ 耳静脈 ヨ徐 々 二注 入 ス レバ

此 ノ爲 二危瞼 ナル塞栓 症駄 ノ如 キハ全 ク見 ラレ

ズ。 多数 行 ヘル實験 上未 ダー例 ダモ遭遇 セル事

ナ シ。

c)試 獣 ト封 照 トノ間 ノー一般的結核病漿 ノ相 異

最 モ著 シキ相違 ハSqualin塵 置 ニヨル試獣 二於

テハ結核 性病攣 ハ結核菌 ノ比較的 多量接種 ノ場

合 二封 照 二高度 ノ滲 出性 炎 テ見 ル ニ拘 ラズ常 二

全 ク増殖 性 ノ病攣 トシテ肺 二於 テハ間質 ノ1曾殖

及結核結節 ノ繊 維性治癒機轄 ラ認 メタル事 ニ シ

テ、Squalinノ 種 類 二依 リテハ全 ク結核性攣化

テ現 出 セザ ルモ ノアリ。其 ノ他 ノ臓器組織 二於
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テモ繊 維化 ノ傾向豊 カナル増殖 性結 節 ラ形成 シ

乾酪攣性 テ示 スモ ノーア リテモ周 園 二網状織 及

結締織繊維 ノ増殖著 シクナ リ完 全 二被包 サル ・

所 見テ示 セル事 ナ リ。 即何 レノ場合 ニモ封 照 二

比 シ結核 性病攣輕微 ナルテ認 メタリ、海猿 二於

ケル試験 二際 シ試 獣 二於 テ脾臓 ノ高度 ナル腫大

ラ認 メタルモ ノアリ(海 狸實験其 ノ7、8、9)、

斯 ノ如 キ脾腫 ハ結核菌 ト或 ル種 ノSqualinト ノ

反慮 ニ ヨリ起 ル事 ハ確實 ニ シテカ ・ルSqualin

ニ ヨ リ庭置 サル ・時結核病攣 又甚 ダ僅微 ナ リ.

家 兎 ノ實験 二於 テ余 ノ使用 セル菌 種 ト菌量 トニ

ヨル時 ハ封 照動物 ニ アリテハ大 ナル乾酪性攣化

テ肺 二認 メタルモ ノ多 シ。試獣 二於 テハ病攣 ハ

概 ネ弧立性 ノ檜殖性結節及繊維 性結節 トシテ見

ラ レ或 ハSqualinノ 生 化學的機能優秀 ナル モ

ノニ ヨル時 ハ全 ク病攣 テ現 出 セザル事 テ認 メタ

リ。

d)Squalinト 結 核病竈 トノ關係

Squalin物 質 ノー部 ハSqualinIIIニ ヨ リ著 染

サル(Squalinノ 新 陳代謝 及蓮命 二 關 スル論文

参照)、Squalinハ 圭 トシテ組織球 性細胞 ニ

ヨ リ各所 二蓮搬 サ ル。Squalinテ 皮 下注射、

塗擦等 ノ方法 ニ ョ リ動物 二員荷 スル場合 二組

織 間隙 二入 リ淋 巴道 一 ヨ リ流血中 二運 バル、

或 ハ皮 下注射 ノ際 ら 直接毛細血管 二 入ル。 静

脈 血中 二 入 リタルSqualinハ 肺 動脈 ニヨ リ

肺 二至 ル、 氣管内 二 注 入 サル ・場合 ハ 別 トシ

テ、 皮下、 静脈、 塗擦及経 口的員荷 ノ場 合 二

肺 二於 テ 最 モ多 ク該物質 テ認 メ得 ラル、 肺 二

於 テハ 肺胞壁毛細 血管 二栓塞 テ來 ス。 然 ルニ

直 二血管 内皮及多核 白血球、大軍核 遊走細胞 二

囁取 セ ラ レ血管外 二 出 ヅ。 又或 ハ 血管壁 テ 濾

出 シ組織淋 巴間隙 二遊離 ノ状態 二 於 テ 出 ヅル

テ見 ル、 一時 二多量 ノ塞栓 ノ場合血管 テ 濾 出

セルSqualinハ 肺 胞 上皮 テ介 シ肺胞 内 一出 ヅ。

肺 二沈著 セルSqualinハ ニ 、三 日経過後其 ノ分

布 ノ上 二興 味 アル攣化 テ示 スニ至 ル。 即始 メニ

殆 ン ド卒等 二撒布 サ レ沈著 シタルSqualin物 質

ハニ、三 日ニ シテ中等大 血管及氣管枝周園 二移

動 シ蝟集スルニ至ル。 コノ移動 セルSqualin物

質ハ組織間質淋巴隙内二遊離 ノ状態二於テ或ハ

組織球性細胞内二揺取 セラレテ又或ハ毛細血管

内二塞栓状テナ シテ移動推移 シタルモノナルテ

見ル。換言ス レバ各沈著 シタル其儘 ノ状態デ肺

ノ機能的關係上漸次比較的安静ナル部位ヘ ト移

動 スル物理的現象 二職由セルモノナルテ知ルベ

シ同檬 ノ所見ラ結核病攣竈二認 メ得 タリ。即病

竈 テ取 リ巻 キ或 ハ園続 スル組織球性細胞内一入

リテSqualinノ 蝟集テ認 メ得 ラレタリ。化學

的二結核菌 トノ間二強力ナ ル親和力 テ有 スル

Squalin物 質ハ結核病竈 テ圭 トシテ形成 スル組

織球性細胞内二入 リ或 ハSqualinテ 澹ヘル組織

球性細胞ガ結核病竈 二至 リ直接或ハ間接二結核

菌 トノ圖孚二向ッテ参與 スル。又他方二於テハ

肺 ノ呼吸運動 二際 シ物理的機械的作用ニヨリ比

較的二蓮動 ノ減弱 セル結核病竈ヘ ト該物質ハ集

リ病竈 テ園続包被 スルモノナルテ認 ノラル可 シ

Squalinガ 肺 二於 テ呼吸蓮動ニヨル動揺 ノ最モ

少 キ血管及氣管枝等 ノ周園或ハ結核症 ノ場合ニ

ソノ結節及結核性浸潤部 二向ッテ趨集 スルハ宛

モ炭沫症 二於 ケル炭沫 ノ分布 テ思ハ シムルモノ

アリテ甚ダ興味 アル事實 ナ リ トス。斯 ノ如 ク

Squalinハ 肺組織二於 テソノ結核病竈 トー次的

(組織球性細胞 一ヨリ)及二次的(物理的作用)二密

接 ナル關係 テ招來スルニ至 ルモ ノナルテ知 ル。

然 ルニ結核病竈ハソノ初期 二於 テハSqualinIII

陽性脂肪物質 ノ出現少 キモ結核性病攣 テ完成ス

ルニ至 レバ則脂肪及類脂肪等 ノ脂肪物質テ多量

二出現 スル爲二Squalin物 質 トノ識別ハ甚 シク

難事 トナル、是等 ノ事柄二關 シテ ハ余 ハ幸二

Squalinノ 特性テ利用 シタル特殊染色法ニヨリ

ソノー部テ鑑別 シ得 タリ(Squalinノ 新陳代謝

及蓮命 ノ論文参照)。Squalinノ 量 ト結核病攣 ト

ノ多寡 二就テ見ルニ肺二於 テSqualinノ 多 ク沈

著 セル部分ニハ結核性病壁 ハ全 ク見 ラレザルモ

ノ多 シ即一般二優秀 ナル性能 テ有スルSqualin

ノ沈著多キ程結核病攣 ハ少 シ、換言ス レバカ・

ルSqualinテ 多量 二注入 シタル例症程結核性病
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痩 ハ少 キ理 ナ リ。然 ルニ多量 二過 グル時 ハ肺組

織 二Atelektaseeノ 攣 化張 ク認 メ ラル ・二至

ノレo

e)Squalinト 免 疫

結核 トLipoidト ノ關係 二就 テハ古 クヨリ種 々

論 ジラレ來 リシ問題 ナ リ.脂 肪 テ豊 富二含有 ス

ル食物 ハ髄 ノ組織 二特殊 ナル抗菌的作用 テ賦與

スル ト云 ヒ又Lipoid特 二Cholesterinテ 給 與

スル時 ハ罷 ノ抵抗 力 テ檜加 ス ト云 フモ ノア リ、

或 ハ全然反封 ノ結果 ラ主張 スルモ ノア リ,組 織

球性細胞 ト免疫 トハ密接 ナル關係 二置 カ レ圭 ト

シテ此 ノ細胞 ニ ヨリ禮 ノ免疫 物質 ハ産 生 セ ラル

ル ト見倣 サル、脂肪 類脂肪 ノ過 量 ノ給 與 ハ免疫

力 テ減弱 セ シム トナス人 々ハ是等 ノ物質 ノ組織

球 内一多量 二沈 著 スル テ見 タル爲 一 シテ該細胞

ノ細菌 ソノ他 ノ異物 ノ貧喰作用 テ封 ジ又免疫膿

産生母地 テ封塞 スル事 トナ リ所謂Verstopfung

ナル駄態 テ來 ス爲 二不可 ナ リトナス、即 是等物

質 ノ給與 ハ免疫禮 登生 ノ低下及防禦力 ノ減弱 テ

惹起 ろル コ ト想像 二 難 カ ラズ トナス、Squalin

員荷 ノ場 合 二主 トシテ コ ノ新陳代謝 テ司 ル乙・組

織球性細胞 ニ シテ、該 細胞 内二Squalinノ 囁 …取

サル ・時Cholesterin及 其 ノ他 ノ脂肪物質 ノ場

合 ノ如 キ攣化 テ見ルモ ノナ リヤ、余 ノ使用 セル

Squalinト ソ ノ量 二於 テバカ ・ル免疫力減弱 ノ

如 キ例 テ見 ズ、寧 ロ免疫禮産生母地 ノー一ツ ト見

ラル ・脾臓 二於 テ甚 シク網状織 内皮細胞 ノ増生

テ殊 二海瞑 二於 イテ著明 二認 メ免疫農産生 二機

能 的興奮 テ齎 スモ ノナ ラン事 テ思 ハ シムルモ ノ

ア リ。勿論 ソノ化學 的性状 ニ ヨリ明 ナル ガ如 ク

SqualinハC,・ 且3・ ナル炭 化水素 ノ異性燈 ニ シ

テ脂肪物質 トハ自 ラ異 ル所 ア リ、共 二論 ゼ ラル

可 キモノニ非ズ。

f)Squalinト 結 核菌 トノ關係

生禮外 二於 ケルSqualinト 結 核菌 トノ關係 ハ鴻

上等 ノ論文 二譲 リ、生禮 内二於 ケル特 二病理組

織學的 見地 ヨリ観察 スルニ海狽 二於 テハ主 トシ

テ脾臓 二於 テ抗 酸 性菌 ノ他 二球 菌及 桿菌 ノ種 々

ノ型態 テ示 スモ ノテ試 獣 二於 テ見 タ リ
。或 ハ時

二全 ク結 核病攣竈 二抗酸性菌 テ見 ザ ル モ ノア

リ。家兎 二於 テハ特異 ナル型態 テナ ス種 々 ノ抗

酸 陞度 ノ細菌 テ結 核病攣竈 二於 テ嚢見 セ リ、元

來牛型 菌株 ハ人型 菌 二比 シ抗酸 陞弱 ク又 コノ抗

酸 性ノ弱 キ事 ソレ自膿 ガ人型菌株 トノ鑑別 二数

・・ラル ・モ ノニ シテ動物禮 内二於 テハ殊 二抗酸

性物質 ノ甚 シク脱却 サル ・場合 アリ。 然 ルニ余

ノ試験 二際 シテハ封 照 トノ間 二甚 シキ抗 酸性度

ノ相違 テ見型態的攣異拉 二非抗 酸性菌 ノ多撒 テ

認 メ タ リ。家 兎二於 テ全試験 テ通 ジテ全 ク異 リ

タル型態 トシテ球菌歌或 ハ短桿菌状 トナ リ菌艦

ノ雨端 ハ圓 クナ ラズ シテ尖鋭 ナル突起 二終 ルモ

ノ等 ナ リ、抗酸性度 ハ爾保有 サル ・モ ノ多 シ。斯

ノ如 キ細 菌 テ結核 病竈 二於 テ認 メ タ リ。圭 トシ

テ組織球性細胞 ノ浸潤部 二於 テ見、當該細胞 内

或 ハ細胞外 二於 テ多数 二見 ルテ得 タ リ、特 二家

兎二於 テ第8、9試 験 二於 テ最 モ著 明 ナ リ、完

成 セル結核結節 内二於 テハ中心 テナス乾酪憂性

竈 二於 テハ抗酸性 ノ典型 的長桿菌 テ見、 ソノ壁

二於 テハ抗酸性菌 ノ他 二非抗酸性 ノ球菌 ラ少撒

一見 ル、網 封犬織形 成層 二於 テハ抗酸性菌 ト非抗

酸性菌 トハ相牛 バ ス(海 猿)、 家 兎 二於 テハ非抗

酸 性 ノ確 實 ナルモ ノナ シ、唯前記 ノ如 キ特異 ナ

ル形態 テナス抗酸 性菌 テ見 タリ。而 シテカ ・ル

抗酸 陞菌 テ見 ル部分 ノ組織及組織球 性細胞 内ニ

ハSqualin/SqualinIII染 色 陽性物質 テ認

メ シム、 唯弦 ニー 言注 意 ス可 キ 事 ハParafin

切 片 二於 テSqualinノ ミテ注射 シタル揚 合 二

Squalin物 質 テ搬取 シタル組織球 性細胞 ノ時 二

輕度 ノfuchsinophile染 色 テ示 ス事 ア リ ト云 フ

事 實 ニ シテ、 コ ノfuchsinophi1二 染 ル物 質 ハ

Squalin物 質 ト考 フルニハ(Squalin・ ・脂肪溶剤

二完全 二溶 解 サル ・モ ノナ リ)化 學的 二不合理

ナル所 ア リ。細胞艦 内 二現出 サル ・穎粒 ト見ル

時 ハ細胞外 ノモ ノニ就 テ説 明出來 ズ シテ更 二不

合理 ナル爲稼 ツテ起 ル原 因 ハ明 ナ ラズ。然 リ ト

難iモSqualinニ ノミニ慷 リテ見 ラル 、fuchsi-

nophilノ 物 質 ト本實験 二於 ケル球 菌様物質?ト

ノ間 ニハ抗 酸度 二於 テ甚 シキ相違 テ認 メタ リ
。
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此 ノ抗酸 性ノ球菌及短桿菌 ノ存スル部分 二何等

多核白血球等 ノ浸潤認 メラレザルテ見ル時全 ク

無毒性 ノSaprophitischノ モノナルコ ト想像 二

難 カラズ。弦 二於 テ該細菌 ノ由來如何 ト云 フ事

ハ當然問題 トナル所 ニシテ結核 ノ経過中二更 二

外來的二他 ノ細菌 ノ侵入 シタルモ ノナルカ或 ハ

結核菌 ヨリ現出サレタルモノナルカノニ大別 シ

テ考 ヘラル、而 シテ試獣 ノ総 テニ見 ラレ封照二

全 ク認 メラレザル事實 ニヨリ明二前者 ニヨル疑

ハ却下サル可 ク今 ヤ内生的二結核菌 ヨリ攣異型

トシテ生 シタルモ ノナ ラント云フ結論 二當然蹄

納 サル可 キモノナリ。即結核菌 ヨリ登生セルー

種 ノ攣異型態ナ ラント思惟サル但 シ是等 ノ抗酸

性球菌及非抗酸1生ニシテMethylenblauニ ョ

ル組織切片 二於 テ染色サル・菌 ノ攣異性結核菌

ナルカ或 ハ外來的 ノ雑菌 ナルカニ就テノ確定ハ

遺憾乍ラ更 二是等 ノ分離培養 シタルモ ノニ就テ

典型 的抗酸性結核菌 ヘノ還元 二未 グ實験的二成

功 セザルテ以テ俄 二結核菌 ノ攣異型 ナリト断ズ

ル事能 ハズ ト錐モ鴻上等ニヨル攣異性結核菌 ノ

登生経路 二關スル業績二徴 スルモ將叉余 ノ實験

二於 テ特 二試獣 ノミニ見 ラル・事實テ以テスル

モ結核菌 ノ攣異型 ト見倣サル可キモ ノト信ズ、

爾Squalinト 攣異性結核菌問題二關 シテハ既二

鴻上等 ノ業績 ノ見ル可キモノアリ。弦ニ ソノ詳

細テ再録セズ。

上皮性細胞内二現出サル ・桿歌或ハ球状 ノ物質

二封 シ抗酸1生菌染色法 ニョリSchwachfuchsi-

noplil二 著染 サル ・爲二直二結核菌或ハ ソノ慶

異性菌ナ リト断定 スル事ハ例ヘ ソレガ結核病竈

部一ノミ存 シ他 ノ部 ノ同種 ノ細胞 二出現 セザル

事 テ以テ シテモ尚且輕々 シク明言ス可カラズ。

帥抗 酸性菌染色法 ニ ヨリ斯 ノ如 キSchwachfu-

ehsinophilノ 穎 粒 ハ先 ヅ細胞 ノ原形質穎粒 トシ

テMitochondrfaト ノ識 別 テ要 ス可 シ、余 ハ常

二Mitochondria染 色 テナ シテ観察 ヲLナシ、試

獣 二於 ケル大喰細胞 中 二染色上形態 的 二及著染

度 二於 テ明 二Mitochondriaノ 穎 粒 二非ザル或

ル物 質 ノ細胞艘 内 二喰 セ ラ レテ存 スル事 テ確認

シタ リ、然 ルニ時 ニヨ リMitochondriaノ 穎 粒

ト思 ハ シキ物質 ノ共 存 スル場合 モ認 メ ラレ完全

ナル鑑別方法 テ考案 セザ ル限 リ識別 困難 ナ リト

思 ハル ・場合 モ見 ラレタ リ、然 ル ニ次 ノ事柄 ニ

ヨリカ ・ル攣異 性菌 ノ存在 ノ事實 テ信 ズルモノ

ナ リ。 即、(1)肺 臓 、肝臓、脾臓 二於 テ常 二結

核 性病攣部 二出現 シ大 ナル軍核 細胞 内及外 一見

ラル、(2)試 獣 二特 二多 ク見 ラレ結核 菌 ノミニ

ョル封 照獣 ニハ極 ク少激例 二認 メラ レタル事 ハ

試獣 二注射 セルSqualinト 結 核 菌 トノ間 ニオケ

ル生化學 的作 用 一 ヨ リ結核菌物質或 ハ ソノ慶異

性菌 ノ出現 セルモ ノナ ラ ン、(3)Squalinノ 新

陳代謝 ハ主 トシテ組織球性 細胞 ニ ヨリナサ レ注

入後 直 二是等 ノ細胞 内二入 リ各所 二蓮 搬 サル ・

テ以 テ同 ジ ク結核 菌 テ食喰 スル斯 ル細胞 二壁異

性菌株 ノ嚢 生 スルニ非 ザル カ、(4)動 物 ノ死後

時 間経過 セル モ ノテ固定 シタル揚 合 二於 テモ常

一見 ラル、Mitochondriaハ 斯 ノ如 キモ ノーハ

殆 ンド現 出不能 ナ リキ。上述 ノ如 キ條項 ハ慶異

性結核 菌株 テ認 メ シムル ニ充分 ナ リ ト信 ズ。次

二鐵 反慮 陽性細胞 二斯 ル抗酸 性 ノ著染物質 テ見

ル場 合 テ屡 ≧認 ノ タ リ。是等 トノ鑑別 モ重要ナ

ル事柄 ト考 ヘ ラル爾本 問題(組 織 ノ抗酸性菌染

色 二關 スル問題)ハ 稿 テ改 メテ論 ゼ ン トス。

結 論

1.Squalinハ ソノ動物農 内二於ケル新陳代謝

二示 ス如 ク組織球性細胞膿内二入 リ直接二結核

性病竈 二至 リ結核菌 二接 シ又肺二於テハ更 二二

次的ニハ肺組織 ノ機能的運動性 ノ減弱停止セル

結核結節及結核性病慶竈二物理的二而モ求心的

二 集 籏 ス。・

II.Squalinテ 動 物 農 二 員 荷 ス ル ニSqualinP
ノ

種類ニヨリテハ皮下及静脈 内注射、氣管内注入

塗擦、経ロ的投與等 ノ総 テ ノ員荷方法 ニヨル場

合 二個 レモ著 シキ結核阻止作用テ示 シタリ。特



瓠9號 】 高崎=實 験的結核二及ntスSqualinノ 影響 二就 テ1217

二氣管 内、及静脈 内二直接注 入 ノ場合最 モ ソノ

特性 テ褒揮 シ、皮 下注射 ノ場合 ハ之 二次 ギ皮膚

二塗擦及経 口的給 與 ニ ア リテハ梢 ヒ是等 二劣 ル

ガ如 シ。

III.Squalinノ 結 核病髪 阻止作用 バ ー面直 二

結核菌二作用 シ之 テ減 毒或 ハ死滅 セ シメ他 方組

織 二封 シテハ賦活的 二作用 ス。

IV.海 猿 二於 テ高度 ノ脾腫 テ 惹起 スル場合 ア

リ、斯 ノ如 キSqualinハ 海 狸結核 二封 シ甚 シキ

結核阻止作用 テ現 ス。

V.肺 二於 テSqualinノ 多量沈著 テ見ル例 二

於 テハ結核病菌全 ク見 ラレズ。又 少量 二沈 著 セ

ル場合 二於 テモSqualinノ 存 スル所結核性病憂

ハ絶無 ナル テ見ル。

VI.Squalinハ 家 兎二於 テ0.1c.qヅ ・連 日静

脈 内注射 テ繰返 シ40日 二至ル モ肺 二病 的 二生

命 ラ脅 カス可 キ攣 化 テ惹起 セ シ メ ズ。然 ルニ

0。1c・aヅ ・約7日 間 ノ注射 ニ ヨリ完全 ナル結核

阻止作 用 テ示 ス テ見 タリ。

VII.Squalinト 結 核菌 トノ間 一ハ ソノ攣 異性

菌 テ続 リテ甚 ダ興 味 アル所 見 テ病理組織學 的 ニ

モ認 メ得 タ リ。

稿 テ了ル ニ當 リ終始御 懇篤 ナル御指導 テ賜 リシ

鴻 上博士 、東 京留專病理學教 室佐 々、藤 本雨教

授拉 二貴重 ナル助言 テ辱 ウ シタル鴻上病院鴻上

光明學士 二深甚 ナ ル謝 意 テ表 ス。
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